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第一章　やってきた嫁と癒やしのサンドイッチ







　オレが数ある【魔ま導どう士し】の職業の中から、【魔ま法ほう薬やく士し】を選んだのは、今から数年前のことだ。

　後は、目の前のことをこなすのに無む我が夢む中ちゆうで、あっという間に時が経たっていた。

　その間に出だした結果は予想以上に評価されたらしく、もったいないような場にすら招かれたものだ。

「それでは登場して頂きましょう。史上最年少で魔導士として最高の称しよう号ごう【七ななツつ星ぼし】を会え得とくした、ジェイク＝レイランド氏です！」

　ただオレは全くと言うのには語ご弊へいがあるものの、それほど地位や名めい誉よに執しゆう着ちやくする性質でもない。なので司会者から紹しよう介かいされて壇だん上じように立った時に、

「この度たびは名誉ある称号を頂き、まことにありがとうございます。あの、ところで、事務所にやり残した作業があるので、帰っていいですか」

　などと言ってしまい、後で同どう僚りようたちから「あれは無い」と怒おこられてしまった。

　そんなわけで仕事漬づけの毎日を送り続けていて、他に興味を抱いだくものがあるわけでもなく。少し前に借りた自宅ですらも、ほとんど帰って寝ねるだけの場所という認にん識しきでしかなかった。

　……少なくとも、その日までは。




「ジェイク、いるんだろ。ジェイク！」

　その日、オレは住人の事情を一いつ切さい考こう慮りよしないような激しいノックの音で叩たたき起おこされた。

　ぼんやりとした視界には、机の上に並んだ様々な瓶びんや材料が映っている。どうやらまた仕事をしながら眠ねむってしまったみたいだ。

　欠伸あくびを噛かみ殺ころしながら椅い子すから立ち上がると、体がばきばきと音を鳴らした。

　部屋から出て階段を上がり、半分まだ寝ている状態で玄げん関かんまで行く。

「ほら、さっさと開けな。年寄りをいつまでも外で待たせるもんじゃないよ」

　ややしわがれてはいるもののまだまだ強さの残る声の持ち主は、恐おそらくオレの知っている人物なのだろう。相変わらずの尊大な態度だと思いながら扉とびらを開けた。

「やっと目を覚ましたのかい。いつまでもぐうたら寝てるんじゃないよ、まったく」

　真っ白な髪かみをした、鋭するどい目の女性が立っている。年ねん齢れい相応に皺しわの刻まれた顔は不ふ機き嫌げんそうだが、別に不機嫌なわけじゃない。この人は基本的にこういう表情だ。寧むしろ笑っているところを見たことが無い。

　予想通り、訪問者はメーヴィス＝マグタフィア、オレの師し匠しようだった。

「……酷ひどい顔だね。どうせまた、魔法薬を作っている途と中ちゆうで寝たんだろ」

　オレの姿を見て、師匠は呆あきれたように息をつく。

「はあ、ええ、そうです。お久ひさし振ぶりですね、師匠。どうしたんですか、突とつ然ぜんに」

「とりあえずあがらせてもらうよ」

　師匠はどうぞという返事を聞かない内に家に入ってきた。まあ、いつものことだ。

「ああ、もう、きったない家だねえ。少しは掃そう除じをしたらどうだい」

　居間の様子を見るなり師匠はげんなりした様子を見せた。確かに、ただでさえそれほど広くない居間は、本やゴミや洗っていない皿のせいで足の踏ふみ場ばもない。

「別にオレしか暮らしてないんだからいいでしょう。掃除なんて無む駄だに時間を浪ろう費ひするだけです。そんな暇ひまがあったら魔法薬の一つでも作った方がいい」

「部屋のたるみは心のたるみだよ。こんな空間じゃ、ろくなモンを作れやしない」

「……仕事が忙いそがしくて余よ裕ゆうがないんです」

「言い訳をするんじゃないよ。一日少しずつでもいいから片付けてたらこんなことにはならないはずさ。ようするにあんたが面めん倒どうくさがった上での現状だろう」

　ああ、そうですね。反論のしようもない。

「とりあえずお茶でも淹いれてくれるかい」

　師匠は器用にゴミと本の間を通とおり抜ぬけながら、昨日の夜に買った屋台の食べ残しが載のっている机に腰こしかけた。お茶、お茶ね。どこにあったかな。

　オレは台所に向かうと、大量の洗っていない皿の間を覗のぞき見みた。ああ、あった、これだ。いつ買ったか分からない茶葉の缶かんを取り出す。蓋ふたをとって確かく認にん。

「……師匠。師匠って変わった味はお好きですか？」

「は？　どういうことだい？」

「葉に大量のカビが生えているので、普ふ通つうとは違ちがうお茶になると思います」

　しばらくの沈ちん黙もく。その後、盛大なため息が聞こえてきた。

「……白さ湯ゆでいいよ」

　オレは頷うなずいて、溜ため桶おけから水を汲くむと、薬や缶かんに入れて竈かまにかけた。……この水も共同井い戸どから汲んだのはいつだっけ？　まあ、火にかければ大だい丈じよう夫ぶか。多分。

　指を鳴らすと、竈の炉ろに火が灯ともった。魔導士はこういうことが出来るから手間がない。

　湯が沸わくまでの間、待っているのもなんだか間ま抜ぬけなので、師匠の方へと向いた。

「それで、今日は何の御ご用ようですか」

「あんた、あたしの下もとから出て何年になる？」

　腕うでを組んで考え込んだ。ええと、確か魔法学校を卒業してからすぐに弟で子し入りして、師匠が引退するまでは世話になってたから、

「五、六年ですかね」

「そうか。大分と生活も安定した頃ころだね」

「ええ。おかげ様で、なんとかやれてます」

　食うのには困っていない、という程度のものだが。

「本来ならあんたの立場でその状態ってのはありえないんだがね。まあ、いい。どうせ毎日、仕事ばっかりしてるんだろう？」

「はあ。それ以外にやりたいこともないので」

「いい若い者が味気の無いことを言うもんだね。私生活を改善するつもりはないのかい？」

「するとなんか良いことありますか。仕事の効率が上がるとか」

　真ま面じ目めに言ったのだが、師匠は額に手を当てるだけだった。

「……やれやれ。あたしのとこに居た頃から変わらない仕事バカだね。でも、あんたも良いい歳としだろう。そろそろ将来を見み据すえてもいい頃なんじゃないかね」

「将来ですか？」

　また話題が違う方向に行き出したな、と思っていると、

「――ジェイク、結けつ婚こんしな」

　あまりに唐とう突とつに、師匠が告げてきた。思考が完全に停止する。我を取とり戻もどすことが出来たのは、薬缶が甲かん高だかい音で湯が沸いたことを知らせてくれたからだった。

「……何の話ですか、一体」

　比ひ較かく的てき綺き麗れいなカップを取り出してから水洗いをすると、薬缶から湯を注いだ。

「結婚だよ。知らないのかい。男女が一生添そい遂とげることを誓ちかい合って一つ屋根の下で暮らすのさ。まあ、別に男女に限った話じゃないがね」

「それくらい知ってますよ。どうしてオレが結婚しなきゃいけないんですか」

　カップを師匠の前に置いてから、対面に腰かけた。

「結婚、したくないのかい？」

「ううん。したくないってわけでもないんですが……。一人でいるのも気楽だし、別にいいかなって感じです」

「そういうわけにもいかないんだよ。あんた、魔導士としての階級は幾いくつだっけ」

「……星七つです」

「それがどういうことか分かってるのかい？　星っていうのは、魔導士としての格を示すものだ。世間にとって有益な仕事をした者、目立った功績を上げた者に与あたえられる称号で、多ければ多いほど優ゆう秀しゆうな魔導士ってことになる」

「それくらいは知ってますよ。でもそれがどうかしたんですか」

「あんた、確か今年で二十一になったんだったね」

　オレは無言で頷いた。

「その年齢で七ツ星っていうのは異常なんだよ。あたしが七ツ星になった時より、遥はるかに早い。業界の中じゃ、五十を越こえてもまだ星一つか二つでなんとかやってる奴やつもいる。はっきり言うよ。あんたは天才だ」

　この人はこういうことを平気な顔で口にする。しかもこちらを持ち上げようとしているわけじゃない。本当に心の底からそう思っているのだ。

「恐きよう縮しゆくです。でも、師匠だって『天てん星せい』じゃないですか」

　七ツ星が魔導士としての最さい高こう峰ほうであれば、天星はそれすらも超こえた正しく神の領域だ。つまりオレより上ということである。

「あんなものは、ジジイやババアに贈おくられる名めい誉よ勲くん章しようみたいなもんさ。大した意味はない」

「いや、でも、七ツ星をとった後で尚なお且かつ、何か大きな結果を残した人間ではないと、天星はもらえませんよ」

「ああ、もう、いいんだよ、あたしのことは。いいかい。重要なのはこれからだ。だからね、あんたの子どもを世に残さないのは、業界にとって大きな損失だってことなんだよ」

「……はあ。だから結婚しろと？」

「その通り。結婚して性交してさっさと子どもを作りな」

　無む茶ちや苦く茶ちや率そつ直ちよくなことを言うな、この人。

「あの、お言葉ですが、結婚しても必ず子どもが出来るとは限りませんよ」

「んなことは百も承知だよ。でも、結婚しなきゃ子どもも出来ないだろうが。まあ、あんたがしないで子どもを産みたいっていうんなら話は別だがね」

「まあ、個人的にはその辺はけじめをつけたいと思ってる方なので、した方がいいとは思いますが……そういうことじゃなくてですね。はっきり言って、大きなお世話ですよ」

「あのねえ。子どもは別にして、あんたみたいに仕事ばかりして自分のことを顧かえりみない奴はね、結婚した方がいいよ。誰だれかに見守ってもらわないと、無理して早死にするよ」

「一理ありますけど、放っておいて下さいよ。大体、オレみたいに仕事ばっかりしてる奴と結婚してくれる人がいるわけないでしょう。特定の相手もいませんし」

「相手がいりゃ結婚するのかい？」

「まあ……そりゃ、しても良いと思える人なら」

「ふん。なら、とびきり可愛かわいくて気立てが良くて世話上手で、明るくて優やさしくて、一いつ緒しよに居ると癒やされるような相手ならどうだい」

　なんだ、その、物語の登場人物としても最近見ないような存在は。

「相あい性しようとかそういうのを置いておいて、仮にそういう人が居るなら、一緒に暮らしたいと思うのかもしれませんね。でも、実際にいるわけないでしょう」

　オレが眉まゆをひそめると、師匠は意味ありげに笑った。

「どうだろうね。今からあたしが紹介してあげるよ。あんたには勿もつ体たいないくらいだ。あたしが保証するんだから、間ま違ちがいない。おまけに魔導士じゃないが魔ま力りよく持ちだ。結婚相手としては申し分ないじゃないか」

「え、あの、いきなりそんなこと言われても、オレにも事情というものがありまして」

「知らないよ、そんなこと」

　物もの凄すごい勢いでぶった切られてしまった。この人はいつもこんな感じなんだが。

「大体、結婚なんて、一つも二つも吹ふっ飛とばしたようなことをいきなり要求されても」

「ぐだぐだうるさいね。あたしがやれと言ったことに今まで間違いがあったかい」

　確かに無い。弟子として師匠の下で働いていた時代、彼かの女じよが命じたことは、どんな理不尽に思えることでも、後に重要な意味をもっていたことが判明していた。

「リルカ！　入ってきな！」

　問答無用とばかりに師匠が呼びかけると、扉が開いて、誰かがそっと顔を覗かせた。

「ああ、もう、師匠！　いい加減にしてください――」

　と言いながらちらりと玄関の方を、オレは見る。

　そこには、薄うすい銀色の髪を肩かた下した辺りで切った女の子がいた。年齢はオレよりかなり下だろう。ふっくらした頬ほおと、団どん栗ぐりみたいな形をした愛あい嬌きようのある目をしていた。

　オレは中ちゆう途と半はん端ぱに口を開けたままで言葉をなくし、そのまま固まる。

「どうだい？　ジェイク」

　師匠の問いかけにすら答えられない。それもそのはずだ。完全に打ちのめされていた。

「……か……か――」

　可愛い――ッ!!

　オレは胸中で叫さけんだ。

　尋じん常じようではなく可愛い。え、どういうことなんだ。こんな子が世の中にいるのか。いていいのか。だとすればその理由はなんだ。なにか深しん淵えんな訳でもあるのか。きっとあるはずだ。でないとおかしい。何故なぜならありえないほど可愛いからだ。ちっとも論理的な考えじゃないがそんなことはどうでもいいとさえ思えるほどに。

「何してるんだい。遠えん慮りよせずに入りな」

　師匠の言葉ではっと我に返った。いかん。自分を何かに持っていかれるところだった。

「い、いや、師匠、オレの家なんですが」

　一応口を出したが鷹たかのような目で睨にらまれたので、引っ込むことにする。恐こわい。

　それにしても……冷静になって見ると、リルカと呼ばれた女の子は、かなり小さい。

　オレも身長はそこそこ高い方だが、それにしても小さ過ぎる。頭二つ分、いや、ひょっとしたらもっと下なんじゃないだろうかって場所に顔があった。一体幾つくらいなんだろうか。

「紹介するよ。リルカ＝メーアだ。少し前からあたしのところへ奉ほう公こうしにきててね」

　どうやら恥はずかしがっているようで、リルカさんは頬を赤く染めながら、もじもじとしていた。その奥おくゆかしい感じも、彼女の持つ雰ふん囲い気きに拍はく車しやをかける。

　だがやがて、どこか遠慮がちにうちへ入ってきた。

「あたしが言った通りだろう。あんたにぴったりの子だ。結婚しな」

　……確かに魅力的な子だ。思わずオレがオレでなくなるほどに。

　まるで精せい巧こうに出来た人形のようで、こんな子がこの街に居たのかと驚きよう愕がくするほどだった。

　ただ、身長もそうだが、顔つきも幼いので、子どもといっても差さし支つかえない容よう貌ぼうだ。それなのに未いまだ胸の高まりが抑おさえきれないので、罪悪感を覚えてしまう。い、いかん。オレにその手の趣しゆ味みはなかったはずなんだが……はずなんだが、なんだこのドキドキは!?

　……とりあえず、深く追求するのは置いておこう。

「いや、師匠、でもですね」

　それとこれとは別問題、と言おうとしたら、

「ふ、不ふつ束つかものですが、宜よろしくお願い致いたします！」

　リルカさんにも深々と頭を下げられてしまった。

「諸もろ々もろの手続きは時間が空いた時にでもやればいい。じゃ、あたしは帰るよ」

「ええ!?　帰るんですか!?　オレの方の話はまだ終わってないんですが！」

　こちらの話に耳を傾かたむけることもなく、師匠は白湯を飲み干すとそのまま家を出て行く。

　後にはオレと、リルカさんだけが残された。

　オレはオレで初対面の異性、しかもこんな美少女と二人きりで気まずさがあるし、彼女は彼女で緊きん張ちようしているようで、互たがいに無言のままだった。だけどいつまでもこうしているわけにもいかない。

「……あ、あのー、リルカさん」

「は、はい！　なんでしょう！」

　じっとこっちを見つめていたリルカさんが、急いで笑え顔がおを作った。当とう惑わくしているみたいだ。まさか、彼女もいきなり今日会ったばかりの相手と結婚だなんだと言われたんじゃないだろうな。

　しかしそうなると、なぜ彼女が師匠の申し出を受けたのかが気になるところだが。

「ええと、もしかして、師匠に言われて無理やり連れてこられたんじゃないですか？　だとしたら、オレからとりなしておきますけど」

「いえ、そんなことはありません！　わたしも合意の上でのことです」

　合意したんだ……いいのかそれで。会ったこともない男と婚こん姻いん関係を結ぶんだぞ。いや、諸々の事情でそういう例もなくはないと聞くけど。

「でもね、師匠から何を聞いたか分かりませんけど、オレと結婚したっていいことなんてないですよ。仕事で夜は遅おそいし、休みもあってないようなものだから、一緒に居る時間もないし。家を見てもらえれば分かると思いますけど、その割に実入りもあんまりないし」

「大丈夫です、わたし、頑がん張ばりますから！」

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎって力むリルカさん。なんだ、この子は。こんなに愛らしいのに、どうしてそこまでしてオレなんかと結婚したいんだ。相手は引く手あまただと思うけど。

「それだけじゃなくですね、オレ、寝るといびきがうるさいし」

「大丈夫です！」

「変な癖くせあるし」

「受け入れます！」

「独自の神造って崇あがめてるとこあるし」

「一緒に信しん仰こうします！」

　全然めげない。無敵かこの子。そこまでしてオレと結婚したいのか。こんな可愛い子がそんな風に思ってくれるのは、正直、滅め茶ちや苦く茶ちや嬉うれしくはあるんだけど。

「いや、まあ、今のは冗じよう談だんですが。……ちなみにリルカさんはすごく若く見えるけど、いくつなんですか？」

　オレの質問にリルカさんは、笑みを浮かべたまま、はっきりと答えた。

「はい、十三歳ですっ！　ちゃんと結婚出来る歳ですよ！」

「じゅ、十三!?　やっぱり若い！……俺とは八歳差ですよ？　本当にいいんですか!?」

「……？　はい、なにか問題があるのでしょうか？」

　いや、確かに法律的には問題ないんだけど！　その年齢で結婚する子もいるし！

　で、でも、世間的に大丈夫だとは言え、いいのか、本当にいいのかオレ!?

　こ、こんな小さな、それも実家にいる妹より年下の子を奥さんにするなんて……！

　うう、ただ、リルカさんが望んでるみたいだし、オレも別に彼女が嫌いやってわけでは全くないし……ああ、でも！　ううう！

「え、えーと。でもね、リルカさん、オレは」

「あ、あの、わたしのことは、リルカと呼んでください！」

　不意にオレの言葉をさえぎって、リルカさんが大声を上げた。

「これから一緒に暮らすんです。さん付けは他人行ぎよう儀ぎだと思いませんか？　後、わたしは癖で丁てい寧ねい語ごになってしまいますが、そちらはご遠慮なく普ふ段だんの口調でお話し下さいね」

「そ、そういうわけにもいきませんよ。まだ結婚すると決めたわけでもありませんし」

　オレの言葉に、リルカさんは衝しよう撃げきを受けた顔をした。

「……わたしではダメですか？」

「え？」

「わたしでは結婚相手にご不満でしょうか。それなら、ご遠慮なく仰おつしやって下さい。いつでもメーヴィスさんの下に帰りますから」

　真しん剣けんな表情で訴うつたえてくるリルカさん。

「い、いや、そういうわけじゃなくて！」

　慌あわててオレはまくしたてた。

「別に君がダメとかじゃなくて！　いや、寧ろ君みたいな可愛い子と結婚出来るなら、僥ぎよう倖こうというか何かの間違いじゃないかというか師匠が仕し掛かけた何かの罠わなじゃないかとか、そういうことを考えるくらいで！　だから誤解されると困るというか、困るわけじゃないんだけど、ああ、でも、なんか困るわけで！　でもそういうことじゃなくて違ってて、ええと！　とにかく、ダメじゃないですからっ！　絶対に!!」

　落ち込んでいる彼女の誤解を解くため言葉を並べて行く内に、自分でも何を言ってるのか分からなくなってきた。明らかに混乱している。

「……良かったです」

　だがリルカさんはオレの言葉に胸を押おさえて、長い息をついた。次いで、

「嫌がられていたら、どうしようかと思いました。嬉しいです」

　こちらを見上げて、頬を赤らめると、控ひかえめな笑えみを浮うかべる。

「…………」

「どうしました？」

　オレは咳せき払ばらいして「いや」と首を振ふった。あ、危ない。本当に今のは危なかった。目に見えない鋭いものが胸を深く突ついてきたぞ。正直に言うと、激しくときめいた。

「……うん、まあ、あの。君が良ければいいんです……いいんだよ」

　オレの言葉に、「はい！」と深々と頭を下げてくるリルカさん。しかし、いいのか。本当にいいのか、こんな子がオレの嫁になって。はしゃぐよ。オレ、はしゃいじゃうよ？

「しかし、結婚って言われても何をすりゃいいのか……えっと、リルカさん……じゃなくて。その、リルカ？」

　少し躊躇ためらいながらも口にした。するとリルカさんは、とびきりの笑顔になる。そして、

「はい！　あなた！」

　ぶふっ、とつい吹いてしまった。不意打ち過ぎる。あなた、あなた。他人が呼ばれている時はなんでもなかったのに自分がそうなると妙みような気持ちになる。率そつ直ちよくに言って心臓が爆ばく発はつしそうだ。落ち着けオレ。落ち着くんだ。落ち着く……あれ、落ち着くってなんだ。どうすればいいんだっけ!?　ま、待て、ゆっくり深呼吸だ。まずはそこから始めよう！

「い、いやー、リルカ、その呼び方は」

「ダメですか？　ではなんとお呼びすれば良いでしょうか。ジェイクさん？　夫さん……あ、そうだ。旦だん那なさまってどうでしょう！」

「いいね、それでいこう！――じゃなくてっ！」

　危ない。ちょっと乗せられてしまった。

「……でも、まあ、いいか。旦那さまで」

　一応、その……夫ふう婦ふってことだしな。いかん。まだなんか照れる。

　と、そんなオレを他所よそに家の様子を眺ながめていたリルカが、訊きいてきた。

「旦那さま、掃除道具はどこにありますか？」

「え？　ああ、いや、ごめん、ないんだ。箒ほうきくらいならどこかにあった気もするけど、物に紛まぎれてるから、探すだけでも結構時間がかかるよ」

「そうですか。分かりました、では行ってきます！」

　手を上げるや否いなや、リルカは凄すさまじい速さで家を出て行った。

　しばらくしてから帰ってきた彼女の手には、箒にちりとり、雑ぞう巾きんの入ったバケツと大きな布ぬの袋ぶくろが幾つか握られている。

「近くの家から借りてきました！　今からおうちのお掃除を！　開始します！」

　止める間もなく、リルカは行動を開始した。

　まず手て際ぎわよく本を重ねて隅すみの方に置くと、ゴミを布袋へと次々に放ほうり込んでいく。それが終わると水で濡ぬらした雑巾を手に家具や床ゆかを拭ふき始めた。次いで別の綺き麗れいな布を使って、今度は台所の上にある皿を水洗いし始める。

　あまりに無駄のない動きなので、つい呆ぼう然ぜんと見てしまった。が、彼女だけに任せるわけにもいかない。

「オレも手伝うよ」

「いえ、大丈夫です。旦那さまはそこでお待ちください！」

　が、元気よく断られ、有う無むをいわせぬようなその口調に、仕方なく椅子へ腰かけた。

　しばらくすると、ごみ溜めの我わが家やが、生まれ変わったように綺麗になる。

「す、すごい。うちってこんなに広かったのか！　リルカ、ありがとう！」

　ゴミを避よけながら生活するのが当たり前になってたけど、やっぱりそういうのはダメだったんだな。滅茶苦茶常識的なことを、今いま更さらながらに理解したぞ！

「いえ、とんでもありません――ああ!?　いけない、もうこんな時間!?」

　と、いきなり、リルカが窓の方を向いて大声を上げた。

　確かに、外は日が暮れかけている。掃除にそれなりの時間をかけてしまったせいだろう。

「旦那さま、お腹なかは減っていませんか？」

「減ってはいるけど……」

「夕食にしましょう。なにか食べたいものはありませんか？」

　リルカから問われた途と端たんに、盛大にお腹が鳴った。そういえば、今日は起きてから何も食べていない。オレは自分の体をじっと見下ろして、

「そうだなあ、好すき嫌きらいはないからなんでもいいんだけど。……任せてもいいかな？」

「はい！　でも、台所の下にある倉庫を見たら腐くさりかけた人にん参じんしかありませんでした」

　おうっふ。普段、料理とかしないからな。この間なんて、放置してた野菜から見たこともない芽が生えてて新しい生命が誕生しそうだったぞ。

「ごめん、じゃあ、適当に外の屋台で買ってくるよ」

「いいえ、わたしが作ります。旦那さまの体を気き遣づかうのも、お、お嫁さんの務めですから」

　まだ恥ずかしく、しかしどこか誇ほこらしげに言ってから、リルカはまたすぐに出て行く。

　お嫁さん、オレのお嫁さんか……なんだろう。まだ実感湧わかないけど、良い響ひびきだなぁ。つい何度も言いたくなってしまう。放っておくとにやけてしまう口を、押さえておかなきゃ。傍はたから見たらおかしな奴みたいだし。

　しばらくすると、帰宅した彼女は抱かかえた布袋から野菜や卵、パンを取り出して、台所へ並べていった。

「あ、ご、ごめん。幾らだった？」

「メーヴィスさんから頂いたお給金があるので、気になさらないで下さい。それより旦那さま、台になるようなものはありますか？」

「え？　ああ、ちょっと待ってて」

　オレは部屋の隅に行くと、置いてあった小さな足台をもってくる。棚たなの上にあるものをとる為ために使っているものだ。

　リルカに渡わたすと、彼女は「ありがとうございます」と微笑ほほえんで、それを台所の前に置いた。その上に乗って、服の袖そでをまくる。

　あ、そうか。背が低いから届かないのか……な、なんか、子どものお手伝いみたいで可愛らしくはあるけど、大丈夫なのか？

　なんて不安が過よぎったが、それも一いつ瞬しゆん。リルカは包丁を手にすると――そんなものはうちにないので同じように買ってきたのだろう――手慣れた仕草で材料を切り始める。

　竈には火がついたままだったので、リルカはそのまま調理を始めた。なんとなく邪じや魔まするのも悪い気がして、オレは椅子に腰かけたままで待つ。

　数十分ほど経ってから、台所に良い匂においがし始めた。思わず喉のどが鳴ってしまう。

「はい、出来ました！」

　リルカは皿を持ってくると、それをオレの目の前に並べ始めた。

　瑞みず々みずしい野菜を使ったサラダと、香こうばしく炙あぶったパン――。

　それに、大きな卵巻きだった。ふっくらと焼き上がった艶つやのある黄金こがね色いろの上に、彼女はとろりとした鮮あざやかな赤の調味液をかけていく。

「あまり時間がなかったので、赤あか茄な子すの調味液は市し販はんのものを使いました」

　申し訳なさそうにするリルカにオレは首を振った。そんなものは些さ細さいなことだ。普段からは考えられないほど豪ごう華かなメニューだった。

「お口に合えば宜しいのですが……ど、どうぞ」

　リルカに勧すすめられるまま、手て渡わたされたスプーンを、卵巻きに差し入れた。

　わずかな抵てい抗こうの後で生き地じが切れ、中身がとろとろと少しだけこぼれ出る。見事なまでの半熟具合だ。掬すくって口に入れてみて、驚おどろいた。

「う、美味うまい！」

　口の中で卵のコクが、赤茄子のソースの甘あま味みや酸味と合わさって、絶ぜつ妙みような味を作り出していた。卵巻きが舌を通り抜けて、喉の奥に流れていくまでが心地ここち好よい。食べ物を飲み込んでしまうのがもったいないと思ったのは初めてだった。

　店で食べるのと同じくらい、いや、それ以上と言えるほどの焼き具合だ。完かん璧ぺきといっても差し支えない。

　パンも外側がかりかりしているのに内側はふっくらしていて、添えられたバターを塗ぬって食べると、つい口元が綻ほころんでしまう。サラダですら、野菜を切っただけだと思いきや、かけられた調味料と薄うす切ぎりにされたチーズが独特の味を作り出していて、いくらでも食えそうだった。
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「美味い。え、美味いな、これ。滅め茶ちや苦く茶ちや美味いよ！　なんていうかこう……美味いな!?」

　食べるのに夢中で、つい、同じことを口にしてしまう。でも、本当に美味おいしかった。

　そんなこちらを、リルカは自分も食事をしながら、どこか微笑ましそうに眺めていた。

「……良かった。旦那さまのお口に合って」

　と、ほっとしたような顔をする彼女に、オレは夢中になりながら返す。

「合ったなんてものじゃないよ！　すごいな、これ。昔、どこかのお店で働いてた!?」

「いえ。でも、メーヴィスさんのお食事を作ったり、後は実家でも家族の為にごはんを用意していたものですから、自然にそれなりの腕にはなれました」

　それなり、などという段階ではない気もするが、そういうことかと納なつ得とくはする。

「ご馳ち走そう様さま！　いやぁ、食事をこんなに堪たん能のうしたのは何年振りかな！」

　あっという間に平らげてしまって、この上なく満足な気持ちで、オレは天てん井じようを仰あおいだ。

　机に手をついて、「お粗そ末まつ様さまでした」と頭を下げてくるリルカ。役目を無事に果たせたというように、その表情は明るかった。オレはしばらくその顔を見つめていたが、

「……ごめん、ちょっと外に出てくるね」

　オレは席を立つと、扉を開け、家の外に出る。

　夕暮れの街に、人が居ないのを確認して、息を吸い込んだ。――その直後。

「完璧かっ!!」

　オレは虚こ空くうに向かって勢いよく突っ込んだ。

「可愛くて家事が出来て料理が上手うまいだってなにそれ！　非の打ちどころがないの！　本当に実在してるの!?　オレの前にあるのは幻まぼろし!?　幻か!?　寧ろそっちの方が『ですよね！』って納得できるわ！」

　散々、胸の内をぶちまけると、ようやく冷静になってきた。よし。これでいい。スッキリして家に戻った。

「あの、どうかされたんですか？　旦那さま」

「なんでもないよ！　ところで、リルカ。どうしてオレと結婚する気になったのか、訊いてみてもいい？」

　初対面にしては、やけに乗り気だったので、そこが気になっていたのだ。

「……ふふ、それは秘密です」

　唇くちびるに指を当てて、どこか悪戯いたずらっ子こみたいに笑うリルカ。

「少し待って下さい。どうしても旦那さまが分からなければ、その時はお話ししますから」

「……んん？　うん。まあ、別にいいけど」

　なにか事情でもあるのだろうか。あんまり詮せん索さくするのも良くないかな。

　ともあれ――こうして、突然に。オレの新しん婚こん生活は、始まった。




□




　少し前の記き憶おくだった。目の前には、少年がいる。

　熱に浮かされ、苦しそうに息を吐はきながら、助けを求めていた。

　オレは出来る限りのことをすると決める。その時の自分に出来る全力で介かい抱ほうした。

　すると少年の容態は少しずつ落ち着いていく。やがて彼かれは目を開けた。

　大きな瞳ひとみにオレの姿が映る。少年はゆっくりと微笑んだ。

「ありがとう」

　か細い声が聞こえた。何故か胸が締しめ付つけられるような感覚に捉われる。

　その時の気持ちが――多分、今も続いていた。




「……んあ」

　瞼まぶたを上げると今の自分に戻っている。どうやら夢を見ていたようだ。

　部屋の窓から差し込んでくる光は淡あわい。いつもの起き床しよう時間より少し早いようだった。もう少し眠れるな。オレはシーツにくるまりながら横を向いた。

　――知らない女の子が隣となりで寝ている。

「うわあっ!?　だ、だ、誰だ!?」

　素すっ頓とん狂きような声を上げてオレは跳とび起きた。眠ねむ気けが一気に吹き飛ぶ。が、ふと気づいた。

　リルカだ。寝ぼけていて頭が混乱していた。

　でも、あれ。なんだろう。なにか引っかかる。さっき見た夢と彼女がどこか被かぶるような。でも、そんなわけないよな。関係ないし。

「……と、というか、そうか。オレ、結婚したのか」

　ようやく昨日のことがおぼろげに思おもい浮かんでくる。でも、全く実感が湧かない。それだけオレと結婚なんて、縁えん遠どおいものだったのだ。

「色々あって、ベッドに入ったことまでは薄うつすら覚えてるんだけどな」

　そこから昨日にした作業の疲つかれもあって、すぐに眠りに落ちてしまったようだ。

「リルカ、リルカ」

　呼びかけてみるが、反応はない。熟じゆく睡すいしているようだ。

　しかし、どうにも無防備だな。こんな可愛い子が大の男の隣で寝ね息いきを立ててたら、何をされるか分からないぞ。

「……あ、でも、この子、オレの奥さんか」

　その事実を再確認した途端、急速に体温が上がってきた。段々と落ち着かなくなってくる。い、いや、別に八つも年下の子の、しかも寝ねている時にどうこうしようとかそういうことじゃなくて！　単に寝ね顔がおが和なごむというか癒やされるというか見てるとぎゅっと抱だきしめたくなるというか頭とか撫なでたくなるというか――。

「旦那さま……」

「ひっ！　違うんですよ!?」

　不意にリルカが呟つぶやいて、訳の分からない言い訳をしてしまう。自分の欲求を見み抜ぬかれたんじゃないかと思って視線を向けたが、彼女は未だ夢の中だった。

「……わたし、一緒に暮らせて……幸せです」

　寝ね言ごとを口にし、微笑みと共にシーツの裾すそを掴つかんで、丸くなる。

「くそう、なんでだよ……」

　オレは苦く悩のうした。ここでそういうことを言わないで欲ほしい。抑えかけていた気持ちが再び浮ふ上じようするじゃないか。ああ、でも、彼女が奥さんということは、ちょっとくらいは――い、いや、そんなことはやっぱりダメだ！

「そうだ、ダメに決まってるだろ、オレ、そんな……うう、でも、くそ！」

　己おのれの欲望に葛かつ藤とうしながら頭を抱えた。リルカの無む邪じや気きな横顔が誘ゆう惑わくしてくる。

「……旦那さま？」

「いくら結婚したといっても、やっぱり相手の了りよう解かいをとってだな！」

「旦那さま、旦那さま」

「だから留とどまれオレ、留まれ！　こんな可愛い子の隙すきにつけこむなんて汚きたない真似まねは」

「旦那さま！」

　服を引っ張られてオレは振り向むいた。――リルカの顔が目の前にある。

「うおわっ!?――おぶすっ！」

　驚いて後ろに下がり、勢いあまってベッドから落ちて、床に強く頭を打ち付ける。

「旦那さま、大丈夫ですか!?」

　慌てて様子を確かめてくれるリルカに、オレは後頭部を押さえながら「な、なんとか」と答える。

「起きてたんだな、リルカ……」

「はい、つい先さき程ほど。旦那さまが何か激しくお悩なやみになられているところで。どうされたのですか？　わたしで良ければお話をお聞きしますが」

　相談できるはずもない。オレは「気にしないでくれ」と言いながら体を起こした。

「ん、あれ。リルカ、いつのまに着き替がえたんだ？」

　そこで、リルカが持参していた寝ね間ま着き姿ではなく普ふ段だん着ぎになっていたのが分かったので尋たずねると、彼女は手を合わせた。

「はい。わたし、旦那さまより少し早く起床しましたので。お洗せん濯たくとか、朝食の用意とかしようと思いまして」

「あ、ああ、そういうことか。でも、それならどうしてオレの隣に？」

「ええ、旦那さまを起こそうかと思ったのですが、あまりに気持ちよく眠ねむっておられて。その寝顔が……えと、とても可愛らしかったので。つい、横で見ている内にわたしも寝てしまったようです」

　ぽっと顔を赤らめながら言われて、オレは自分の顔が熱くなるのを感じた。

「そ……そういう冗談はよそうよ」

「なにを言ってるんですか。本気ですっ！　寝ていた旦那さまはとても可愛かったです！　なんといいますか、普段がきりっとしている分、無邪気で無防備な顔が微笑ましいといいますか、あ、でも、寝言で『後、魔ま法ほう薬やくが二つ……いや三つ……え!?　五つ!?　聞いてない……』と仰られていた時はお仕事の大変さに心配になりましたけども！　ただ！　でも！　やっぱり素す敵てきだったと思います！」

　力を込め、怒ど涛とうの如ごとく主張するリルカ。それはそれで対応に困るんだけど。というかオレ、寝ている間も仕事してたのか。そういやそんな夢も見ていたような気もする。

「……え、ええと。ともあれ、おはよう」

「はい、おはようございます！　旦那さま」

　ベッドの上で正座すると、リルカは頭を下げてきた。そして顔を上げると、

「で……では、ですね。朝の儀ぎ式しきをしましょう、旦那さま」

「朝の儀式？　なにそれ？　リルカの出身地ではそういうのがあるの？」

「わたしの出身地というより、世界的に新しん婚こん夫ふう婦ふがしなければならないことです」

　なんだろう。見当もつかない。

「えと……その……」

　しばらく躊躇ためらっている様子だったが、やがてリルカは思い切ったように叫んだ。

「お――おはようの口づけですよ、旦那さま！」

「ええっ!?」

「ひゃあっ!?」

　大声を出だすとリルカもびっくりしたのか飛び跳はねた。

「ど、ど、どうしました、目の前で何かが破は裂れつした時のような声でしたが!?」

「あ、い、いや、別に」

　まさか一足飛びでそこまでいくとは思わなかった。

「っていうか、どこで聞いたの、そんなこと」

「以前、なにかの本で読んだ気がします！　そうすることで、愛を確かめ合うのだと！」

　きりっとした顔をするリルカ。どんな内容だったのか激しく気になるけど、今はそんな場合じゃなくて。

「…………いや、でも。そ、その、そういうのは、えっと……しません」

　なぜならオレにはそんな経験がないからだ。なんだろう。こう。滅め茶ちや苦く茶ちや恥はずかしい。

「ダ、ダメです。わたし達たち、結けつ婚こんしたんですよ。その……朝は口づけから始まらないと」

　リルカが不満そうに頬を膨ふくらませた。

「そんな決まり、ないだろ……」

「あ、あります！　本にも古くからの習わしだと書いてありました！　遥かな昔に夫婦とはこうあれと、あの、時の国王が提示しましてですね！　以来、夫と嫁よめはそうしなければ天より裁きが下り大地が砕くだけ嵐あらしが巻き起こり、そして！」

「いや、どう考えても今作ったよね、その話!?　それにほら、早く顔を洗ってこないと仕事に遅おくれるし」

「……あぅ。本当にダメですか？」

　上うわ目め遣づかいで見てくるリルカ。ああ、そういう仕草はずるい。つい応こたえそうになる。本人が望んでいるんだからいいじゃないかと思うけど。思うけど。

「旦那さま……ど、ど、どうぞ！」

　少し身を乗り出してくると、顔を赤くしながらも、目を閉じるリルカ。オレは喉を鳴らして、彼女を見つめた。うっ。なんかこう、リルカの外見と相まってひどく犯罪的なような。で、でも、向こうが欲ほつしているわけだし……た、ただ、いくらなんでも唇同士ってわけにはいかないよな、そうだ、そうだよな、よし！

「じゃあ、あの、こっちでね」

　リルカの頬に、そっと口づけした。

　その瞬しゆん間かん、彼女の体が竦すくみ、完全に動きが停止する。

「ん？　あれ？　リルカ？」

　目の前で手を振るが、まるで反応がなかった。ど、どうしたんだ。さっきの行こう為いが彼女の何かを刺し激げきしてアレになってドレになって最終的になんやかんやで生体機能が!?

「なわけないか。オレも寝ね起おきで混乱してるな。おーい、リルカー！」

　肩をぽんぽんと叩たたいたところで、

「は……はわわわわわわわわ！」

　リルカがぴょんっと器用に座すわったまま飛び上がって、ベッドから着地すると、凄まじい速さで壁かべ際ぎわまで下がった。

「な、なにがあった!?　え、ほっぺたはダメだった!?　封ふう印いんが解けてしまうの!?」

　なんのだよ、ともう一人の自分が突っ込んできたが、無視する。

「あ、あう、あの、いえ……す、すみません。ちゃ、ちゃんと覚かく悟ごしてたと思ったんですけど、その、いざ本当にされると……よ、予想以上に恥ずかしくて……」

　少し涙なみだ目めになって、こちらを見つめてくるリルカ。その顔は真っ赤だった。

「え、あれだけ積極的に迫せまってきたのに？」

「は、はいいい……うう、く、口付けってこんなに照れるものなのですか？　だってほっぺたですよ!?　ほっぺたなのにこんな感じって……く、く、く、唇にされたらわたしは一体、どうなってしまうのですか!?」

「多分どうにもならないから安心していいよ！」

「で、でも、世のご夫婦このようなことを毎朝やっているのですよね。それで一日、平気で過ごせるのですか!?」
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「平気かどうかは分からないけど、まあ、そうなんじゃない？」

「す、すごいです、修練の賜たま物ものです、わたしはまだまだ努力が足りません！」

　ついには顔を両手で覆おおい隠かくしてしまうリルカ。

「じゃあ、慣れる為に毎日やろうか！」

「ま、毎日!?　ひゃああああああああ！」

　オレの言葉にリルカは正座して床に突っ伏ぷした。面白おもしろい反応するな、この子。

「ごめん、ごめん、冗談だから」

「い、いえ、いいんです！　だって夫婦なんですもの！　夫婦なんですからしましょう！　毎日！　旦那さまもご遠慮なく！　だってわたし達、夫婦ですからああああ！」

「遠慮するよ今の君の反応見てたら！」

　しない奴やつの方がどうかしてる！

「まあ、夫婦の形なんて人それぞれだから。別に無理して真似なくてもいいよ」

「そ……そうでしょうか？」

「うん。他所は他所、うちはうち。そういう感じでやっていこうよ。朝の口づけは……もうしばらくしてからってことで」

　毎回、こういうやりとりをするのは、リルカも疲れるだろう。色んな意味で。

「そ、そうですか。そうですよね……旦那さまがそう仰られるなら」

　ようやくリルカは顔を上げてくれた。まだ少し頬ほおを朱しゆに染めたままで、

「でも、あの、ありがとうございました。嬉しかったです、だ、旦那さまの……口づけ」

　そう言って、はにかんだ。つられてオレも口元を緩ゆるめた。

「そ、そう。それはなんていうか、なにより……だったよ。オレも」

　なんだこのむず痒がゆい感じ！　妙な感じのもどかしさがあるな！

「そ、そうだ。そろそろ仕事に行く準備をしないと」

　このままだと自分がどうなるかも分からないので、オレは急いで寝しん室しつから居間へと移動した。

　そこには既すでに洗濯を終えたらしき仕事着が用意してある。リルカがやってくれたんだろう。すごい。今までは一週間に一度、洗えばいい方で、それまえでは比ひ較かく的てきそれほど汚よごれていないものを選んで行っていた。

　洗顔と歯は磨みがきを終え、寝間着を脱ぬいで、代わりの服を着ると、上からローブを羽織る。

「洗濯、ありがとう」

　礼を言うと、リルカは「いえいえ！」と答えてから、机の上に皿を並べていった。

　ベーコンと炒いり卵たまご、トーストを載のせ、側そばにはサラダにとうもろこしのスープをつける。

「くぅ……素す晴ばらしいな！」

　絵に描かいたような理想的な朝食。率直にいって最高だ。最高過ぎる。

　席に着くと、リルカがカップに珈琲コーヒーを注いでくれた。至いたれり尽つくせりか！

「ごめんな。オレも明日から朝食の手伝い、するから」

　申し訳なく思って言うと、リルカは対面に腰こしかけながら首を横に振った。

「いいんです。わたし、料理作るの好きですから。それに……こうして旦那さまのお食事を作るの、夢でしたから」

　またも頬を赤く染めて、俯うつむくリルカ。……だからやめてって。そういうの。やられてしまうから。やられてどうしようもない状態になってしまうから！　具体的に何がというとオレもよくは分からないけど！

「旦那さまはご遠えん慮りよなさらず、お休み下さいね。でも、お仕事に遅れてはダメですよ」

「あ、ああ、分かった。ありがとう」

　動どう揺ようしているのを悟さとられないよう、咳払いで誤ご魔ま化かしながら、オレは朝食を食べ始めた。

「……美味いなぁ」

　どうすればこんなに美味おいしく出来るのか、フライパンさえろくに握らないオレにはまるで理解できない。

　ベーコンはカリカリとした歯は応ごたえで香ばしく、炒り卵は半熟だ。それらを焼き立てのトーストの上に一いつ緒しよに載せて齧かじると、塩気と濃のう厚こうな卵の味が相まって、自然と顔を綻ばせてしまった。

　しゃきしゃきした野菜にかけられた調味料は昨日の夜とはまた違ちがう。適度に酸味があって起きたばかりの胃が快く動くのを感じた。

　とうもろこしのスープは熱すぎず冷めすぎず丁度いい温度で、牛乳の甘味ととうもろこしのコクが絶妙に混じり合ってほっとする。生のとうもころしの粒つぶが入っているので、それを噛かみ締めるのが楽しかった。

　夢中になって食べ続けるオレに、リルカはいつくしむような眼まな差ざしを送ってくる。昨夜と同様、自分の料理を味わってもらえることに至上の喜びを感じているようだった。

　しかし、こんな可愛かわいい子の手料理が朝から食えるとは……未いまだに信じられないな。なにせ今までのオレの食事情と言ったら、朝はぎりぎりまで寝てて何も食べないし、昼はその辺の屋台で買ってきたもので済ますし、夜に至っては仕事で疲れていてろくに食べずに寝ることもあるくらいだ。

　それが普ふ通つうだと思ってたけど、ちゃんとご飯を食べるっていうのもいいものだな。しみじみと思う。

「ご馳走様。大満足だよ！」

「ありがとうございます。では、片付けますね」

「あ、いいよ、それくらいは自分でやるから」

　さすがにそこまで任せるのは悪いと、オレは皿を重ねて台所へ持って行った。

　と、そこで壁かべにかけられた時計を見て、げっ、と汚い声を出す。

「まずい、そろそろ行かないと遅ち刻こくだ！」

　朝食を堪能し過ぎたらしい。椅い子すに置いてあった鞄かばんを手に取ると中身を確かく認にんした。

「あ、書類！　書類がない！　そういえば昨日、作業する時に内容を見直そうと思ってどこかに置いて、げ、ペンもないぞ、後、懐かい中ちゆう時計も!?」

　いつもこうだ。前日の夜に準備しておけばいいものの、つい忘れてしまう。我ながらダメな性しよう分ぶんだ。って、そんなことを反省してる場合じゃないか。急いで捜さがさないと。

「はい、旦那さま。これで宜よろしいですか？」

　なんて焦あせっていると、横からリルカが全すべてを揃そろえてくれていた。

「うわ!?　よく見つかったね!?」

「はい。昨日、お掃そう除じした時に、旦那さまの持ち物は一か所にまとめておきましたので」

　な、なんて出来るお嫁さんだ。オレのだらしなさが浮き彫ぼりになって切ないほどに。

「ありがとう！　じゃ、行ってくるよ……と、まずい。後一個、重要なものがあった」

　オレは急ぎ足で居間を出ると、廊ろう下かを真まっ直すぐ行って突き当あたりの扉とびらを開けた。そこには地下へと続く階段がある。勢い良く下りていくと、地下室が出で迎むかえた。魔法でつり下げてあるランプに火を点つけて、薄うす暗ぐらい空間を照らす。

「確かこの辺りに……あれ、おかしいな。どこいった？」

　がさがさやっていると、後ろからリルカが呼びかけてきた。

「旦那さま、何かお捜しですか？」

「ああ、悪いけど君も入って捜してくれないかな。黄色い液体の入った瓶びんなんだけど」

　分かりました、と答えがあってから階段を下りる音がし、しばらくしてからリルカが驚いた声を上げた。

「すごい。ここは何の部屋ですか？」

　その反応も無理はない。なにせこの狭せまい地下室には正面と左右の壁に高い棚が並び、中にはびっしりと植物や鉱石に乾かん物ぶつ、加えて様々な色の液体が入った瓶がぎゅうぎゅうに詰め込まれているのだ。オレが今漁あさっている机の上にも、それらが所ところ狭せましとあった。

「オレが仕事用に使ってる部屋。そっちを見てくれないかな」

　指差したところにリルカが向かって、棚を確認する。

「あ、これですか？」

　まもなく差し出された瓶には、とろりとした真っ黄色の液体が入っていた。

「それ、それ。試作品を作ったから今日、仕事場にもっていこうと思って。いつも無造作に突っ込むのは悪い癖くせだな。ありがとう、助かったよ」

　受け取って懐ふところに入れると、オレは地下室を出た。リルカもついてくる。

「それじゃ、ごめん、オレ、出るから！　今日は帰り、遅おそくなると思う」

「あ、旦那さま！」

　リルカが呼び止める声がしたような気がするが、オレには立ち止まる余よ裕ゆうがなかった。本当にぎりぎりだったのだ。自宅を出ると右に折れ、小走りで目的地に向かった。

　半刻ほどすると、目の前に三階建ての建物が現れる。

　一階は雑貨店、二階が魔法道具製造会社。オレが目指すべきは三階だ。長い階段を上がっていくと、扉が見えてきた。曇くもり硝子ガラスの嵌はめ込まれた窓には、こう書かれている。

【レイランド魔法製薬所】

　この名のせいでよく『あなたが経営しているのですか』と訊かれるが、実際は違う。オレは雇やとわれの身だ。扉のノブを握にぎると、開き、「おはよう」と挨あい拶さつした。

　並んだ机と椅子に、三人の事務所員が腰かけている。全員がこちらを振ふり返かえった。

「あら、珍めずらしい」

　最初に声をかけてきたのは、アイラだ。うちに二人いる女性所員、その内の一人。茶色の髪かみを後ろで縛しばっていて、線の細い顔立ちにある形の良い目を、大きく見開いていた。

「なにが？」

　オレは等とう間かん隔かくで並んだ四つの席の内の一つに腰かけた。目の前には少し離はなれた場所に、こちらを見回すような位置で別の机がある。所長席だ。今のところ主あるじは不在のようだった。

「いや、いつも死にそうな顔して事務所に入ってくるのに、今日は随ずい分ぶんと血色がいいから」

　そうだっけ？　言われてみればそんな気もする。確かに今日は妙に体調が良いい。大体、朝はげんなりとしているはずなんだが。

「ホントだな。いつも墓場から蘇よみがえった死体みたいな状態なのに」

　アイラに同意したのは、斜ななめ前まえの席にいるザックだった。オレ以外で言えば唯ゆい一いつの男性所員。くしゃっとした金色の髪に、着き崩くずした服装や常ににやけている口元で初対面の人に軽けい薄はくそうな印象を与あたえる彼だが、本当にその通りである。

「言い過ぎでしょうよ。せめて海から上がったヒトデと言いなさい」

「おいおい、そっちの方が言い過ぎだろ。土から飛び出たミミズと表するべきじゃねえか」

「要するに干ひからびてどうしようもなくなってるって言いたいわけだな」

　失礼極きわまりないな、お前達。間ま違ちがってるとは思わないが。

「ちょっと、お兄ちゃんになんてこと言うのよ！　失礼でしょ！」

　最後に机を叩いて立ち上がったのは、最後の女性所員、コニーだ。薄うすい色の長い髪を、頭の左右でリボンで結び、纏まとめている。丸みを帯びた顔は愛あい嬌きようがあると思うが、目つきが鋭するどいので少し気が強く見えてしまう。いや、実際にそうなんだが。

「死人とかヒトデとかミミズとか！　お兄ちゃんは干しアワビよ！　高級なんだから！」

「干からびてるのは否定しないのかよ！」

　オレが突っ込むと、コニーは、はっと我に返った顔になった。

「そ、そうよ！　お兄ちゃんは瑞々しいわよ、ぴちぴちよ！　獲とれたてなんだから！」

　擁よう護ごしてくれているのはありがたいが、訳が分からなくなっている。なんでオレが海産物になってるんだ。

　アイラ、ザック、コニー、オレ。以上が【レイランド魔法製薬所】の全所員だった。

　アイラとザックがオレに対して妙みように親しげなのは、古くからの付き合いだからだ。アイラはオレの実家の隣に住んでいたこともあって幼い頃ころからの友達で、ザックは魔法学校時代の同級生だった。ちなみにコニーは呼び方からわかる通り、オレの妹だ。他の二人と違って別の事情で事務所に居る。

「まあ、調子良く見えるのは、朝食をちゃんと食べてきたからかもしれないな」

「へぇ、らしくもねえことをしたもんだな。なに食ってきたんだ？」

　頭の後ろで手を組んで、椅子に背を傾かたむけているザックに、オレは答えた。

「トーストにベーコンと炒り卵、それにとうもろこしのスープとサラダかな」

「……ジェイク、風邪かぜでもひいたの？　すごくしっかりした朝食だけど」

「なんでオレがすごくしっかりした朝食を食べてくると、風邪引いてることになるんだよ」

「普ふ段だんとまるで違うことしてるからよ。熱でもあるのかと思って」

「別に無いよ。いいだろ、ちゃんとした朝食をとったって」

「構わないけど、本当、どうしちゃったのよ。別人みたいよ」

　アイラが怪け訝げんな顔をしてくる。まさか朝食ぐらいでここまで疑われるとは。普段オレはどんな生活を送ってきていたんだ。……まあ、ろくでもない生活か。

　しかし、こいつらもまさかオレが結婚したとは思っていないだろう。報告はまず所長にしてからにしようと思っているから、今は黙だまっておくけど。

「別にどうもしてないよ。なんとなくだ」

「お兄ちゃん、なんか隠してるでしょ」

　コニーからずばりと指し摘てきされた。な、なんだ、こいつ。心の中を覗のぞけるのか。

「昔からお兄ちゃん、嘘うそつく時、左の眉まゆがぴくぴく動くのよ」

　腕うでを組んで、ふふん、と得意げな態度をとるコニー。

「あー。そういやそうだな。前に俺おれんちでおやつを盗ぬすみ食ぐいした時もそうだったっけ」

「ザック、それはお前が盗み食いしたのを庇かばったんだろ」

　なに勝手に人に罪を被かぶせてるんだ。

「学生時代にわたしが持ってきた筆箱を落として壊こわしちゃった時もそうだっけ」

「それもザックがやったのを頼たのまれてオレのせいにしたんだよ」

「ええ!?　そうだったの!?　ザック！」

　アイラが机を叩いて立ち上がった。ザックが「ひい！」と体を竦ませる。

「す、数年前のことを今いま更さら怒おこるなよ。大体ジェイク、お前、バラすなよ！」

「数年前のことなんだからもう別にいいだろ」

「っていうか、そもそも、どうしてジェイクのせいにしたのよ」

　ザックを睨にらみつけているアイラにオレは言った。

「いや、ザックが前にも同じようなことをしたときに、二度目は無いってひどく叱しかられたらしくてさ。お前がやったことにしてくれって」

「……ほほう。確かにそうだったわね。随分と汚い真似してくれるじゃない、ザック」

　アイラの目が据すわった。あ、これは本当にキレかけてる前兆だ。

「わ、悪かったって。これには深い事情があってよ」

「事情ってなによ」

「アイラの説教は長くて怖こわいからバレたくなかったんだよなぁ」

「全然――深い事情じゃ、ないっ！」

　アイラは、手元にあった消しゴムを握ってザックに思い切り投げつけた。それは見事に額に当たり、「もぎゃっ！」と妙な声を上げて奴は椅子から転げ落ちる。

「朝から騒さわがしいわねぇ。あなた達、もう二十一なんでしょ？　そろそろ、子供っぽい真似はやめたらどうかしら」

　コニーが呆あきれたような顔で、二人の様子を見守っていた。十五のこいつから言われたら形無しだな。

　と、その時、事務所の扉が開くと共に、間延びした声が聞こえてきた。

「おーはーよー」

　ふわふわした長い髪の女性だ。少し垂れた目と口元が優やさしげだが、どことなく日ひ向なたの猫ねこを思わせる。

「おはようございます、所長」

　アイラが挨拶をすると、女性は手を上げ、所長席についた。欠伸あくびを噛み殺ころし、眠そうに目を擦こする。こののんびりした雰ふん囲い気きの人物こそが、我わがレイランド魔法製薬所の所長、セシリア＝レイランドだ。しかもそれに加えて、

「ちょっと、お姉ちゃん、遅刻よ。大遅刻」

　コニーが注意した。そう、彼かの女じよはコニーの実の姉だ。と同時に、オレの姉でもある。

　メーヴィス師し匠しようの下もとで教えを受けた後、師匠が引退したので、オレは姉さんの事務所に所属したといういきさつである。

　学生時代からの友達に、身内が二人。実に気安い職場であると言えた。

「ごめんねぇ、昨日本を読んでいて寝るのが遅くなったのよぉ。ジェイクちゃん、お姉ちゃんにお水ちょうだい」

「はいよ。姉さん、これ、この前言ってた試作品。上手くいったから試ためしてみて」

　オレは休きゆう憩けい室しつでコップに水を注ぐと、家から持ってきた瓶と一緒に所長席の机に置く。

「あらぁ。いいわねぇ、ジェイクちゃんの作った商品だからきっと良く売れるわぁ」

「それは分からないけどね。出来るだけ材料費は抑おさえておいたから、値段はかなり下げられると思う」

「まぁ。完かん璧ぺきじゃない。さすが七ツ星だわぁ。でも、また無理をしたんじゃない？」

「別にそうでもないよ。試し行こう錯さく誤ごする為ために二晩ほど徹てつ夜やして、一昨日おとといは机で寝ただけ」

「十分に無理してるじゃねえか」

　ザックが呆れ顔がおをした。割と基本的にオレはこうなんだけどな。

「あらあら。所長としては優ゆう秀しゆうな所員は有あり難がたいけど、自分の体に気を遣つかわなくちゃダメよ？　そんなに高いお給金も払はらってあげられてないんだから」

「ああ、まあ、うん。努力してみる。後、お金は気にしないでいいよ。オレだってこの事務所のやり方が好きで居るんだから」

　オレの言葉に、姉さんは笑えみを深めた。

「ふふ、優秀で優しい弟を持ってお姉ちゃん、幸せよぉ。ぎゅってしてあげようか？」

「遠慮しとく」

　さすがに二十一で実の姉から抱きしめられるのはちょっと。

「ねえ、お姉ちゃん。お兄ちゃんったら、なにか隠し事ごとをしてるのよ」

　そこでコニーが再び話題を蒸むし返した。うっ。完全に流れたと思ったが、そんなことはなかったか。

「あらあら。どうしたの、ジェイクちゃん」

「あー……」まあ、いいか。姉さんも来たことだし。「いや、実はさ。突とつ然ぜんなんだけど――」

　とオレが言おうとしたその瞬間のことだった。

「失礼します！」

　事務所の扉が勢いよく開いたかと思うと、正に件くだんの人物が入ってくる。

「旦だん那なさま、お昼のお弁当を持って参りました！」

　リルカがにこやかな顔をしたまま、オレの下へと一直線に向かってくる。

「呼び止めたのに、出て行ってしまいましたから。はい、どうぞ」

　オレは袋ふくろに包まれた弁当を机の上に置かれ、目をしばたたかせた。

「あ、ありがとう。わざわざ事務所まで来てくれたのか」

「ええ！　旦那さまには毎日ちゃんと栄養をとって頂かないと！　勤務先はメーヴィスさんから聞いておりました！」

　両りよう拳こぶしを握って力むリルカ。本当、何から何まで気の利きく子だな！

「おい、ジェイク。旦那さまって、お前、お手伝いでも雇ったのかよ？」

　ザックが訊きいてきた。ああ、そういえば、そっちの意味にとられる可能性もあるか。

「いや、違うよ。オレ、結婚したんだ」

「へー。そうか。結婚ね。なるほどなぁ。……け、け、け、結婚！」

　納なつ得とくしたように頷うなずいた後で、ザックはその場から飛ぶように立ち上がった。

「……結婚……？」「けっこん……？」「あらあら？」

　次いで残った三人が三人ともそれぞれ、聞いたこともない単語を耳にした時みたいな顔をしている。

「お、お、おい、ジェイク。結婚って、あれか。愛し合う者同士が、生しよう涯がい添そい遂とげることを誓ちかうとか、そういうやつか!?」

　ザックが確認してくる。それ以外なかったと思うけど、多分、ちょっと混乱しているんだろう。気持ちは分かる。

「まさか、そんな、嘘でしょ。ジェイクが？　あはは、ありえないわよ。きっと別の意味に決まってるわ。そうよね、コニーちゃん」

「そ、そうよ。その通りよ！　お兄ちゃんが結婚……ない！　きっとお兄ちゃんには、ダン・ナー・サマっていう通り名があるのよ！」

　アイラに問われて、コニーが意味不明の納得をした。なんだよ、ダン・ナー・サマって。

「ジェイクちゃん、あなた、結婚したの？」

　セシリア姉さんが、首を傾かしげて聞いてきた。この人だけが皆みなと違って調子が変わらない。まあ、昔からなんでも「あらあら」「まあまあ」で受け入れてしまう人ではあったけど。

「う、うん、そうなんだ。実はさっき言おうと思ってたんだけど」

　オレは立ち上がると、机を回り、リルカの横についた。彼女は状じよう況きようを把は握あくできていないのか、きょとんとした顔でこっちを見上げている。

「紹しよう介かいするよ。この子はリルカ＝メーア。なんていうか……オレの妻だ」

「つ……ま……？　お兄ちゃん、それ、何語？」

「オルテニア語だ。現実逃とう避ひはやめて受け入れなさい」

　オレはコニーに向かって首を横に振って、

「つまり、オレはこのリルカと――婚こん姻いん関係にあるってことだ」

　がたん、と大きな音がした。視線を向けるとアイラが椅子ごと後ろに倒たおれている。

　口をぱくぱくと何度も開閉しながら、「こんいん？　こんいん？　こんいん？」と同じ言葉を繰くり返している。アイラが壊れてしまった。

「おい、お前が結婚？　　その子と？　一体どういう経けい緯いだよ！　今すぐ教えやがれ！」

　ザックが、つかつかとこちらに歩み寄ってくる。

「どうやったらお前みたいな仕事以外まるで興味を持たない生活破は綻たん絶対ダメ人間が、こんな超ちよう絶ぜつ可愛かわいらしい子と結婚できるんだよ!?」

「幼おさな馴な染じみとは言え結構な忌き憚たんのない意見だな、おい！」

　当たってるしオレもそう思うけど！

「そうよ、なんでわたしがまだ結婚できてないのにあなたが出来るのよ!?　世の中はまだそこまで歪ゆがんではないはずよ!?」

「どういう理り屈くつをひねればそういうことになるんだよ!?　失礼過ぎないか!?」

　アイラに突っ込むと、彼女はそれでも納得のいかない顔をした。オレをなんだと思ってるんだ。

「まあ、なんだ。師匠の紹介なんだよ。昨日そういうことになった」

「メーヴィスさんの!?　嘘だろ、おいおい、おいおいおい……ちょっと行ってくるわ」

「どこにだよ。師匠のところだったら無む駄だだぞ。叩き出されるのがオチだ」

「……確かにそうだな。お前が弟で子しやってる時にあの人の家に行ったら、ドアの開け方がうるさいってだけで叱られたことあったっけ」

　あの時は泣きそうになってたな、ザック。

「くっそおおお、なんでだよ、お前は俺と同じで一生家庭的な幸福には恵めぐまれないんじゃなかったのかよおおおお！」

「そうよおおお。わたしには彼かれ氏しもいないっていうのに、裏切り者ぉおおおお」

　床ゆかに手をついて悔くやしがるザックとアイラ。もうどこから突っ込めばいいのか分からん。

「ただ、婚姻関係って言っても、まだ役所に書類を提出したりはしていないんだけどな」

　リルカと話し合って、仕事が落ち着いている時期にってことになっている。

「え、じゃあ、まだ正式に結婚したんじゃないってこと？」

　コニーが身を乗り出してくる。いや、そうだけど。なんでちょっと嬉うれしそうなんだよ。

「あー。というわけで。なんだ。これから会うことも多くなるかもしれないから、仲良くしてあげて欲ほしい。リルカ、この人たちがオレの仕事仲間。ザック、アイラ、コニー。それにセシリア所長」

　順番に紹介していくと、リルカは「何なに卒とぞ、よろしくお願い致いたします」と頭を下げた。

「ちなみに姉さんは四ツ星、アイラは二ツ星、ザックは一ツ星の魔導士だ。全員、気心は知れてるからリルカも畏かしこまらなくてもいいよ」

「……ええ。気軽にお話ししてくれて構わないわ」

　ようやく衝しよう撃げきから立ち直ったらしきアイラが、そう言った後で、首を傾げた。

「ところでリルカさん、かなり若く見えるんだけど。失礼ながら、おいくつなのかしら？」

　すると、リルカはにっこりと笑って言い放つ。

「はい、十三歳さいです！」

「じゅうさん!?」「じゅうさん!?」「じゅうさん!?」

　三人が同じ反応を示した。……まあ、そう思うよな。やはりというべきか、姉さんは「あらまぁ」と呟つぶやいただけだったが。

「お、お兄ちゃんが年下好みだったなんて。どうして言ってくれなかったのよ！」

「いや、言ったからどうなんだよ!?」

　なぜか愕がく然ぜんとなっているコニーにオレは叫さけんだ。

「っていうか、ジェイク、お前……ひょっとして、その、アレだったのか？」

　ザックが恐おそる恐る尋ねてくる。

「アレってなんだよ」

「アレはアレだよ。その、あの、なんていうかよ――」

「少女愛好家的なやつよ！」

　アイラに言われて跳とび上あがった。

「ち、違う！　そうじゃない！　オレは別に子どもなんて、そんな……！」

「で、でも、リルカちゃんは十三歳だろ!?　いくら結婚出来る年ねん齢れいって言っても、充じゆう分ぶん、その範はん疇ちゆうに収まらないか!?」

「そ……それはそうなんだけど……」

「じゃ、決定だ。おめでとう、ジェイク」

　ザックとアイラが拍はく手しゆをするのに、オレは膝ひざをついて頭を抱かかえた。

　そ、そう捉とらえられるとは思ってたけど、改めて言われると色々思うところはあるなぁ。

　ただ、十三歳だって分かってもリルカのことは可愛いと思うし、好きだし……で、でも！　ああ！　二十一にして明らかになる自分の新たな部分……!?

「あの、旦那さま、どうかされましたか？」

　リルカから心配そうに顔を覗き込まれて、オレは「ひえっ」と体を竦ませた。

「べ、別に！　別になんでもないから！」

「そうですか？　あの、わたしが十三歳ということで、なにか問題があったんじゃ……」

「も、問題!?　問題は、そうだなー、問題はないかなー！　ないと思うなー！」

　あるような気もするけど、リルカ自身に関係はなくて、あくまでもオレの内面でどう解決するかってことだし！　いや解決する必要あるのかどうかも、もう、分かんないけど！

「それにしても、ジェイク、なんていやらしい真似まねをするんだ……妹より下の子に、結婚したからって、あんなことやこんなことを！」

「ええ、あんなことやこんなこと、そんなことやあれなことまで!?　ジェイク！　あなた、いつからそんな子になったの！」

　ザックとアイラから責められる。

「なに想像してるんだよ！　何もしてないから！……ちょっとだけしか」

「ちょっとだけ何をしたのか言えええええええ！」

　近付いてきたザックから襟えり首くびを掴つかまれ、がくがく揺ゆさぶられた。い、言わん。絶対に言わん、ほっぺたに口づけしたことは！　何故なぜなら恥はずかしいから！

「あらあら。でもリルカちゃん、ジェイクちゃんとはかなり歳としの差があるけど、あなた自身はいいのかしらぁ？」

　姉さんの問いに、リルカはすぐに答えた。

「は、はい！　たとえ百歳離はなれていても、旦那さまのお嫁さんになれて幸せです！」

「真っ直ぐな想おもいっ！」

　まるで魔ま法ほうでやられたようにザックは吹ふき飛とんだ。

「く、くそぅ、穢けがれようのない純じゆん粋すいな心が、俺の中の大切な何かを持っていきやがる……ま、まるで戦場で倒れた兵士さながらの傷だぜ……今日、早退していい？」

「いいわけないだろ。仕事しろ」

　なにを勝手にやって勝手に攻こう撃げき受けてるんだ。

「まさか遥はるか年下の子に先を行かれるとは……この屈くつ辱じよく。耐たえ切れない！　早退するわ」

　アイラがきりっとした顔で言った。言うな。なんで揃って帰ろうとするんだ、お前達たち。

「ええい、もう、オレ達のことはいいから！　仕事するぞ、仕事」

　オレが誤魔化す為に手を叩くと、二人は盛大なため息と共に席へ戻もどっていった。

　……とりあえず、気づいてしまったかもしれない己おのれの隠された面については、今、考えないことにしよう。

「ふっ……ふふふ。いいわ。あなたを試してあげる」

　と、足並み荒あらく近付いてきたコニーが、リルカを指差す。なぜか無む闇やみやたらと偉えらそうだ。

「でもいいこと？　そう簡単にはあたしは認めないわよ。あなたなんかに、易やす々やすとお兄ちゃんは渡わたさないんだから！」

「お兄ちゃん？　ですか？」

　ああ、説明するの忘れてた。

「こいつ、オレの妹。後、所長はオレの姉さん」

「まあ！　そうでしたか。コニーさん、セシリアさん、宜しくお願い致しますね」

「あらあら、丁てい寧ねいなご挨拶ねえ。ジェイクちゃんにあなたみたいな可愛い子がお嫁よめさんにきてくれて、嬉しいわぁ」

　姉さんが柔やわらかに笑って、手を合わせる。

「……しかし姉さん、驚おどろかないんだな。突然だったのに」
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　あまりにあっさりと受け入れた態度を、オレが意外に思っていると、

「何言ってるのよぉ。お姉ちゃん、ジェイクちゃんの良さを分かってくれる相手がきっといつか現れるって、いつもそう思っていたのよぉ。その時が来ただけよぉ」

　姉さんはにこにことしたままで、そう返してきた。……超ちよう然ぜんとしてるよな、この人。

「お姉ちゃんって、そう呼んでくれていいのよ？　リルカちゃん」

「は、はい！　お……お義姉ねえさま」

　照れくさそうにリルカから呼ばれて、姉さんは「あらあらー」と言いながら、嬉しそうにしていた。良かった。なんとか上手うまくやれそうだ。

「ちょっと！　セシリアお姉ちゃんが許してもあたしは許さないわよ!?」

　と思っていたら、まだコニーが居たか。

「コニー。挨拶してる人を無視するのは良くないぞ。ひとまずは返礼したらどうだ」

「……。よろしくお願いします」

　オレの注意に、コニーは沈ちん黙もくの後、一礼した。宜しい。無む茶ちや苦く茶ちや膨ふくれっ面つらになっているのが気になるが。

「で、話を再開するわよ。あなたにお兄ちゃんは渡さないんだから！」

「は、はい！　お兄さんを頂けるよう、頑がん張ばります！」

　前向きに答えるリルカ。多分、あまり意味が分かってない気がする。

「そ……そんな軽い問題じゃないわよ!?　あたしが認めなければお兄ちゃんは結けつ婚こんなんて出来ないんだから！　そう決まってるんだから！　法律で！」

　そんな無体な法律はない！

「はい！　日々努力にまい進致します！」

　あくまでも前向きな姿勢を崩くずさないリルカ。

「……なぜかしら。あたし、負けている気がするわ」

　俯いて嘆なげくように頭を抱えるコニー。多分気のせいじゃないぞ。

「それにしても……ここが旦那さまの職場なのですね」

　リルカが物もの珍めずらしそうに事務所内を見回した。

「リルカちゃん、魔法薬士のことは知ってるの？」

　ザックの問いかけに、リルカは首を横に振る。

「いいえ、あまり。魔導士についても、それほど知識があるわけではないんです」

「そんなことで、お兄ちゃんの奥おくさんになろうなんて、横腹痛いわね！」

　腕を組んで尊大に顎あごを反らすコニー。片腹な。それだと単に食べた後で動き過ぎた人だ。

「だったら、良い機会じゃない。色々教えてあげなさいよ、ジェイク。これから一つ屋根の下で暮らすんだったら、ある程度は分かってた方がいいでしょ」

「いえ、でもそんな、旦那さまのご迷めい惑わくになりますし……」

　アイラの提案に、リルカは恐きよう縮しゆくした。

「別に大だい丈じよう夫ぶだって。今日はそんなに急ぎの仕事も無いし。いいですよね、所長」

「あらあら。いいわよぉ。リルカちゃんに、色々教えてあげてね」

　手を合わせて姉さんが同意する。……所長から許可が出たのなら、いいか。

「うん。なら、少しだけ見たり聞いたりしてみる？　退たい屈くつかもしれないけど」

　オレが笑いかけると、リルカは手を叩たたいてはしゃいだ。無む邪じや気きな姿に和なごむ。

「ありがとうございます！　そんなことないです。楽しみです！」

　オレはリルカを手招きして、自分の席に腰かけた。

「ジェイク、これ使って」

　そこでアイラが気を遣って、余っている椅子を持ってきてくれる。

「……さて。まずはどこから話そうかな。んーと、リルカは魔導士ってどんなものか知ってる？」

　咳せき払ばらいして、オレは口を開いた。なんかこう、さっきのこともあって、リルカが隣となりに居ると妙な気分になってしまうぞ。

「はい、存じております。【魔ま力りよく】を導き、【魔法】を使う人達……ですよね」

　師匠の下で働いていたということだから、ある程度の知識はあるんだろう。

「まあ、基本的な認にん識しきとしては、そういうことだね。魔力っていうのは、一部の人間が体内に宿す万ばん能のう性せいを持ったものでね。体外に放出させることで、様々な効果を実現させることが出来る。その一つが、君がさっき言った魔法っていう技わざだ。つまり、こういうこと」

　オレは指を鳴らして、虚こ空くうに火を灯ともして見せた。リルカが大きな目を更さらに見開く。

「で、魔法の種類は段階別に分かれている。単純に上へいくほど、つまりは効果の強いものほど大量の魔力を必要とするわけだ。ここまではいい？」

　リルカは視線を上げていたが、やがては頷いた。理解してもらえたらしい。

「じゃ、ここから本題。実を言うと、魔法っていうのは魔導士の一側面でしかないんだよ」

「というと、他にもあるんですか？」

「あるんですよ。たとえば魔法を使って害がい獣じゆうを退治したりする魔導士のことは【魔ま獣じゆう狩しゆう士し】って呼ばれる。それと似たようなものだけど、相手が同じ人間、つまり犯罪者や、国家間における戦争に参加したりする魔導士を【魔導兵】とか【魔導戦士】って言ったりする」

　前者は大体、特定の国家に所属しているが、後者は報ほう酬しゆう次し第だいで誰だれにでもつく。

「戦争にも魔法を使うのですね……」

「使う人が限られるというだけで、魔法も武器や防具と変わらないからね。ただ、まあ、最近は魔導士を使うような大きな戦争は起こってないよ」

　たまに領土を争あらそって小こ競ぜり合あいがあったりするらしいけど、それほど大規模にまでは至らないことが多い。

「で、それらが主に魔法、つまりは攻撃主体の魔力の使い方をする人達の区分。それ以外だと、魔力を水すい晶しように込めて星の動きを読み取り、未来を見通す『占せん星せい術じゆつ』っていうものを使う魔導士もいる。彼かれ等らは【占星術士】って呼ばれるね」

「未来を見通す？　先のことが分かるんですか？」

「うん、まあね。ただ絶対に起こるとは言えない。あくまでも可能性の問題。外れることも多いから、指針の一つと考えることがほとんどだね」

　占星術士は王に雇われる者から庶しよ民みん相手の商売まで、幅はば広ひろい層を相手に仕事をしている。

「他にも身体能力強化の魔法を主に使って幅広く情報を集める人や、飛行魔法を使って荷物を届ける運送業をやってる人もいる」

「はあ……本当に色々あるのですね」

　リルカは感心したように言った。

「そうだね。そして、最後がオレの職業。つまりは【魔法薬士】だ。厳密に言えばオレは【魔ま導どう工こう士し】っていわれるものの中の一系統でね。魔道具って分かるかな」

「魔力を込めて作られた道具のことですね。色々なものがあるとか」

　その通り、とオレは顎を引く。

「主に普通の道具に魔力を付ふ与よし、その物の本質を変化させ、効果を増強したり、全く別のものを足したりしたもののことだね。そもそも魔力っていうのが万能性を持っているというのはさっき説明したけど、これは他の媒ばい体たいと融ゆう合ごうすることでそれらと同化し、こちらの意志によってその物の存在構造にある程度の操作を加えることが可能でね。それによって有用性を高めることも出来て……」

「あ、あの！　申し訳ありません、全然わかりません！」

　リルカが勢いよく手を挙げた。すると、

「仕方ないわね。そんなことで魔導士の妻がやれるのかしら！」

　コニーが待ってましたとばかりに発言する。

「お兄ちゃんはこう言ってるのよ！　魔力っていうのは何でもできるから、なんやかんやで道具とくっついてどうのこうのでなんていうかこう、不思議な感じになっちゃうのよ！」

「別に間違ってないけど肝かん心じんな部分が全部、曖あい昧まいだぞ。魔力の存在定義については学校で習ったはずだ。もっと勉強しなさい」

「……はい」

　普ふ通つうに注意すると、コニーは項うな垂だれた。何のために出てきたんだ、お前は。

「ごめん、コニーはまだ見習いだから。完全に理解してるわけじゃないんだよ」

「見習い、ですか？」

「うん。魔導士は魔法学校を卒業した後は、魔法の扱あつかいを実じつ践せん的てきに学ぶために希望する先せん輩ぱいのところで働く制度があってね。それでコニーをうちで預かっているというわけ」

「そうだったのですか。お姉さんの下で学びたいなんて、コニーさんは、偉いですね」

　目を細めて微笑ほほえむリルカ。うん、そうだね。あれでもうちょっと大人しくなってくれればいいんだけど。オレはこちらを、というよりリルカを謎なぞの対たい抗こう意識に燃えた目で見ている妹を見て思った。

「……で、その魔道具の一つが魔法薬。名前から分かる通り、魔力によって作られる薬だ。市し販はんされているのと違ちがって、本当に色々な効果がある。今朝、見たよね。瓶に入った液体。あれだよ」

「はい。知っています。凄すごい物だと思いました」

「ん？　使ったことあるの？　魔法薬」

　やけに実感のこもった言い方に、オレは少し眉をひそめた。

「ええ。あります。少し前の話になりますが」

　へえ。まあ、怪我けがや病気をした際に魔法薬を利用するのは別に普通のことだけど。

「ちなみに、どんな薬を飲んだの？」

「……えと、それは、内ない緒しよです」

　迷う素そ振ぶりを見せながらも、リルカは首を横に振った。どこか隠かくし事をする子どものような表情だ。なんだろう。気になる。

「……まあ、いいか。魔法薬は怪我や病気を改善したり、根幹的な治ち療りようをしたりする時に必要になってくるものだから、当然だけど需じゆ要ようはかなりある。それを作ってるのがオレ達、魔法薬士」

　リルカはいつのまにかメモを取り出して、何かを書き込んでいた。

「なにしてるの？」

「旦那さまのお話を書き留めているのです。覚えておこうと思いまして」

「いや、いいよ、覚えられる範はん囲いで。コニーと違ってリルカは魔導士じゃないんだから」

「いえ！　旦那さまのことはなるべく知っておきたいんです！　だってわたし、お、奥さんですから！　奥さん！」

　力のこもった言い方にオレは押おされ、「そ、そう」と返した。

「魔法薬の作り方っていうのは、単一の道具に魔力を付与するやり方とは少し違ってて……実際にやってみた方が早いかな」

「棚たなに余ってるニガヨモギとウネラミの枝があるわよ」

　書類にペンで書きこんでいたアイラの助言に感謝しつつ、オレは部屋の角にある棚まで行って、材料をもってくる。

「右がニガヨモギ。左がウネラミの枝。どちらも食用出来るけど、やめた方がいいね」

　オレは机の上においた青緑色の草と黒色の木もく片へんを順番に指した。

「どうしてですか？　毒があるとか？」

「物もの凄すごく不味まずい」

　試しに少しだけ口にしてみたことがあるものの、すぐに吐はき出してしまった。

「ニガヨモギは文字通り激しい苦みをもっていて、ウネラミは舌を痺しびれさせるような辛から味みがある。間違ってもこのまま食べちゃいけない。食べるとザックみたいにのた打ち回って三日位寝ね込こむことになるよ」

「余計なことを密告するなよ。俺の爽さわやかな印象が台無しになるだろうが」

　ザックが作業の手を止めてこちらを睨んできた。

「さっき、リルカの前で絶ぜつ叫きようして床に手をついていた時点で台無しも何も」

　もう遅おそいよ。色んな意味で。

「あいつのことは気にしないで。で、この草と木を一つにすることで魔法薬が出来上がる。業界用語で『合成』っていうんだけどね」

　オレは机の上に積み上がった書しよ籍せきや書類を横にどけると、小さな棚の中から空いた小こ瓶びんを取り出した。それをニガヨモギとウネラミの中央に置く。

「まず魔力を放出し、一定空間内で安定させる」

　手を翳かざして集中した。すると手と手の間に、蛍ほたる火びにも似た光の粒つぶが幾いくつも浮うかび上がる。

「あ、これ、魔力ですか？」

「そう。魔力の具現化。さっきみたいに簡易的な魔法を使う時は顕けん現げんしないんだけどね。魔導士にとって最初の一歩だ。後はこれを、二つの素材に浴びせる」

　両手を左右に動かすと、光が分ぶん裂れつし、ニガヨモギとウネラミの中に吸い込まれた。

　途と端たんに二つの材料が砕くだけ散ちる。いや、正確に言えば同じ光の粒りゆう子しになったのだ。

「え、どうやったんですか、今の！」

　リルカが光へと顔を近付けた。魔力について詳くわしくないと大たい抵ていはこういう反応になる。

「昔、まだ魔法についての研究がそれほど進んでいなかった時代は、『神の御み業わざ』で片付いたんだけどね。今は大体分かってきてる。この世に存在するありとあらゆる物質は、目に見えないほど細かい粒がくっついて出来ている。この材料も、オレも、リルカ、君もね」

　自分の体を見下ろすリルカ。実感が湧わいていないらしい。無理もないけど。

「それらは普段、強固な力で繋つながり合っていてそう簡単には離はなれない。だけど魔力を注入することによって一時的に分ぶん離りさせることが出来るんだ。これがその状態」

「じゃあ、人間もこんな風に出来るんですか？」

「やろうと思えばね。ただ、ほとんど不可能に近いかな」

　生き物の体は相当に複雑な構造になっているようで、やろうと思えば大量の魔力が必要になる。らしい。オレもその辺は専門ではないので、あまりよくは知らない。

「後、現在、世界的に、生命に対する魔力を利用した行こう為いは倫りん理り的てきな意味で規制されているんだ。破れば個人なら投とう獄ごくの後に終しゆ身うし刑んけい、国家なら非難轟ごう々ごうの上、立場が相当に危あやうくなる。やる人はまずいないね」

「そうですよね。ちょっとほっとしました」

　胸に手を当てて、息をつくリルカ。表情がころころ変わるので、見ていて飽あきないな。

「次にこうして魔力を媒ばい介かいに物質を分解し、今度はこれらを別構成する」

　オレが手を振ふると、粒子が動き、空になった瓶びんへと入っていった。内部で集まり、それらはやがて、大きな光と化す。瞬しゆん間かん――ひと際きわに、大きな輝かがやきを放った。

　すぐに収まった後、瓶の中にあったのは、紫むらさき色いろをした液体だった。

「これが別構成。魔法薬の出来上がりってわけ。二つの素材を分解し、合成し、別構成する。基本的な魔法薬製作の過程だ」

「ええ!?　本当に薬が出来てしまいました……すごいです。さすが旦那さまですね」

　リルカは、呆あつ気けにとられたような様子を見せる。

「いや、これは初歩中の初歩だから。もっと沢たく山さんの材料を使うこともあるしね」

「へえ……ちなみにこの薬にはどんな効果があるんですか？」

「主に集中力を高めるとか、眠ねむ気けを覚ますとか、そういうのかな。受験生や仕事に追われる社会人に売れるよ」

　まあ、それなりの副作用もあるから多用は危険なんだけど。

「何と何を組み合わせればどういう薬が出来るか、旦那さまは把握しておられるのですか？」

「それなりには。ただ、魔法薬に使える物っていうのはそれこそ無限に近くあってね、今でも毎年、新しい薬が開発されては業界を賑にぎわせてる」

「そんなに沢山あるのなら、覚えるだけでも大変そうですね」

「そう。さすがに全部は無理だから、魔法薬士は調合帳っていうのを作ってそこに書いてる。調合帳は魔法薬士にとって命と同じぐらいに大事なもので、大抵は誰かに見せたりしない。その人にしか作れない薬っていうのがあると、希少価値があって高く売れるから」

「ジェイクちゃんは七ツ星だから、特に作ったお薬は高く売れるのよねぇ」

　姉さんがのんびりとした口調で言った。

「ま、こいつの場合、いくら稼かせいでもすぐに消えていきますけどね」

　続いてザックが痛いことを呟く。

「どういうことですか？」

　リルカに訊かれたので、オレは頬ほおを掻かきながら答えた。

「あー……いや、実は魔法薬士って事務所で働いて得たお金の他に、個人として薬の製作を依い頼らいされることもあってね。姉さんが言う通り、オレは七ツ星だから報ほう酬しゆう自体も結構なものではあるんだけど。オレはそれをほとんど、魔法薬研究用の素材購こう入にゆうに充あててしまうから。あんまり残らないんだよ。君に実入りが少ないって言ったのは、そういうこと」

　あんまり奥さんには聞かせたくないことではあったが、いずれ伝えなければならないことでもある。

「そうだったのですか……」

　どこか考え深げな様子で顔を伏ふせるリルカ。呆あきれさせてしまったのかもしれない。

「……ひとまずこれが、魔法薬士の仕事。後は作った魔法薬を魔道具屋に納品したり、さっき言ったみたいに個人から依頼を受けて調合したりもする」

「そういうものも、全すべて旦那さまや他の方が行われるのですか？　運ぶのが大変そうですが」

「ああ、違うよ。一手に引き受けてるところがあってね」

　と、話を続けようとするオレに、姉さんが声をかけてきた。

「ジェイクちゃん、ついでだから、リルカちゃんに見せてあげたらどうかしら？　今日は週始めだし、今週分の仕事の依い頼らい書しよと契けい約やく書しよをとってきて欲しいのよぉ」

「ん、そういえば、そうだったな。リルカ、一いつ緒しよに行く？」

「はい。何処どこかは分かりませんが、旦那さまがいらっしゃるのであれば、お供します！」

　リルカは素す直なおに頷く。

「はいはい！　あたしも行く！」

　すかさず天てん井じように届けとばかりに高々と挙手をするコニー。

「コニーちゃんはダメ」

　しかし、即そく座ざにアイラから禁止されてしまった。

「えー！　どうしてよ！　あたしもお兄ちゃんと行きたい！」

「あなた、まだ、仕事が残ってるでしょう。見習いの内は与あたえられた職務を一心にまっとうすること。学校で聞かなかった？」

「ぬうううううう。……分かった」

　物凄く不満そうな顔で、机に顎をくっつけるコニー。

「コニー、また今度な」

　オレは慰なぐさめるつもりで言った。

「今度っていつ！」

「お前に仕事が無い時」

「そんなの！　ないし！　いつでも！　仕事！　あるしー！」

　その場で猿さるのように暴れ出すコニーに、オレはため息をつく。

「リルカ！　あたしと代わって！　大丈夫、書類を分類するだけだから！」

「滅め茶ちや苦く茶ちやなことを言うな」

　気持ちが先行して自分で何を口にしてるか分かってないな、こいつ。

「ご、ごめんなさい。わたし、旦那さまと一緒に行きたいです」

　リルカがオレのローブの裾すそを掴んで主張した。

「あらあら、仲が良いわねぇ」

　姉さんが嬉しそうに告げると、コニーは「うきー！」と本当に猿になってしまったかのような雄お叫たけびを上げた。もうこの妹は放っておこう。

　協会へは昼を過ぎてから行く予定になっている。ひとまず仕事をこなしていると、オレの作業をリルカはずっと横で見ていた。

「つまらなくない？　最初は驚くだろうけど、魔法薬製作のやり方自体は地味だからね」

「いえ、新しん鮮せんです！　それに、旦那さまの働きぶりを見ているのは楽しいです」

「……そ、そっか」

　オレは鼻頭を掻いた。なんかこう、この子と話してると、何とも言えない気持ちになるな。決して不ふ愉ゆ快かいな感情ではないんだけど。

　やがて昼になり、食事休きゆう憩けいを取ることにした。

　リルカからもらった弁当箱を開けると、色とりどりの具材が現れる。大きな鶏にわとりのから揚あげに、サラダ、それに馬ば鈴れい薯しよを香こう辛しん料りようで炒いためたもの。目立っているのは昨日と同じ黄金こがね色いろの卵巻きだった。けど、備え付けてあった匙さじで割ると中身が違う。米を細かい野菜と混ぜて、赤あか茄な子すの調味液で和あえてあった。

「ああ、それ、最近流行はやりのやつだよな。どこかの料理屋でやって大流行してるとか」

　ザックの言葉に「へぇ」と相あい槌づちを打つ。

　オルテニアの王は世界各地との交流を盛んに行っている。その影えい響きようもあって、ここ、リスティールにも異国の食べ物が多く流通していた。オレがよく食べている屋台の麺めんや、この米なんかもそうだ。それらを利用した料理も多いので、これもその一つなんだろう。

　一口食べると、ただの卵巻きとまた違った旨うま味みがある。相変わらず卵の焼き具合が完かん璧ぺき過ぎて、冷めてるとかそういった負の面なんてまるで気にならなかった。

「美味おいしいよ、リルカ！」

　オレが感想を伝えると、リルカは「良かったです」と微笑んだ。

「旦だん那なさま、ご飯粒つぶがついてますよ」

　と、リルカが頬についた米粒をとって、自分の口に入れる。オレがどきっとしていると、彼かの女じよもやって間もなく『あっ』と声を出して、赤くなった。

「ご、ごめんなさい！　実家では弟や妹たちによくやってたので……」

「い、いや、いいよ。気にしないで。ほらその、オレ達、夫ふう婦ふだし！」

「そ……そうですよね、夫婦ですよね！」

「うん、夫婦なら、ほら、当たり前だし！　どこでもやってることだし！」

「はい！　じゃ、じゃあ、これからどんどんとやっていきますね！」

「ええ!?　ど、どんどんやるの!?」

「だ、ダメですか!?」

「いや……いいけど……リルカになら」

「……あ、ありがとうございます、旦那さま」

　言いながらも、互たがいに羞しゆう恥ち心しんが芽生えて俯うつむく。

「あれー。なんか今日、暑くねー」

「そうよねー。なんかー。夏みたいよねー。なぜかしらー」

「原因はー、すぐ近くの男女にある気がするなー」

　アイラとザックが棒読みで会話を交かわし合った。……悪かったよ。

「わたし達は、夫婦……それなら、いいよね。やっても、いいよね、うん」

　と、その時。リルカが何かを呟いて、思い切ったように机に置いてあった匙を手にした。卵巻きを割って掬すくう。少し躊躇ためらっているようだったので、何をしているのかと見ていたら、

「は、はい、旦那さま。……あーん」

　予想外の攻撃を仕し掛かけてきた。

「い、いや、リルカ!?」

「ど、どうされました？　あーん、してください。旦那さま！」

　こっちもそうだけど、言っているリルカ本人の顔も真っ赤になっている。

「ちょ、ちょっと、いや、さすがにそれは……君も照れてるし」

「で、でも、その、こういうの憧あこがれで……旦那さまと結婚したら、やりたいと思ってたんです。……ダメですか？」

　シュンとしたように俯き、リルカは弁当箱を見つめた。そ、そういう顔されたら、そういう顔されたら、その……ああ、負けました！

「……あーん」

　オレはぎこちない動きで、口を開けた。リルカの目が輝き、スプーンを差し出してくる。オレは口の中に入った卵巻きを咀そ嚼しやくし、飲み込んだ。

「……う、うん、美味しい」

「うれしいです！」

　素直なリルカの反応に、オレもつい、口元をほころばせた。

「じゃ、お返しに、君もあーんして」

　オレは自分の弁当から掬った卵巻きを、リルカに差し出す。

「え、ええ!?　わ、わたしはいいですよ。その、それは旦那さまのお弁当ですし」

「いやいや、遠えん慮りよしなくていいんだよ。リルカが作ったものだろ、君も食べないと」

「そ、そうですか。でも、なんていうか、自分がやられると……て、照れちゃいますね」

　リルカは膝に置いた手でぎゅっと服の裾を掴むと、顔を真っ赤にしたままで俯いた。

　オレは即座に顔を背そむける。反応が可愛かわいすぎて直視出来なかったのだ。ああ、もう年齢がどうとか関係ない！　見て！　この子がオレの嫁！　率そつ直ちよくに言って最高過ぎないか!?　文句のつけようがないとはこのこと！　このことーっ！

「…………」「…………」「…………」

　が、そこでオレは、所員三人から思い切り注目されていることに気付いた。しまった。やり過ぎた。慌あわてて咳払いする。……というかまたオレは十三歳の子に……いや、でも、可愛かったから。可愛いのは事実だったから！　そこは仕方ない、そうだろ!?

　でも、姉さんだけが微笑ましそうにこちらを見ているのも、なんだか気まずい。

「……あの、じゃあ、そろそろやめておこうか。リルカ、後は自分で食えるから」

「ええ!?　で、でも、ご遠慮なさらずに！　わたしも、その……だ、旦那さまにあーんしてもらいますから！　はい、まずはどうぞ、旦那さま！」

　今度は鶏のから揚げを差し出してくるリルカ。自分の夢が叶かなって嬉しいのか、上じよう機き嫌げんだ。

「そうだぞ、遠慮すんなよ、旦那さま」

「わたし達の前だからって気にしなくてもいいのよ、旦那さま」

「好きに乳ちち繰くり合えばいいのよ、旦那さま」

　絶対そう思ってない言葉が次々と飛んで来る。

「いやぁ、羨うらやましいなあ、アイラ」

「そうねえ、屋台のご飯を食べているわたし達が悲しい存在に思えてくるわ、ザック」

　乾かわいた笑いが事務所にこだまする中、リルカは持ってきた鞄かばんから別の弁当箱を取り出した。

「あの、宜よろしければどうですか？　事務所の皆みなさんにも作ってきたんです。何人いらっしゃるか分からなかったので、足りないかもしれませんが……」

「え、いいの？　な、なんか悪いわね。ごめんね」

「いやそんなつもりじゃなかったんだけどな！　ははは！」

　アイラはともかくザックの方は嘘うそだろ。

「うわ、なにこれ、美味しい！」「ホントだ……美味うますぎる」

　リルカの弁当を食べた二人は絶賛した。

「あらまあ。リルカちゃんは料理まで上手なのねえ。ジェイクちゃんが羨ましいわぁ」

　姉さんが顔を綻ほころばせながら言った。

「リルカちゃん、私のお嫁さんになってくれないかしらぁ？」

「ええ!?　そ、その、それは！」

「冗じよう談だんよぉ」

　戸と惑まどったリルカに手を振る姉さん。……いや、この人の場合、なんだか冗談に聞こえないんだよな。

「くっ、こんなもの……こんなもの……きぃいい！　美味しいいいい！」

　コニーはなんだか複雑そうな感情のまま、それでも弁当のおかずを取る手の動きを止めなかった。その後、リルカはお礼にと皆から屋台の食べ物を分けてもらい、なんだかんだで和わ気き藹あい々あいと昼食を終える。

　少し休憩してから、オレとリルカは事務所を出ることにした。

　近くで乗合馬車を使い、進むことしばらく。やがて背の高い建物や、人々の行き交いが多い通りへと出たところで、オレ達は降りた。

「随ずい分ぶんな賑わいようですね」

　人ひと混ごみを見てリルカが驚いている。

「この街一番の繁はん華か街がいだからね。食料品から服、日用品、雑貨、家具、子ども用の玩具おもちややお菓か子しを売る店、劇場や酒場に宿屋まで色々とあるよ。はぐれないよう気を付けて」

　注意すると、リルカは気を引ひき締しめるような顔で「はい！」と返事をした。

　人の波を縫ぬうようにして歩きつつ、リルカがついてきているかを確かめると、少し離れた場所にいた。小こ柄がらだからか、上手く進むことが出来ないらしい。

「……リルカ、大丈夫？」

　オレはやや強ごう引いんに引き返してから尋たずねた。

「は、はい。平気です……」

　とは言うものの、やはりこの人混みだと大変そうだ。なんとかならないかな、と考えて、オレはあることを思いついた。が、それはちょっと勇気の要いることでもある。どうしようか。……いや、彼女の為ためだな。うん。そうだ。このまま突つっ立たっていても周りに迷惑がかかるだけだし、そうするべきだろう。

「あー……リルカ？」

　小首を傾かしげたリルカに、オレは手を差し出した。

「て、手を繋ごうか？　そうすれば、ついてこられるだろ？」

「……え！　え、あ、あの、宜しいのですか？」

　想定外の申し出だったのか、リルカはオレの手と顔を交こう互ごに何度も見る。

「う、うん。迷子になってしまうかもしれないしね」

「……そ、そうですね。それは困りますね。えと……ありがとうございます……」

　囁ささやくように礼を述べると、リルカはオレの手を握にぎった。柔らかな感かん触しよくと共に、冷たさが伝わってくる。

「じゃ、じゃあ、いこうか」

　落ちつかない気持ちになりながら、オレはリルカを先導した。彼女もまた「は、はい」と返事をしてついてくる。

　なんだろう。ベッドで一緒に寝たんだから手くらいは何ともないだろうと思って実行したんだけど、これはこれで別の気き恥はずかしさがあるな。

　自分達がそういう関係であることを、皆の前に見せつけている気がするからだろうか。リルカもきっと、同じことを思っているに違いない。

「だ……旦那さまは、お優やさしいですね」

　やがてか細い声でリルカが告げてきた。

「そ、そうかな？　これくらい普通だと思うけど。ほら、さっきも言ったけど、オレ達、その……一応、夫婦だし」

「……そうです、ね」

　噛かみ締めるようにして、リルカは呟つぶやいた。

「で、でも、わたし――この手、決して、放しませんから！」

「うん？　うん、そうしてくれると助かる」

　なんでそんなに力強く宣言するんだろう、と思いながら、オレは頷うなずいた。

　そのまま二人で通りを抜ぬけると、左へと曲がる。中央からは外れたので、少しは人の群れがマシになった。間もなく、他より明らかに大きな建物が見えてくる。

　入り口からは、ひっきりなしに人が出たり入ったりしていた。今日も大おお賑にぎわいだ。

「見て。ここは魔導士協会っていうんだ」

　オレは指で上を差した。リルカがそちらへと視線をやる。多分、何も問題がなければ看板が出ていることだろう。『オルテニア魔導士協会　リスティール支部』と。

「魔導士のみで構成されている同業者組合だ。魔導士に関するあらゆる業務が行われてる」

　オレはリルカと一緒に階段を上った。巨きよ大だいな扉とびらを抜けると、広いホールがあり、奥の方にカウンター式の受付が出迎える。

「住民と魔導士との橋はし渡わたし的な役割もあってね。大抵の魔導士はここを通して依頼を受けるんだ。達成したら報告して、後で報酬を受け取る。後は魔ま法ほう学校の斡あつ旋せんとか、卒業した生徒への先せん輩ぱい魔導士の紹しよう介かいなんかもやってるね」

「なるほど。それでこれだけの規模を持っているのですね」

　感心したように、リルカは上を仰あおいでいた。

　受付を右に折れて、巨大な階段を登る。二階にも受付がずっと奥まで延のびていて、オレは幾つかを通り過ぎ、あるところで止まった。そこには『魔法工士　魔法薬士部』と書かれている。

「レイランド魔法製薬所のジェイクですが、担当のエイナさんをお願いします」

　王都内には魔法薬士が大勢いる。その為、協会員がそれぞれ分担して幾つかの事務所を管理することになっていた。

　受付で呼び出し番号が書かれた紙を渡わたされたので、しばらくは後ろの席で待機。その間も目の前をローブ姿の同業者が何人も通り過ぎていった。中には、大きい袋ふくろを担かついでいる者もいる。恐おそらく、倒たおした害獣を持ち帰ってきたのだろう。

「ねえ、あれ、ジェイク＝レイランドじゃない？」

　ぼうっとしていると、不意にそんな声が聞こえてきた。視線を少し傾かたむけると、女性魔導士達たちが隅すみの方で話している。本人たちは小声のつもりなんだろうけど、丸聞こえだった。

「そうそう。七ツ星の。授じゆ与よ式しきですっとぼけたこと言った人でしょ」

「あー。聞いたことある。あれ、受けたな。すごく変わり者なんでしょ」

「うん。そのせいで、七ツ星の癖くせに儲もうかってないらしいし。隣の子って恋こい人びとかな」

「えー。子どもじゃない。でもさ、だとしても大変よね、ああいう人の彼女って」

「あたしならごめんかなー。ひょっとして、あの子も相当な変わり者だったりして」

「ああ、ありえる、ありえる」

　くすくすと笑った後で、女性魔導士達はどこかへと去っていく。

　割とひどい物言いをされた気もするけど、今いま更さらどうってこともない。オレが業界内で変人扱いされていることは知っていた。ただ、

「ごめん、リルカ」

「……どうして謝あやまられるんですか？」

「いや、オレのせいで君まで悪口言われてたから」

「そ、そんなこと……わたしには、どうでもいいことです！」

　リルカは迷わず即そく答とうした。

「旦那さまは、凄い方です。それを分からないあの人たちの方が、ダメなんです！」

「ど、どうかな。結構、当たってると思うけど」

　すごい勢いなので、オレの方がちょっと戸惑う。

「いいえ、そうではありません！」

　はっきりと断言して、リルカはこちらを見つめてくる。

「旦那さまは一いつ生しよう懸けん命めいにご自身の職務に励はげまれています。変わり者なんかじゃありません」

「……うん。ありがとう」

　そう、どこまでも真ま面じ目めにこられると、どう返していいのか分からなかった。ちょっと、というか、かなり照れる。悪い気はしないけど。

「だから、わたしのことも気になさらないで下さい。そ、それよりも、わたし、旦那さまの恋人に見られたんですよね？　他の方の目にもそう映っているのかと思うと、幸せです」

　微笑み、リルカは、赤くなった頬を両手で押さえた。

「…………」

「どうされました？　旦那さま」

「いや……君はどうして、そう、素直なのかなって思って」

　視線を逸そらしたままで返す。顔が熱くなってきた。

「い、いけませんでしたか!?　でも、わたし、本当に嬉うれしくて！」

「いや、いけないことはないよ！　全然ない！　寧むしろそう思ってくれてるって思うと、オレも滅め茶ちや苦く茶ちや有あり難がたいというか、小こ躍おどりしそうっていうか、率直に言うと最高というか！」

「本当ですか？　本当にそう思って頂けましたか!?」

「もちろんだよ！　もう、本気で、こう、ぐっときたよ！　君みたいな子にそんなことを言われる日が来るなんてね！」

　力説したところで、オレははたと気付いた。……夢中になっていてここが公共の場であることを忘れていた。

「……オレ達、なにをこんなところで言い合ってるんだろうな」

「は、はい。わたしもつい、旦那さまの言葉に喜んでしまって……」

　リルカと一緒に、冷静さを取とり戻もどすことにした。

「で、ですが、旦那さまはお金の為に魔法薬士をやっているわけではないのですよね？」

　雰ふん囲い気きを誤ご魔ま化かすようにリルカが質問してくる。オレは、うん、と答えた。もしそうなら、もっと豪ごう華かな生活をしてるだろう。

「だとすれば、どうして魔法薬士をやられているのでしょう？」

「ああ……。その、なんか、正面切って言うのは恥はずかしいんだけど」

　言いい淀よどんでいると、リルカが慌てた。

「あ、あの、お嫌いやであればご無理なさらずに。失礼しました」

「いや、いいんだよ。そういうことじゃない。なんていうか、ね。笑え顔がおが見たいんだよ」

「笑顔……？」

「あることをきっかけに思ってね。優すぐれた魔法薬があれば、より多くの病気や怪我で苦しんでる人を笑顔にすることが出来る。その為にオレは、魔法薬士をやるんだって。もちろん、お金は大事だ。でも、それが第一じゃないというのは確かだな」

「だから、稼いだお金を研究用の素材購入に……？」

「そう。今日の朝、見ただろ。地下室。あれがオレの研究室でね。あそこで新しい魔法薬を作ったり、既き存そんの薬をもっと価格を安く、それでいて効果を強めるように改善したりしてる。ただ、その為にはどうしても大量の製作用素材が必要になってね」

　結果的に貧びん乏ぼう生活を送る羽目になる、ということだ。

「誰だれかを笑顔に、ですか……」

「うん。まあ、変人って言えばそうだよな。返す言葉もないよ」

　肩かたを竦すくめるオレに、リルカが口を開いた。が、その前に受付から声がかかる。

「六十七番でお待ちの方、六十七番でお待ちの方。三番受付までいらして下さい」

　あ、来た。オレは咳せき払ばらいして立ち上がった。後ろからリルカもついてくる。

　席に座すわると、受付をしている眼鏡の女の子が顔を上げた。エイナという名の、馴な染じみの職員だ。

「ジェイクさん、どうもです。あれ？　今日は随分と可愛らしい子を連れて来てますね」

　眼鏡の蔓つるを押し上あげて、後ろのリルカを見るエイナ。

「初めまして。旦那さまがいつもお世話になっております。妻のリルカです」

　深々と頭を下げるリルカを見て、エイナは口をあんぐりと開けた。

「どうしたんですか、エイナさん。街中で熊くまに出会ったみたいな顔をして」

　オレが不思議そうにしていると、

「……まあ、驚おどろきで言えばその段階かもしれません。なんですか、妻って。ジェイクさん、結けつ婚こんされたんですか。聞いてませんよ」

「言ってませんからね。つい先日のことですから」

「教えてくださいよ、そんな面白おもしろい話！　え、なんですか、どうやってお知り合いになったんですか。どっちから声をかけたんですか。どういう経けい緯いで結婚に至ったんですか」

　受付台に手をつき、身を乗り出だしてくるエイナさん。あ、しまった。この人、こういうなんていうか、他人の恋れん愛あい沙ざ汰たとかが非常に好きな人だった。

「別にいいじゃないですか。それより、うちの依頼書と契約書の返送が来ていませんか」

「そんなことどうでもいいですよ！　教えてください！　大体、この子、いくつなんですか！　すごく幼く見えますけど！」

「どうでもよくないですよ！　いいから仕事して！」

　本当にどいつもこいつも！

　……リルカの歳としのことは、言うとまたうるさくなるから伏せておこう。

「えー。ええええええ。話してくれるまでワタシも仕事してあげない」

「何をうちの妹みたいなわがままを。上司に告げ口しますよ」

「出来るものならやってみて下さいよ。あんな上司、なに言われたって平気のぷーですよ」

「だ、そうですが、オウルランドさん」

　オレが言うと、エイナさんの後ろで「ほう」という低い声が発せられた。いつのまにか彼女の背後に妙みよう齢れいの男性が立っている。いつも通りに白しら髪が交じりの髪かみを撫なでつけ、右に片かた眼鏡めがねをかけた端たん正せいな顔立ちをしていた。エイナさん直属の上司であるオウルランドさんだ。

「面白いことを聞いたね。なんだったかな。なにを言われても？」

「……ええとですね。その」

「なにを言われても、平気の、なにかね。エイナくん」

「すみません。職務を遂すい行こうします」

　早々に敗北を悟さとったエイナさんが素直に頭を下げると、オウルランドさんは踵きびすを返した。

「ふむ。そうかね。なら、そうしなさい。ただ、後で私の席までくるように」

「ひい！」

「何を言われても平気のぷーだそうだから、みっちり、君の体が音を上げるまでこの仕事の大切さを説いてあげるから、そのつもりで」

「ひいいいいい」

　オウルランドさんが去った後で、エイナさんは机に突っ伏ぷした。

「終わった……さようなら、今日の飲み会」

　余計なことしてるからだろ。自じ業ごう自じ得とくとはこのことだ。

「それで、依頼書と契約書の件ですが」

「ちょっと待って下さいね……」

　半泣きのような状態になりながら、エイナさんが持ってきた書類を確かく認にんし始めた。

「旦那さま、わたしは話しても良いのですが……」

「この人に一いつ旦たん喋しやべると長くなるから。別にいいよ」

　気を遣つかったリルカにオレは首を横に振る。

「ああ、来てます、来てます。どうぞ」

　渡された二つの書類の束の内、オレはまず、依頼書の方を確認した。

　通常、魔法薬士は週の頭に魔導士協会へ赴おもむき、依頼書を受け取る。それを事務所の所長が確認し、受けるか否いなかを判断し、その旨むねを依頼書に書いて、依い頼らい主ぬしへと送る。

　次に仕事を受けた場合は契約書が来るので、そこに了りよう承しようのサインと印をして再度送り、主の名と印が入ったものが返って来て、そこから魔法薬製作に取り掛かかるという形になっていた。急ぎの仕事である場合もあるので、必ずしも決まった手順に則のつとるというわけではないが、基本的にはこの流れだ。

　つまり今日は事務所にどんな依頼が来てるのかと、姉さんがどんな仕事を受けたかの確認をしにきたというわけだった。

「教会から傷薬と風邪かぜ薬ぐすりに、腹痛薬……週末までか。これくらいなら楽勝でこなせるな」

「後は個人から軽めの睡すい眠みん薬やくの調合に、二人目がポティル病に効く薬が欲ほしいと」

　ポティル病とはポティルという名を持つ魔導士が発見した病で、肺にある種の菌きんが入り込むことで咳せきが止まらなくなる病気のことだ。そこまで深刻なものじゃないが、放っておくと喀かつ血けつすることもあるので、早めの治ち療りようが必要になる。幸い、治療する魔法薬はあった。

「そっちは棚たなに在庫があったと思うので、すぐに対応できます。明日にでも」

「助かります。あ、後ですね、ジェイクさん個人宛あての依頼書も来てますので、そっちも見て下さい。この国だけじゃなくて他国からも」

　エイナさんが別に用意してあった書類を渡してきた。

「ありがとうございます。ティルス病に反関節病、それにカウル性肺機能障害の治ち療りよう薬やくと速度上じよう昇しよう倍薬が欲しい、か」

　随分と多い。しかも全て、材料を揃そろえるのと魔ま力りよくの調整が難しいものばかりだ。

「ま、全てジェイクさんしか作れないものですから、仕方ないですね」

「……そうですね。なんとかします」

　ちょっときついけど、やるしかないか。

「あの、旦那さまが作った、とは？」

　横からリルカが質問した。

「言葉の通り、ジェイクさんが発見した材料の組み合わせで出来た薬です。どれも今まで望まれながらも誰も生みだせなかったものなので、当時は業界内が沸いたものですよ」

「たまたまだよ」

「何を仰おつしやる。こういう功績があってこその七ツ星でしょう。今日だけではありませんよ。世界中から毎日のように、ジェイクさんに薬を作って欲しいって人が殺さつ到とうしてるんです」

　エイナさんがリルカに言った。こっちがちょっと困っているのを知っていて、からかってるんだろう。

「同じ魔法薬でも魔力の微び妙みような調整や素材の量で効果が違ちがってきたりするんですけどね、ジェイクさんはその辺りでも完璧なんですよ。いやぁ、まさしく天才魔法薬士！　業界の理想！　新人の星ですよ!!　魔法学校の魔法薬士科でも、入学者のほとんどが将来の目標としてジェイクさんのことを挙げるほどで！」

「……あの、その辺でちょっと」

「どうしてですか！　全部、事実でしょう！」

　誇こ張ちようが入ってる気がするけど……それはともかくとして。リルカが隣となりで星の輝きとばかりに目を光らせているから、やめて欲しい。

「オレのことはもういいでしょう。ひとまず最後の契約書の確認を……って、あれ!?」

　内容を読んでいたオレは、思わず呻うめいた。

「なんですかこれ。なんでこれを受けてるんですか!?」

　エイナさんに迫せまるが、彼女は眼鏡の奥おくの目をしばたたかせるばかりだ。

「ワタシに言われても。契約書に印を押おしたのはそちらの所長さんでは？」

「そ、それはそうだけど……ああ、もう。リルカ、急いで戻ろう」

「どうされたんですか？　旦那さま」

「緊きん急きゆう事態だ。じゃあエイナさん、ありがとうございました。また今度！」

　オレは言い残して、リルカの手を引くと駆かけだした。

　焦あせる気持ちを抱かかえながら事務所へ飛んで帰り、扉を開くと共に所長席へと歩み寄る。心の内が表情に出ていたのか、アイラ達は何事かとこちらを見ていた。

「あらぁ、ジェイクちゃん、リルカちゃん、おかえりなさい」

　呑のん気きな顔をして出迎えた姉さんの机に、オレは契約書を置いた。

「姉さん、これ、どういうことだ？」

「あらあら、なにかしら」

　依頼書を手にとって、姉さんは文章を読み始める。

「フィードバーン魔ま道どう具ぐ店てんからの依頼じゃない。うちのお得意様ね」

　そう、リスティールのみならず、世界中のあちこちに支店のある大規模魔道具店だ。魔導士でなくても名前ぐらいは誰でも知ってる。

「問題は内容だよ。傷薬に風邪薬、胃腸薬に精神安定薬、腰よう痛つう薬やくに肩こり改善薬と、栄養薬に身体活性化薬、集中増強薬、最後にメヴェー症しように効く薬の発注」

　メヴェー症は女性に多い病気で、主に目の酷こく使しが原因で視力の極きよく端たんな低下が起こるものだ。昔から需じゆ要ようはあるものだけど、いや、それはいいとして、

「これを各三十、それも三日後だぞ」

「それだけの数の魔法薬を三日で!?　なにそれ!?」

　アイラが悲鳴を上げた。ザックも立ち上がり、こちらへと近付いてくる。

「この依頼は先週、無む茶ちやだからやめておこうってことになったんじゃないか。どうして受けてるんだよ」

「あらあら……それがねえ、ジェイクちゃん。一度お断りの返事を書いたのだけど、つい先日、向こうからどうしてもって泣きつかれちゃったのよぉ」

　姉さんはわずかに眉み間けんへ皺しわを寄せた。

「新しく支店が出来るらしくてね。そこで記念に四ツ星以上の魔導士が作った魔法薬を大々的に売り出して、客引きしたいみたいなのよねぇ。一人は決まったんだけど、他の事務所はみんな忙いそがしくて、依い頼らいを受けてくれる人が居ないんですって。うちでもダメだと参加人数が少なすぎて、企き画かく自体が潰つぶれてしまうって担当の人が本当に困ってらして。つい、受けちゃったのよぉ」

「いや、だからって、こっちに相談くらいしてくれてもいいじゃないか！」

「ごめんねぇ。〆しめ切きりまであんまり間がなかったから、その暇ひまもなくて。皆みんな、なんとかやれないかしらぁ」

　手を合わせて姉さんはこちらに頭を下げてくる。

「大変だけど、見返りも大きいわぁ。うちはただでさえぎりぎりでやってるから、逃のがしたくないというのもあるのよぉ。どうしても無理なら、私から断っておくけど……」

　ううん。事情は把は握あくできたけど。三日で三百は相当にきつい。ほとんど睡すい眠みんをとれずにやるしかなさそうだ。

「どうする、皆。やるか？」

　オレは振ふり返かえって同どう僚りようたちに尋ねた。三人は互いに目を合わせていたものの、やがて、何かを諦あきらめたように頷く。

「仕方ないわね。一いつ旦たん受けると決めた依頼を断るのは魔法薬士としてやりたくないし」

　アイラが言って、ザックとコニーも同意するよう、顎あごを引いた。

「よし。じゃあ、オレもやるよ」

　三人の反応に、オレも覚かく悟ごを決める。

「ありがとう、皆。私のせいで本当に申し訳ないわねぇ。この仕事が終わったら特別給きゆう与よも出すし、後は休きゆう暇かをとってもいいわぁ。他の依頼は私が何とかするから、とにかくここだけを乗り切ってねぇ」

　姉さんが手を合わせて頭を下げた。

「分かりました。ただ、全部が終わったら打ち上げしましょう。その時は所長の奢おごりでとことんまで飲む！　いいですか？」

「あらあら、分かったわ。任せておいて」

　笑顔で請うけ負おった姉さんに、ザックが「よっしゃ！」と両手を上げる。

「あたしも！　あたしも参加する！」
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　コニーが何度も手を伸ばした。しかし、

「いいけど、あなたは飲んじゃダメよ。まだ十五なんだから」

　アイラから忠告され、コニーは頬ほおを膨ふくらませた。オルテニアでの飲酒は十六歳からなので、後一年待たなきゃいけない。

「とにかく、今日から三日間、なんとか乗り切ろう。――やるぞ！」

　オレの声に、全員が揃って『おお！』と応える。

「あ……そうだ。リルカ、そういうわけだから、ちょっと忙しくなる。家で待っててもらっていいかな？」

　椅い子すに座って事の成り行きを見守っていたリルカは、オレに向かって頷いた。

「はい。お帰りはいつになりますか？」

「どうかな……今日はかなり遅おそくなるよ。明日からはしばらく、事務所に寝ね泊とまりすることになるかも」

「……そうですか。分かりました。では、わたしは帰宅致いたします。皆さま、お邪じや魔ま致しました」

　リルカは一いつ瞬しゆん俯うつむいたが、立ち上がる。皆に向かって一礼すると、事務所を出て行った。

「ああ、リルカちゃんが帰ってしまった……殺さつ伐ばつとした仕事場に咲さいた一輪の花が」

　ザックが嘆なげくように首を振る。

「ちょっと、どういうことよ、ザック。あたし達がいるじゃない」

「そうよ。失礼な奴やつね」

　コニーとアイラ、女じよ性せい陣じん二人から睨にらまれ、ザックは盛大なため息をついた。

「分かってねぇな、君達は。リルカちゃんの清せい楚そさ、礼れい儀ぎ正ただしさ、純じゆん粋すいさの欠片かけらでも君達にあれば、俺もあんなことは口にしねぇさ」

　気取った顔で鼻を鳴らしたザックの顔面に、コニーの投げたペンが直ちよく撃げきする。

「もぶれすっ」

　ザックが椅子から転げ落ちた。その上に、アイラの放った銅製の重いペン立てが落下する。腹でまともに受けたザックは、二度目の奇き妙みような声を出した。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか、ザック」

　心配してオレは駆け寄よった。

「お、おお、なんとかな……どうやらこの事務所で味方はお前だけのようだぜ、親友……」

「これから大量の仕事をするからな。ここでお前に倒れてもらったら困る。終わったら存分に気を失ってもいいけど」

「お前も敵じゃねえか、くそ、ここは地じ獄ごくか！」

　ザックは転がって悔くやしがる。全部お前のせいだろ。

「ジェイク、そんなの放っとおいてさっさとやるわよ。時間ないんだから」

「そうよ。お兄ちゃん、関かかわると人生の無む駄だなんだから」

　アイラとコニーからの冷たい言葉に、ザックが「救いがねえええ」と悶もだえる。

　そうして、オレ達は、大量の仕事をこなすこととなった。

　通常、魔導士が一つの魔法薬を作るのには数分ほどかかる。が、それはあくまでも簡単なものである場合だ。

　効果が幾いくつかあったり、強かったりすればするほど、分解、合成、別構成に時間がかかる。これはそれだけ薬の造りが複雑だということだ。バラしたパズルを組み立てるのに少し似ている。ピースが多ければ多いほど、手間もかかるというわけだ。

　しかもその度たびに魔力を使うので、適度に休まなければならない。あまり連続してやっていると体力が削けずれ、最悪、昏こん倒とうすることもありえるのだ。

　だから五人で交代しながら、少しずつ、作り上げていった。

　ただしコニーはまだ見習いだ。彼かの女じよには空あき瓶びんの調達やら、出来上がった薬の名前が書かれた紙を瓶に貼はり付つけてもらう作業を中心的にやってもらっている。

　つまりそれは、実質、全すべてを四人でこなさなければならないということだった。

　やはりというか、日が暮れてもまだ終わらない。

　どうにか一日目の目標を達成した頃ころには、真夜中になっていた。

「あらあら。大変な時間になってしまったわねぇ。皆、一旦帰って休みましょう」

　姉さんの言葉で、アイラ達はようやく立ち上がる。

「オレはもう少しやっていくよ。キリがいいとこまで」

　オレが座ったまま手を上げると、ザックが襟えり首くびを掴つかんできた。

「ダメだ。お前も帰れ」

「どうしてだよ。まだ作業は残ってるし……早く進めないと」

「いいから。女性陣は俺おれが送っていく。お前は早く家に帰んな。リルカちゃん待ってんだろ。新にい妻づまにあんまり寂さびしい想おもいをさせんな」

　……あ、そ、そうか。いつもの調子のままだった。

「ジェイクちゃん、体を休めるのも仕事の内よぉ。今日は帰りなさい。しょ・ちょ・う・め・い・れ・い・よ」

　姉さんがオレの額を指先で弾はじく。目は笑っているものの、声が本気だった。

「う、うん。分かった。じゃあ、その……悪いけどオレは先に」

「はいよ、お疲つかれ」「おつー」「おつかれさま、お兄ちゃん」「リルカちゃんに宜しくねぇ」

　仲間の声を背にオレは事務所を出て、家へと帰ることにした。

「……うう。疲れた」

　事務所に居た時は気付かなかったが、全身がだるい。まあ、あれだけ作業をしたのだから当然か。足取りも重く、普ふ段だんなら何とも思わない自宅までの距きよ離りが、ひどく遠く感じた。

「ザックはああ言ったけど……リルカはとっくに寝ねているんじゃないかなぁ」

　やっぱり残って製作を続けた方が良かったんじゃ――と思ったが、ようやく近付いてきた家からは、明かりが漏もれていた。

　あれ。ランプの灯ひを消し忘れたのかな。首を傾げつつ、オレが扉を開けると、

「おかえりなふぁい……旦だん那なふぁま」

　目を擦こすりながら、リルカが出迎えてくれた。明らかに眠ねむ気けに襲おそわれているようだが、それでも寝ね間ま着き姿ではなく普ふ段だん着ぎだ。

「リルカ!?　起きて、待っててくれたのか？」

「ふぁい……旦那さまが帰られたら、お迎むかえをしなければならないと……」

　半分、うつらうつらしながらリルカは言った。

「ご、ごめん。なるべく早く帰ろうとはしたんだけど」

「いえ……気になさらずに……ローブをお預かりします……」

　リルカは眠気を必死で堪こらえるようにして、手を伸ばすと、オレのローブを握ってくる。

　そんないじらしい姿を見ていると、オレはなんだかほっとしてしまった。

「ありがとう。でも、後は自分でやるから、先に寝てもいいよ。少しだけ、地下で持ち帰った作業をやるし」

「いえ……お食事の用意をしますから……」

　おぼつかない足取りで、台所へ向かおうとするリルカの手をとる。

「本当にいいから。今日の食事は明日の朝に食べよう」

「でも、旦那さまがお仕事をされるなら、体力をつけないと……」

　……これは、オレが寝ないと彼女も眠ねむらないな、きっと。

　姉さんに休めって言われたし、そうした方がいいか。

「分かった。じゃあオレも、もう寝るから。ベッドに行こう」

「……そうですか？　わかりました」

　オレはローブを脱ぬいで、ふらふらのリルカと共に寝しん室しつへと移動した。

　寝間着を身に纏まとい、ベッドに入ろうとしたが、先に横たわっていたリルカが言ってくる。

「旦那さま……来てください。ぎゅっとして差し上げます」

「え？　ぎゅっ？」

「抱だき締めて……あげます」

　少し頬を赤らめながら、リルカは続けた。

「わたし、小さい頃に母親から辛つらい時や苦しい時にそうしてもらっていたんです。なんだか落ち着くんですよ。旦那さまはお仕事で疲れていらっしゃるんでしょう……？」

「……そ、それは、そうだけど」

　さすがに妹より下の子に抱き締められるっていうのは、どうも、こう、なんていうか。

「はい、どうぞ。旦那さま」

　でも笑顔で両手を広げるリルカは、心からオレのことを想ってくれているように思えて。オレはちょっと躊躇ためらっていたけど、ベッドに入り、彼女の傍そばに近付いた。

「……旦那さま、お疲れ様さまでした」

　リルカはそっとオレのことを抱き締めてくる。彼女の柔やわらかさと温かさが伝わってきた。

　……なんだか妙みような気持ちだ。年ねん齢れい的てきにはリルカの方が若いのに、幼い頃、母親にあやしてもらったことを薄うつすらと思い出した。

　さっきの、おかえりなさい、もそうだ。家を出てから長い間、誰かに言われたことのなかった言葉だった。

　でも、悪くはない。いや、それどころか仕事の疲れが少しずつ溶とけていく気がする。

　やがて、オレは緊きん張ちようから解き放たれ、安らかな眠気が訪おとずれるのを感じた。




　次の日。食事を終えると、オレは忙しなく出かけることにした。

「旦那さま、今日はおうちには帰られないのですか？」

「うん。多分、徹てつ夜やになると思う」

「…………そうですか」

　玄げん関かん先さきで答えるリルカの声は、心なしか重い。肩も落としていた。

「どうしたの、何か不味まずかった？」

「あ――いえ。でも、あの……旦那さまがおられないと、ちょっと寂しいなって」

　頬を染めて言うリルカに、オレは「えっ」と思わず声に出してしまう。

「だ、ダメですか？　だってわたし、旦那さまの『ただいま』をもっと聞きたいんです」

「……そ、そうか。うん、それはなんていうか……申し訳ない」

「い、いえ、いいんです。旦那さまはご自身のお仕事をしっかりと勤めて下さい。……今のは、ちょっとわたしのわがままでしたね」

　小さく舌を出すリルカに、オレはなんと返していいか分からずに戸と惑まどった。

「そ、そんなことないよ！　オレだってリルカの居る家に帰りたい。昨日なんて待っててくれて悪いって思ったけど、なんだかほっとしたし！」

「そ、そうですか？」

「そうだよ！　それに、あの……ええと、ぎゅっとしてもらえたのも、本当に疲れがとれる気がしたし。出来れば毎日やってもらいたいくらいで！」

「え！　あ、や、やります！　やらせて頂きます！　旦那さまをもっと癒いやせるよう、ぎゅっと仕方も色々と研究しますね！　こ、こうですか、それともこうですか!?」

　リルカはオレが居ることを想定して、両手で何度も虚こ空くうを抱く。

「いや、こうかな!?　こういう角度から……こうで！」

「なるほど！　その発想はなかったです！　さすが旦那さま！　では、このように！」

　オレの指導を実行しながら、リルカは満足そうに妙な姿勢で停止した。

「いいよ、いいよ、リルカ！　頼たのんだ！」

　自分で言いながら、何をやってるのか分からなくなってくる。おかしい。オレは朝からこんなに元気良くなかったはず。リルカにつられたんだろうか。

「……あ、でも、その、悪い。今日の帰宅は、無理かも」

「はい、わかっています。では、いってらっしゃいませ！」

　手を振るリルカに同じ仕草で応こたえ、オレは事務所へと向かった。

　……しかし、オレの帰りがないと寂しい、か。

　そんなこと言われたの、初めてだな。リルカはいいって言ってくれたけど、やっぱり、都合つけてなんとか帰宅した方がいいのか。

　でも責任がある以上、仕事はこなさないといけないから、放っておいて帰るわけにもいかないし……ただ、リルカに悲しい想いをして欲しくないっていうのもある――ああ、どうすればいいんだ。

「オレが、こんな迷いを持つなんてな」

　新しん鮮せんではあるものの、非常に悩なやましいところだった。

　なんてことをかんがえつつ、行きがけに昨日の依頼で在庫があった魔法薬を急ぎで納品し、オレは事務所へと向かった。

　到とう着ちやく後、席につき、今日も作業が開始される。

　案の定、昨日は初めということで目標を軽めに設定していた為ため、二日目ともなると量が格段に増え、時間もあっという間に過ぎていった。

　初め軽口をたたき合っていたオレやザック達たちも、いつのまにか黙もく々もくと作業を続けている。

「あああああ。やってもやってもやってもおわらねえええええ」

　いい加減に嫌になってきたのか、ザックが掠かすれた声を出しながら魔法薬を生み出しては、瓶に詰つめていく。彼かれの隣には何度も入いれ替かえた珈琲コーヒーのカップが倒れていた。

「なんかもう、永遠に同じことやってる気がしてきた……これはなに？　わたし達の罰ばつ？」

　アイラが目を虚うつろにしながら魔力を操あやつる。

「俺ら、こんなことされるほど悪いことやった？」

「ザックはともかく、わたしやコニーちゃんにジェイクはやってないわよ……」

「おいこら、俺はともかくってどういうことだ。こんな善良な人間を掴まえて」

「あれ、疲ひ弊へいのあまり、幻げん聴ちようが聞こえる。誰が善良ですって？」

　無理やりに気力を奮い立たせようとしているのだろう。二人は作業の手をやめることなく、再び掛け合あいを始めた。

　姉さんは姉さんで、黙々と魔ま法ほう薬やくを作り続けている。顔色一つ変わっていないところが、さすがというか底知れないというか。

　……こりゃやっぱり徹夜になるなぁ。リルカ、すまない。

　そうオレが覚悟を決め、ふと視線を傾けると、コニーが舟ふねを漕こいでいた。

　瓶に薬名を書いた紙を貼り付ける手がその度にずれるので、妙なところにくっついている。

「コニー、もう帰っていいよ」

「ふえ。べ、別に、これくらい、なんでもないわよ。平気なんだから！」

　オレが声をかけると、慌あわてたように起きて、コニーは目を擦った。だがその目は赤い。

「そうね、コニーちゃんは帰っていいわぁ。いえ、帰りなさいな」

　穏おだやかながらも、有う無むを言わせぬ口調で姉さんが告げた。コニーはしばらく納なつ得とくいっていないようにこっちを見ていたが、やがては立ち上がる。

「分かった。……お疲れさま」

「はい。お疲れさま」

　オレの声に、アイラ達の「おつかれさまー」「気を付けてなー」という言葉が続く。

　コニーが帰宅した後、オレ達は再び、魔法薬製作に戻った。

　しかし、さすがに辛い。今のところ眠気はないが、疲ひ労ろう感かんが襲ってきていた。

　だが、手は止めない。止められない。魔法薬を作ること自体は楽しかった。

　物質を分解し、一つに纏めて薬へと変える。ただこれだけのことだが、魔力の調節や組み合わせの妙にはまると、非常に面白くなったりする。

　元々は好きで始めた仕事だ。その気になれば延々とやり続けることが出来た。

　尤もつともやり過ぎるせいで、終わった後で一気に溜たまっていた疲れが襲ってきて、ぶっ倒たおれることも多いんだが。全員が集中しているのか、再び場が静せい寂じやくに包まれた。壁かべ掛かけ時計の時を刻む音だけが妙にはっきりと響ひびく。

　そうして、しばらく経たった頃のことだった。

「ああ……腹減った」

　ザックが悲しげな声を出す。

「そうね。良く考えれば、ちゃんと晩ばん御ご飯はん食べてないわ」

　新しく作った魔法薬の瓶を横にどけながら、アイラが同意した。

　顔を上げて時計を見る。空腹にもなるはずだ。もう夜中の三時だった。

　夕食代わりに口にしたのは、作業しながらも食べることの出来る小さな菓か子しなんかだったから、とっくに胃の中は空っぽだろう。

「ちょっと休きゆう憩けいにして軽い食事でもとりましょうかぁ」

　姉さんが提案するとオレ達は、待ってましたとばかりに頷うなずく。

「俺、その辺の屋台で買ってきますよ。なにがいい？」

　ザックが立ち上がるのに、オレとアイラは言った。

「なんか美味うまいもの」「なんでもいいわ」

「そういうのが一番困るんだよ。ちゃんと注文してくれ」

「美味おいしそうなものでいいよ」「適当に」

「同じだろ！　もういい、本当に何も考えずに買ってくるからな。不味まずくてもしらねぇぞ」

「その時は」「怒おこるわ」

「連れん携けいとんな。分かったよ、麺めんとか串くし焼やきでいいな」

　オレとアイラは二人同時に、了承の意味を込めて片手を上げた。

「ザックちゃん、私はパンがいいわぁ」

　姉さんの言葉に、ザックは「了りよう解かいっす。ちょっと待ってて下さい」と出て行こうとする。

　しかしその時、事務所の扉とびらが開いた。

「皆みなさん、お疲れさまです！」

　リルカだ。肩から籠かごを提さげて、両手に大きな鍋なべを持って入ってくる。

「リルカ？　どうしてここにいるんだ」

「はい、そろそろ皆さん、お腹なかが減っている頃ではないかと思いまして。料理を作って参りました！」

　オレに応えながらリルカは寸ずん胴どう鍋なべを、一いつ生しよう懸けん命めいに運び始めた。オレは席を立つと、駆け寄って、代わりに持つ。

「……もしかして、一人で来たの？」

「はい、もう馬車も動いていませんでしたし、歩いてきました」

「っ――なんでそんな危ないことをしたんだっ！」

　オレが大きな声で叱しかると、リルカはきょとんとした顔になった。

「今、何時だと思ってるんだ。君みたいな子が夜道を一人で歩いてたら、何があるか！　危ないよ！　それに鍋も重いし、転んで怪我けがでもしたらどうするんだ！」

「あ……ご、ごめんなさい。で、でも、旦那さまの為に」

「気持ちは嬉うれしいよ。でもそのせいでリルカに何かあったら、オレはそっちの方が嫌いやだ。次からこういうことする時は、事前にオレに言ってくれ。迎えにいくから。いいね!?」

「は、はい！　すみませんでした！」

　慌てたように頭を下げるリルカを見た途と端たん、オレは、はたと我に返った。

「あ、ご、ごめん！　せっかく夜食を持ってきてくれたのに、怒ったりなんかして……」

　急いで謝あやまると、リルカは、柔らかい笑えみを浮うかべる。

「いえ。旦那さまに叱られたのは初めてで、なんていうか、その、新鮮でした。それに……わたしのことを気き遣づかって下さって、とても嬉しいです」

　頬を染めて、顔を伏せるリルカ。そういう反応を見ていると、オレもなんだか照れくさくなってくる。
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「あー、そろそろいいか、お前ら。疲れてる目と頭にそういうやりとりは毒なんだが」

　が、ザックに咳払いされ、揃って「わ、悪い」「すみません！」と答えた。

「ありがとうね、リルカちゃん。でも、ジェイクの言う通り、何があるか分からないから、無理しなくていいのよ」

　アイラが言うと、リルカは首を横に振る。

「いえ、もちろん、次から気をつけますが……わたし、魔力を扱あつかえませんから！　これくらいしか、皆さんのお役に立てないんです。だから平気です！」

「…………」

「どうしました？　アイラさん」

　急に黙だまり込んだアイラを、リルカがきょとんとしながら見つめる。

　アイラは、無言のまま近寄ると、リルカをぎゅっと抱きしめた。

「良いい子……なんて良い子なの！　妹！　こんな子が妹に欲しかった！」

「あらあら、リルカちゃん、やっぱり私のお嫁よめさんになって欲しいわぁ」

　姉さんが近寄って、リルカの頭を撫でる。

　二人から可愛かわいがられて、リルカは照れくさそうに頬を赤らめた。

「ちくしょう、可愛い上に気が利きいて優やさしいとか欠点無しかよ……」

　ザックが天てん井じようを仰あおいで洟はなを啜すする。まさか泣いてるのか、お前。

「おい、ジェイク。お前、この子を幸せにしないとぶっ殺すからな」

「分かってるよ……本当にありがとう、リルカ」

　礼を言うと、リルカは嬉しそうに顔を綻ほころばせた。

　寸胴鍋を空いている机の上に置いて、蓋ふたを開く。途端に温かな湯気が顔に当たり、次いで如何いかにも美味おいしそうな匂においが漂ただよってきた。透すき通とおったスープには、キャベツ、馬ば鈴れい薯しよ、人にん参じん、玉ねぎにソーセージと、幾つかの材料が煮に込こまれている。

「これは……ポトフ？」

「はい。今日は少し肌はだ寒さむいですし、野菜とお肉を一いつ緒しよにとれるので良いかと思いまして」

　確かに。春先とは言え、まだ冬を引きずっているこの季節にはぴったりかもしれない。

「お皿も持ってきましたので、皆さん、どうぞ食べて下さい」

　リルカは提げていた籠から、人数分の皿とスプーン、フォークを取り出だした。寸胴鍋からスープを掬すくって皿に入れると、皆に配り始める。

　ザックはリルカから渡わたされた皿を手にもって、馬鈴薯にかじりついた。

「う、美味い……！　全身に旨うま味みが染しみ渡る……」

　感動しているザックの横で、アイラもまた、目を閉じて料理を堪たん能のうしていた。

「ああ、野菜と肉の味が溶けだしたスープがまた……普段食べているものは何だったのよと思うくらいの美味……」

　二人の様子を見ていると、オレも腹の虫が鳴り始めた。早さつ速そく、食べることにする。

　スープを吸い込んでくたくたになったキャベツを、スプーンで掬って口に入れた。

　途端に野菜の甘あま味みと、複数の材料が見事に絡からみ合った素す晴ばらしい味が広がり、飲み込むだけで幸せな気持ちになる。滋じ味み溢あふれる、とは正にこういうことをいうんだろう。

　次にソーセージを齧かじると、ぷつりとした感かん触しよくと共に、肉にく汁じゆうが一気に舌の上で弾けた。馬鈴薯はほろほろになってすぐに溶け、人参も青あお臭くささなんてまるでない。

「どうですか？　旦那さま」

　リルカに訊きかれて、オレはすぐに答えた。

「すごく美味おいしいです……」

　なぜか自然と敬語になる。

「良かったです。どんどん、食べて下さいね！」

　リルカから勧すすめられるまま、オレ達はどんどんとポトフを食べていった。

「うう。可愛くて優しくて明るくて気が利いていてその上、料理が上手うまい……今のところ、勝っている要素がどこにもない……」

　ソーセージを咥えながら、アイラがなぜか泣いている。

「安心しろよ、アイラ。元から勝負にもなってないから」

　アイラの肩かたに手をおいて、穏やかに言ったザックは、彼女から肘ひじ鉄てつを喰くらっていた。余計なことを口にするからだ。

　鍋はあっという間に空になり、オレは帰宅するリルカと一緒に事務所を出た。

「ごめんなさい、お仕事があるのに……逆にご迷めい惑わくだったのではありませんか？」

「全然。それに、ちょうど、休憩したかったところだし」

　人ひと気けの途と絶だえた道を二人で歩いていると、リルカが口を開く。

「旦那さまはこのように、徹夜仕事になることがよくあるのですか？」

「まあ、月に何度かはあるかな。さすがに今日ほどのものは滅めつ多たにないけど」

　空になった鍋をリルカと一緒に持ちながら答えた。一人で大丈夫だと言ったのだが、彼女が自分も持つと譲ゆずらなかったのだ。

「そうですか……。お仕事ですから仕方がないとは思いますが、ご無理なさらないで下さいね？　お体が健康であってこそやりたいことがやれますから」

「う、うん。でもほら、まだ若いから何とかなってるし」

「ダメです！」

　リルカがオレを見上げながら、唇くちびるを尖とがらせた。

「若いからと言って体を酷使すれば、それが十年、二十年後に返ってくるんですよ？　明日の旦那さまは、今日の旦那さまで出来てるんです。ちゃんと気を付けて下さい」

「……え、と」

「お返事は？」

　じっとこちらを見つめてくるリルカ。な、なんだろう、この圧あつ迫ぱく感かん。小こ柄がらな彼女が随ずい分ぶんと大きく見える。

「……はい。気をつけます」

　思わず姿勢を正して返事をすると、リルカは表情をすぐに変えた。にっこりと笑って、「はい、宜よろしいです。旦那さまがご病気になられるとわたしも嫌ですから。たまにはちゃんと休んで下さいね」

　分かった、と頷くと、リルカは満足そうに鼻歌を奏かなで始める。……大人しそうに見えたけど、結構、言う時は言うんだな。さっきとは逆で怒られる立場になってしまうとは。

　まあ、でも、その通りか。あんまり調子に乗っちゃダメだな。

　リルカを家へと送り届けながら、オレは反省する。

　事務所に帰ってくると、ザックが丸くなったお腹を摩さすっていた。

「ああ、満足した……俺、このまま死んでもいいわ」

「これ終わったら死んでもいいぞ」

　オレが言うと、アイラが自分の席につきながら頷いた。

「これ終わったらもう十分だしね」

「十分とかいうな。もっと役立つわ」

　オレを含ふくめた全員に笑みが浮かんでいた。リルカのおかげで、良い感じに張りつめ過ぎていた空気が解けたみたいだ。これでまた頑がん張ばれる。

「まあまあ。じゃあ、美味しい夜食も食べたことだし、残りも頑張りましょうねぇ」

　姉さんの檄げきにオレ達は応え、再び作業を開始した。

　それから二日間、少し寝ては起きて魔法薬を作り、また少し寝ては魔法薬を作る、ということを、オレ達は繰くり返すことになる。

　その間、時折リルカが訪れては、皆に料理を振る舞まってくれた。もちろん、オレが迎えにいった上でだ。彼女としてはもっと頻ひん繁ぱんに訪れたいようだったけど、あまり回数が多いとオレの負担になったり、皆に気を遣つかわせると思ったのだろう。

　そういうところも含めて本当に出来た子だ。……本当にオレの嫁でいいのかな。割と本気でそう思う。

　そして――三日目の朝。

「……出来た」

　オレは最後の一個を合成し終え、瓶に詰めた。

「出来たぞーーッ！」

　両手を上げて高らかに声を上げる。が、誰だれも返事しなかった。

　アイラもザックも完全に寝落ちしていたからだ。彼かれ等らは彼等で自分の分をやり終えていたので、無理もない。

　オレは完成した魔法薬を、木箱の中に入れた。蓋をして、分かりやすいように薬の名前を書いた紙を貼り、これで本当に終しゆう了りよう。後は店の人間に取りに来てもらうだけだ。

　オレは腰こしを上げると、思い切り伸のびをした。体中の骨が鳴る。

「おーい、二人とも、起きろー。終わったぞー」

　手を強く叩たたくと、アイラとザックが欠伸あくびをしながら体を起こした。

「ああ、出来たのね……じゃあ、わたし、ちょっと帰るから」

「俺も……とにかく寝たい……なにがなんでも寝たい……貪むさぼるように寝たい……」

　のろのろと動きながら、二人は自分の荷物を持った。

「あらあら、ご苦労様でした。納品の連れん絡らくは私がやっておくから、三人は今日一日、休んでいいわよぉ」

　姉さんの言葉に、オレ達は弱々しい笑みを浮かべる。しかしこの人、別で違ちがう依頼もこなしてたのに、全く疲れを感じさせないな。

「ごめんな、姉さん。じゃあ、頼んだ」

　オレ達は弱々しい足取りで扉を開けると、事務所を出た。アイラとザックは軽く手を上げると、自宅へと帰っていく。オレは大欠伸をして空を仰いだ。太陽の光が目に痛い。

　ろくに寝ていないんだから当たり前か……と思いつつ、しばらくして自宅まで来ると、

「旦那さま、お仕事は終わりましたか？」

　家の前に、リルカが立っていた。

「あれ、どうしたの、リルカ」

「今日が三日目なので、早起きして待ってました！……驚おどろきましたか？」

　手を後ろで組んで、悪戯いたずらっ子こみたいな顔をするリルカ。

「お、おお、もちろん！　いやぁ、びっくりしたなぁ。出てきたらいきなりいるんだもんなー。予想も出来なかったなー。すごいよ！」

　いかん。我ながら棒読みになってしまった。

「……失敗してしまいましたか」

　俯いて口を尖らせるリルカ。あわわ。奥おくさんの元気を取とり戻もどしてあげないと。

「そ、そんなことないって！　ただ、ほら、徹夜明けだったから！　こう、頭がもやもやしてて正常な反応が出来ないっていうか！　いつものオレだったら仰ぎよう天てんして尻しりもちついてるよ！　どひゃーっってなってる！」

　さすがにどひゃーはないだろオレ――と思っていたが、リルカは明るい表情を浮かべた。

「本当ですか！　やりました！　旦那さまびっくりさせよう計画、成功ですね！」

　跳とび上あがって喜ぶリルカ。良かった。うちの嫁が素す直なおで本当に良かった！

　オレはリルカと並んで、家の中へと入った。

「やれやれ……どうなることかと思ったけど、出来て良かった」

「ご苦労様です。さすが旦那さまですね」

　一緒に席に着くなり、ぺこり、と音が鳴るような頭の下げ方をするリルカ。

「リルカの作ってくれた食事のおかげかもね。オレもそうだけど、皆も喜んでたよ」

「まあ。少しでも皆さんのお力になれたのなら、幸いです」

「少しどころか、かなり助かったよ」

　さて、そろそろ仮か眠みんでもしようかな、なんてオレが考えていると、

「あの、宜しいですか？　お疲れのところ、本当に申し訳ないんですが、少しだけ旦那さまをお連れしたい場所がありまして……。そこで、朝食を頂きませんか？」

　ああ、そういえば、食べてなかったっけ。

「ただ、これはわたしのわがままですので、旦那さまが無理だと仰おつしやるのであれば諦あきらめます」

「いや、いいよ。リルカのお願いならいくらでも付き合うよ！」

　オレが応えると、リルカは花が咲いたみたいな明るい笑え顔がおを作った。

「では、参りましょう！　そんなに遠くはありませんので」

　自宅を出て、前を歩いていくリルカについていくと、彼女は通りを抜ぬけ、角を曲がった。

　そこからは少しだけ坂になっていて、登っていくと、やがては丘おかに辿たどり着つく。

　どうやら小さな公園になっているらしく、幾つかベンチが置いてあった。

「へえ……こんなところがあったのか」

　長年、この街に住んでるけど、全く知らなかったぞ。

「この間、買い物へ行った際に見つけたんです。とっても景色が良いんですよ」

　確かに、幾らか街を見下ろせるようになっていた。今日は気温も高いのか、吹ふく風も穏やかで気持ち良い。

　リルカと一緒にベンチへ座すわると、彼女は手に持っていた包みを膝ひざに置いて開いた。

「はい、どうぞ、旦那さま」

　渡されたのは、サンドイッチだ。お腹も良い感じに減っている。オレは礼を言って受け取ると、噛かぶり付いた。途端に歯がしゃきしゃきとした感触を捉とらえ、次に酸味、コクと、胡こ椒しようの効いたぴりっとした味が舌の上で躍おどる。中を見ると、赤あか茄な子すに玉ねぎ、それにチーズと豚ぶた肉にくが挟はさみ込まれていた。

「美味いね、これ！　でも、どうしてこの組み合わせなの？」

「豚肉に赤茄子、それに玉ねぎは疲労回復に効くと本で読んだことがありましたので」

　なるほど、そういうことか。色々考えてくれてるんだな。

　夢中で食べていると、リルカは隣となりで小さく笑い、

「旦那さま、お仕事はどうでしたか？」

「うん？　うん、そうだね。魔法薬の製作自体は苦痛じゃないんだけど、体が心についていかないっていうか、二日目の夜辺りになると頭がぼうっとしてきて、困ったよ」

「まあ……魔法薬士というのは、本当に大変なんですね」

「どんな職業も多かれ少なかれ、そういうところはあると思うけどね。大変と言えば、そうだったかな」

　苦く笑しようしていると、頭が、ふわりとした感触を捉える。

「旦那さま、良く出来ました」

　リルカがベンチから降り、背伸びして頭を撫なでてくれている。

　久ひさし振ぶりにそんなことをされて、大いに戸惑った。でも、彼女は馬ば鹿かにしてやっているわけじゃない。優しげな眼まな差ざしをこっちに送っているだけだった。

「うちの母親が、よく言ってたんです。大人になると、頑張っても誰も褒ほめてくれない。だから、わたしにとって大事な誰かが辛いことや苦しいことをやり遂とげたら、こうしてあげなさいって」

「……そうだったのか」

「不ふ愉ゆ快かいだったら、ごめんなさい」

　リルカが手を止めたが、オレは首を横に振ふる。

「いや、そんなことはないよ。……その、ちょっと照れるけどね」

「ふふ。いいんですよ。旦那さまは、本当に頑張ったんですから」

　リルカは微笑ほほえみながら、またオレの隣に腰かけた。

　なんだろう。子どもの頃に、母親とこんな風に話していたような気がする。段々と、心が安らいでいくみたいだ。

「……あれ」

　気が付くとオレは、ゆっくりと倒れ、リルカに寄りかかっていた。

「だ、旦那さま？　どうされたんですか？」

「あ、いや……ごめん、なんか、リルカに頭を撫でてもらってたら、ほっとして」

　どうも溜まっていた疲労が一気に出たらしい。なんとか力を入れて体重をかけないようにはしたけど、どこうとしても体が言うことを聞いてくれない。少し前、リルカに抱きしめられた時と同じだ。彼かの女じよの存在を近くに感じると、ゆっくりと体を癒やされていく気がした。

　……ああ。八つも年下の子に縋すがってしまうとは。なんだかんだで限界が来てたんだな。情けない。情けないが……どうにも抗あらがい難がたい。

「……ふふ。外なのに、仕方のない旦那さまですね」

　困ったように、だけどどこか嬉しそうに、リルカは言った。良い気分だった。徹夜したせいもあるのかもしれない。以前よりも、もっと日常で積もり積もった様々なものが、流れ去っていくみたいだ。ずっとこのままでいたい。そんな想いが生まれてくる。

　そうしている内、いつのまにかまた、うとうとしていたらしい。

　気が付くとオレは、リルカに、膝ひざ枕まくらされていた。

「おはようございます、旦那さま」

「……おはよう」

　こちらを見下ろすリルカと目が合って、気き恥はずかしくなり、視線を逸そらす。

　しばらく互たがいに無言で居たが、やがてオレは、沈ちん黙もくを破った。

「……なあ、リルカ。うちの事務所を見て、どう思った？」

「どう、ですか？　皆さん、仲が良くて羨うらやましいな、と思いました」

「うん、そうだね。でも……小さかっただろう？」

　リルカは口を噤つぐむ。でもそれは返す言葉が無かったんじゃなくて、こっちが続きを話すのを待っているだけであるような気がした。

「オレは七ツ星の魔導士だ。普ふ通つう、それだけの階級を持つ魔法薬士なら、もっと大きな事務所を、それも自分で持っていて、部下も大勢いる。もちろん、年収も並外れてるはずなんだ。でも、オレはどうもそういうのが性に合わなくてさ」

　魔法薬を作ることには幾いくらか手慣れているが、人を使う立場となると苦手意識があった。

「だから未いまだに姉さんの下もとで働いてる。ただ、うちの事務所は姉さんがお金のない人にも買えるようにって、魔法薬の価格をかなり抑おさえててな。正直、儲もうけはあんまりないんだ」

「旦那さま達は、お姉さまのそういった考えに賛同して働いておられるのですか？」

「うん、そういうことだ。多くはないけど、給料はちゃんともらえるしな。ただ、この間も言ったけどオレは手に入れたお金の大体を魔法薬の材料費に使ってしまうから、手元にあまり残らなくて。オレ自身は別にそれでも構わなかったんだ。好きでやってることだし」

　だけど、とオレはリルカに向かって言った。

「君は別だ。君がこのままオレの奥さんで居ても、今以上に裕ゆう福ふくな暮らしになることはないと思う。生活費に関しては出来るだけ気を付けるけど、魔法薬を研究する為に毎月、多くのお金が消えていく。それでもオレと結けつ婚こんして、本当にいいのか？」

　一人だったらどうとでも生きていける。ただ別の誰かの人生を背せ負おうのなら話は別だ。もしかしたらリルカが後こう悔かいすることになるかもしれない、ということを考えると、やっぱりちゃんと訊いておくべきだと思った。

「旦だん那なさまが研究の為に素材を買うのは、以前にお話しされた『誰かを笑顔にする為に』ということですよね？」

「うん。そうだ。新しい薬、もっと効果のある薬が作れれば、それだけ多くの病気や怪我を治すことが出来る。だから色んな可能性を試ためしてみたいんだ」

「……そうですか。では、わたしの答えは決まっています」

　リルカの口元が、笑みへと変わった。

「わたしはそんな旦那さまだからこそ、お嫁さんになりたいと思ったんです」

「どういうこと？」

「自分ではない、誰かの為に一生懸命になれる。見知らぬ誰かを笑顔にしようとして、頑張ることが出来る。そんな旦那さまと、結婚したかったんです」

　オレは眉まゆをひそめた。まるでオレとリルカが、以前に何処どこかで会ったことがあるような口くち振ぶりだったからだ。

「あの。オレと君は、初対面じゃないのか……？」

「ふふ。ええ、そうですよ。わたしと旦那さまは、初対面ではありません」

　そうなのか。でも、記き憶おくに該がい当とうするものが……あれ、待てよ。

　そういえばリルカの笑顔、以前にもどこかで見た覚えがあるな。

　確か、数年前、オレがまだ師し匠しようのところで働いていた時――。

「でも、あれは違うか。リルカは女の子だしな」

　呟つぶやくと、リルカが小首を傾かしげた。

「いや、なんでもないよ。ちょっと分からないな」

「そうですか。思い出せないのなら、思い出すことが出来るまで、内ない緒しよにしておきますね」

「……意地悪だな」

「はい、わたしは意地悪です。だってそうすれば、旦那さまがわたしのことを考える時間が、今よりもっと増えますから」

　頬ほおを赤く染めて、リルカは告げた。あんまりにも直接的な言葉に、オレも顔が熱くなる。

「そういうわけなので、わたしのことは気になさらないで下さい。わたしは、旦那さまの奥さんでいられるだけで、幸せなんですから」

　優しい手つきで、頭を撫でられる。

　そうなのかな。こんな良い子が、オレなんかのところに来てくれるなんて、僥ぎよう倖こうどころの騒さわぎじゃないと思うんだけど。

　でも、リルカがなんていうか、オレのことを愛し……あああああ、なんか言葉にすると一気に恥はずかしさが倍増するけど、あ、愛してくれているのは本当だと思うし。

　なら、オレがこの子を全力で幸せにすればいいんだろう。ああ、するさ。してやる。世界中の誰よりも大切にしよう！――そう決意している内、再び、眠ねむ気けが訪れてきた。

「……ありがとう……リルカ」

　瞼まぶたが落ちそうになる間ま際ぎわ、そう呟く。

　リルカが微笑む姿を見ながら、オレは、少しだけ眠った。
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第二章　はじめの一歩とクッキー騒動







『竜りゆうと剣つるぎ亭てい』は、リスティールで人気の酒場だ。値段も安価でありながら使っている材料が良質で、かつ、何を飲み食いしても美味いので、週末には大勢の客で賑にぎわう。

　その日も例に漏もれず、店内は満席だった。

「と、いうわけで」

　席の一角で、姉さんが高々と麦ばく酒しゆの注がれた器うつわを掲かかげる。

「今回の仕事も、無事に全すべて終えることが出来たわぁ。依い頼らい主ぬしさんからの評判も上々。全部、優ゆう秀しゆうな所員である、皆みんなのおかげよぉ」

　場に居たオレ、アイラ、ザック、コニー、それにリルカも同じようにそれぞれ手に持った飲み物を持ち上げた。

「来週もこの調子で頑張りましょうねぇ。それじゃあ――乾かん杯ぱい！」

『乾杯！』

　勢いよくぶつけられた器同士が、大きな音を立てる。

　今日は魔法薬の大量発注とその他諸もろ々もろの大仕事を終えて、【レイランド魔法製薬所】の所員揃そろっての打ち上げだった。

　本当は先週の内にやっておきたかったのだが、色々と後処理なんかもあって、次の週にやっと行えたというわけだ。

「――かぁ、美味いっ！」

　一気に麦酒を飲み終えたザックが、器を置く。

「ローラちゃん、麦酒お代わり！」

　その声に、客席を忙せわしなく走り回っていた女の子が立ち止まった。黒くろ髪かみを長い三つ編みにしており、体にはエプロンを着けている。人好きする笑顔と愛あい想その良さが評判の、この店の看かん板ばん娘むすめだ。

「はいはい。でもザックさん、飲み過ぎないようにしてね」

「そんな堅かたい事言うなよ、今日は辛つらい日々をなんとか生き抜いた俺おれ達たちの慰い労ろう会かいなんだから」

「それはご苦労さんだけど、この前みたいに酔よい潰つぶれて床ゆかで寝ねるのは勘かん弁べんだよ」

「それは、俺が少しでもローラちゃんの傍そばにいたいという表れだよ。付き合って下さい！」

　どすっ、という音がした。テーブルの中央に、包丁が突つき立っている。

「ザック、あんまりふざけたこと抜かしてると、店から叩き出すぞ」

　後ろの方からドスの効いた声が飛んだ。振り向むくと、髪かみと髭ひげが一体化しているようないかつい男が立っている。この店の主あるじであり、ローラの父親であるドングさんだ。

「ひ、ひい！　すみません、もうしません！」

　平身低頭して謝るザック。

「あらあら、ザックちゃんは情熱的ねぇ」

　姉さんがちょっとずれた発言をして、麦酒を飲み干した。既すでにその隣には三つの空になったジョッキが並んでいる。事務所に勤め始めてから何度か飲み会はやったけど、飲む速度が尋じん常じようでない割に、姉さんが酔っぱらった姿は全く見たことが無い。

　ローラはザックを放っておいて、包丁を抜くと、ドングさんの下へと戻っていった。

「あなた、本当にその軽い性格を直さないといつまで経っても彼女が出来ないわよ」

　アイラが林りん檎ご酒しゆを片手に言う。

「そうよ。女の子を見たら誰だれ彼かれ構わず口説くんだから。節操がないにも程ほどがあるわ。少しはお兄ちゃんを見習ったらどう？」

　コニーも、蜂はち蜜みつ入りの牛乳を手に、つまみである羊肉の煮込みをフォークで突き刺さす。

「こいつの場合は節操があると言うより、単に女に興味がねえんだよ。仕事人間だからな」

　新しく運ばれてきた麦酒をぐいっと飲んで、ザックがこっちを指差す。

「そんなことないよ。まあ……あんまり女性に幻げん想そうを抱いだいてないってことはあるかもしれないけど」

　コニーと姉さんを見ながらオレは答えた。

「どういう意味よ、お兄ちゃん」

「そのままの意味だよ、妹」

「こんなに可愛らしい妹がいるのに、よくそういうことを言えるわね！　何度も着き替がえを覗のぞいたくせに！」

　飲んでいた麦酒を吹くかと思った。

「旦那さま？　そ、そうなんですか!?」

　隣のリルカが焦あせったように訊いてくる。いや焦る必要はないから！

「ご、誤解だって、リルカ！　あれはコニーがわざわざオレの前で着替えただけだから！」

「あたしが着替えようとするところに、お兄ちゃんがいたのよ！」

「あらまぁ。でもジェイクちゃん、昔はよく私と一緒にお風呂へ入ったのにねぇ。どうしてお姉ちゃんのお胸は膨ふくらんでいるのって、よく揉もまれたものだわぁ」

　姉さんがほのぼのとした口調で、とんでもない爆ばく発はつ物ぶつを放ほうり込んできた。

「だ……旦那さま。あの、ええと、わたし、小さくてすみません……」

　リルカが自分の胸に手を当てて落ち込んだ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ！　オレは小さいのもいいと思うから！　それにリルカに寄りかかった時とかちゃんと柔やわらかさもあって落ち着くから、全然気にする必要はないっていうか！」

「全力で何言ってんのあなたは！」

　アイラに頭をはたかれてしまった。確かに！　すみませんでした！

　慰なぐさめようとして混乱してしまったみたいだ。

「ええと、そうじゃなくて！　そういう問題でもなくて！　あくまでも小さい頃ころだよ、小さい頃！　後、嫌がってるオレを無理やりに風呂場に連れていったのはそっちだろ!?」

「あらあら、そうだったかしらねぇ。覚えていないわぁ」

　溶とかしたチーズをパンにつけながら、姉さんが新たに注文した葡ぶ萄どう酒しゆを飲んだ。都合が悪くなるとすぐこれだ……。

「まあ、でもよ、そういうお前が結婚してるんだから、世の中どうかしてるよな。リルカちゃんはどうなんだよ」

「え、リルカ？」

「女性に幻想を抱いてないお前が、リルカちゃんをどう思ってるのかってことだ」

「ど、どうって、リルカは、その……ええと」

　答え辛い質問に困っていると、隣から視線を感じた。見ると、リルカが見るからに期待する眼差しを送ってきている。

「……あの。なんていうか。こ、こう」

「こう？　どうなの？」

　アイラまで身を乗り出してくる。

「か……」オレは体温が急きゆう上じよう昇しようするのを感じながら、か細い声で言った。「…………可愛いと思う」

「おらぁっ！」

　突とつ如じよとしてザックから手刀を喰らう。

「痛いな!?　なんだよ、お前が訊いたんだろ!?」

「うるせえ、だからって正直に答えんな！」

「そうよ、言ってることとやってることが違うじゃないの！」

「お、お兄ちゃんの、不潔っ！」

　なぜか三人がかりで責められた。

「あらあら。リルカちゃん、よかったわねぇ」

　姉さんが声をかけたが、リルカは反応しない。どうしたのかと様子を見ると、

「…………は、はわわ」

　頬に両手を当てて、熟れた林檎のように真っ赤になっていた。

「だ、旦那さまに初めて可愛いと言われてしまいました……」

「え、あ、そ、そうだっけ。なんか、ごめん」

「い、いえ、いいんです。今日、聞けましたから。嬉しいです」

「じゃ、じゃあ、これからもっと言うから」

「ほ、本当ですか！　えと、朝起きた時と、寝る前に……言って下さると、嬉しいです」

「わ、分かった。ちゃんと言うよ。……ははは」

　オレが笑みを浮かべると、リルカもまた口元を緩ゆるめる。

「ああああああああああああ訊くんじゃなかった死ぬううううううう」

　ザックが頭を抱かかえて苦く悩のうした。

「っていうかお前、やっぱりそっちの嗜し好こうがあるんだろ!?」

「そ、それはない！……リルカ以外の子にこんな気持ちにはなったことないし」

　だから年ねん齢れいとかじゃなくて、リルカだから好きになってるとか、そういうことなんだ、多分！　これは！　きっと！　恐おそらく！　そうオレはオレを信じてる！

「ま、ご馳ち走そう様さまね。……でも、安心していいわよ、リルカちゃん。ジェイクは多分、浮うわ気きしない。今まで女性に対してあなたみたいになったこと、一度もないもの」

「ああ、そうだな。アイラとは反応が全然違うし」

　ザックが同意すると、コニーは腕うでを組む。

「ふっ、どうかしら。あなたがお兄ちゃんを満足させないと、他所よそへ行ってしまうかもしれないわよ。そう、一番身近な存在へと……」

「誰だよ。近所の犬とか？」

「なんであたしを避さけて犬に行くのよ！」

　犬の方が文句言ったりしないし……。

「だ、大丈夫です。旦那さまがそうならないよう、一いつ生しよう懸けん命めいに努めますから」

　リルカは両の手を握にぎって力んだ。

「……本当に良い子よねえ。ジェイクには勿もつ体たいないわ」

　アイラはとろんとした目でリルカの頭を撫でた。既に酔ってきているらしい。

　それからも話は続き、打ち上げが終わったのは、店の閉店間際のことだった。

「よっしゃあ、今日はとことんいくぞぉ、もう一軒けんだぁ！」

　妙みような踊りを舞いながら、ザックが拳こぶしを振り上げる。というより、泥でい酔すいしていて足元がおぼつかなくなっているのだ。

「お前ら、朝まで付き合えやぁ！」

　頬を赤くしたザックが、オレ達たちを差そうとした指先を、上空に向けた。

「誰に向けて言ってるのよぉ。神様？」

　応こたえるアイラもしっかりしているように見えるものの、微び妙みようにろれつが回っていない。こいつもかなり酔ってるな。

「オレはリルカと帰るよ。お酒を飲めない彼女を付き合わせる訳にもいかないし」

「にゃんだとぉ！　てめえ、ジェイク！　この野や郎ろう！　新しん婚こん！　新婚かてめえは！」

　そうだよ。だからなんだよ……。

「いいじゃない、たまには。一緒に飲みましょうよぉ」

　もたれかかってくるアイラに、オレは頬を掻かいた。

「旦那さまもお二人も、あんまり飲み過ぎてはダメですよ。お酒は楽しんで飲むもので、酔う為ために飲むものではないと思います」

　お酒の飲めないリルカが、滅め茶ちや苦く茶ちやまっとうなことを口にする。

「あ、はい、すみませんでした……」「気をつけます」

　アイラとザックが一いつ瞬しゆん、正気に戻って項うな垂だれた。

「まあ、じゃあ、オレはこの辺で帰るわ。コニーを送っていく必要があるし。ザック、お前もあんまり飲み過ぎるなよ。アイラをちゃんと送ってやれ」

「あい！　分かっているのでぇ、あります！」

　また元の酩めい酊てい状態に戻ったザックが額に手を当てると、アイラも笑いながらそれを真似まねした。大丈夫か、こいつら、本当に。

「安心してねぇ、私がちゃんと二人を送っていくから」

　姉さんが踊っているアイラとザックを見ながら言った。こっちは全くもってまともだ。麦酒と葡萄酒を山のように飲んでいた人とは思えない。

「ああ、うん、頼たのんだよ、姉さん。コニー、リルカ、帰ろうか」

「うん、ありがとう、お兄ちゃん。でも、お酒って恐こわいのね……」

　そうだな。適切な量を見誤ると、ひどいことになるし。

「よっしゃ、いくぞ、アイラァ！　それはそうとなんか揺ゆれてるんだけど、地じ震しん？」

「おうよー！　あら、本当だ。世界が真まっ直すぐじゃないわぁ」

　この二人みたいに。

「……アイラさんとザックさんは、大丈夫でしょうか？」

　リルカが心配そうに、肩を組んで意味不明の歌を唄うたっている二人を見守る。

「まあ、多分。姉さんがいるしね」

　オレは肩を竦すくめて、歩き出そうとした。――が。

「あらあらぁ？　これはこれは、レイランドさんではないですの」

　その時、前から妙に粘ねばっこい声が聞こえてくる。オレと一いつ緒しよに視線を向けたコニーが「うげっ」と露ろ骨こつに嫌いやそうな表情を浮うかべた。

　シルクハットを斜ななめに被かぶった女が居る。紫むらさき色いろの髪が巻き毛になって肩の辺りで渦うずを巻いていて、上質な生き地じを使ったスーツの上から、同じように滑なめらかな光こう沢たくをもつ毛皮を羽織っていた。手にはごてごてと宝石をくっつけた杖つえを持っていて、先のとがった靴くつを履はいている。全体的な印象を統とう括かつすると『悪あく趣しゆ味み』という言葉がぴったりだ。

「ああ……どうも、ネクトールさん」

　オレが挨あい拶さつをすると、部下を大勢連れたネクトールは、シルクハットをとって一礼した。

「どうも、ネクトールですわ。こんばんは。偶ぐう然ぜんですわねえ、こんなところでまさか、七ツ星の魔ま導どう士しにお会いできるとは。光栄ですわぁ」

　言葉とは違ってその声にこちらを尊重している響ひびきはない。寧むしろ、どこか小こ馬ば鹿かにしているような雰ふん囲い気きすらあった。

「旦那さま、お知り合いですか？」

　リルカが背を伸ばして、こっちの耳に囁ささやき掛かけてくる。

「うん。ネクトール＝ドンパクトさん。魔ま法ほう薬やく士しで、六ツ星の魔導士だ。大通りの方に個人事務所を構えてる」

「まあ。では、旦那さまと同じ職業の方なのですね」

　リルカの声が聞こえたのか、ネクトールは杖を振り回まわしながら近付いてきた。

「いかにも、ワタクシ、ネクトールはジェイク＝レイランドさんと同じ魔法薬士ですの。尤もつともワタクシの事務所は、ジェイクさんのところとは、規模も、名前も、売り上げも！　それはもう、天と地ほどの差があるんですのよ？」

「はあ……そうなのですか」

　突とつ然ぜんにまくしたてられて、ぽかんとした顔をするリルカ。大体、ネクトールと最初にあった人はこうなる。

「で、なんの用なのよ」

　コニーがあからさまに不ふ機き嫌げんそうな声を出だしても、ネクトールは気にしない。初めから気づかないのか、知っていて気づかない振りをしているのかは分からないけど。

「いえ、特に用というわけでもないですわ。ただ、このワタクシが愛すべき部下達の慰い労ろうをかねて、事務所の近くにある高級――いや、超・高級・料理店にて食事をして出たところ、見知った顔の方が出てこられたもので。少しご挨拶をと思いまして」

「それは、わざわざありがとうございます」

　別にしなくても良かったんだけど、と思いつつオレは社会人の礼れい儀ぎとしてそう言った。

「何を仰おつしやいますの。いえ、ね、ちょっと気になることがあったもので」

「なにがよ？　さっさと言いなさいよ」

　自分の昂たかぶる感情を表現するように、つま先で地面を叩くコニー。気持ちは分かるけどもう少し自分を抑えてくれないかな。

「オホホホホ。驚いたんですの。まさか七ツ星であられるジェイク＝レイランドさんが、あのような小さなお店で食事をされるとは。なんていうか、意外でしたわねえ？」

「そうですか？　『竜と剣亭』は美味おいしくて値段も安いので、よく利用してるんですが」

「値段が！　安い！」

　オレの言葉をおうむ返しにして、ネクトールは天てん井じようを仰あおいだ。

「そうですか、値段が！　いやはや、そんなこと、ワタクシ、気にしたことありませんでしたわ。ねえ、お前達。ありましたか？　ワタクシが、物の値段を、気にしたことが！」

『ありません！』

　ネクトールに問いかけられて、後ろにいた部下たちが一いつ斉せいに叫さけんだ。

「そうですわ。まあ、なにせ、ワタクシは六ツ星ですから！　食事にかかるお金のことなんて考える必要がないんですのよ。でも、おかしいですわねえ」

　腕を組み、ネクトールはわざとらしく唸うなった。

「なぜワタクシより上の七ツ星をもつ魔導士であられるところの、ジェイク＝レイランドさんが！　たかだか安酒場の食事程度にかかるお金を、考こう慮りよされるのでしょう？」

「お兄ちゃん、そろそろ蹴けっていい？」

「……堪こらえなさい」

　オレは体勢を低くしたコニーを抑えた。

「まあ、その辺りがジェイクさんの美徳なのでしょうねえ。清貧というのですか？　まことに結構。ワタクシも少しは見習わなくてはいけませんわ。ねえ、お前達？」

『いえ、ネクトール所長は、我わが道みちを行くべきです！』

　再びネクトールの部下達が綺き麗れいに声を揃える。日ごろ練習でもしてるんだろうか。

「オホホホホ、そう、その通りですわ。しかしあれですわねぇ、ジェイクさん、あなた、再来週のリスティール商店街のお祭りは参加されるのかしら？」

「え？　ああ、姉さんが参加するって言ってましたね」

「あらまあ、そうですか！　いや、なら、ワタクシも少し挑ちよう戦せんしてみましょうかしら？」

　前まえ髪がみを指先でいじりながら、ネクトールはにやにやと笑った。

「本来なら、ワタクシにとってあのような小さな祭り、何の価値もないのですけれどね？　戯たわむれにやってみようかと、そう思うのですわ。宜よろしいですか？　ジェイクさん」

「はあ。別にオレに了りよう承しようを取らなくても自由だとは思いますが」

「オホホホホ！　それはそうです。ただ、ワタクシが出るとなんていうか……ジェイクさんのところの事務所が作った商品を買う人が、誰だれもいなくなってしまうのではないかと！　そう思うわけですわ！　オーッホッホッホ！」

『はっはっは！』

　ネクトールと一緒に無理やりな笑いを出す部下達。……意外とこの人たちも苦労しているのかもしれない。

「そうなったら申し訳ない、ご容よう赦しや下さいませ？　オホホホホホ、いやぁ、愉ゆ快かい、愉快。今日は良い夜ですわ、ホッホッホ――ぎょわ!?」

　突然、ネクトールが前に倒たおれた。その上にアイラが乗る。

「あら、なんか、上等な敷しき物ものがあったわよ。ここで一いつ杯ぱいやってもいいのかしら？」

「よくない、よくない。それ、ネクトールさんだから」

　オレは慌あわてて首を横に振った。

「ネクトール？　へえ、そういう店のものなの。生地は柔らだけど座り心地ごこちは悪いわね」

「おい、アイラ、一人だけずるいぞぉ」

　隣に躊躇ためらいなくザックが座ろうとするので、

「あらあら、まあまあ。二人とも、ダメよぉ」

　姉さんがおっとりとした足取りでやってくると、二人の酔っぱらいを引ひき剥はがし、「すみませんねぇ」と謝あやまる。

「い、いえ、とんでもないですわ……こ、この程度、オ、オホホホ……」

　口元を引きつらせながら、ネクトールは部下と一緒に去っていく。

「相変わらず腹の立つ野郎ね。今だけはお酒に感謝してあげるわ」

　コニーは腕を組んで、鼻を鳴らした。

「ネクトールさんと旦那さまは、どのようなご関係なのですか？」

　リルカがネクトールの後ろ姿を見ながら首を傾げる。

「どのようなご関係っていうか……」

　どう説明すればいいのか、とオレが困っていると、

「勝手に向こうが敵視してるのよ。お兄ちゃんが自分より年下なのに、上の星を持ってるからって、嫉しつ妬としてるの。見苦しい女よね」

　コニーが代わりに言ってくれた。大体、間ま違ちがってはいない。

「そうなのですか……。偉えらくなるというのも大変なのですね、旦那さま！」

「まあ、ああいうのは、珍めずらしいけどね」

　オレは頬を掻いた。

　その後、別の酒場に行くという姉さん達と別れ、オレ達は帰り路へとつくことにした。コニーを実家の近くまで送ってから、リルカと自宅へ帰り着く。

「はあ。打ち上げは楽しかったけど、最後に面めん倒どうなのに絡からまれたから、ちょっと疲つかれたな」

　オレが椅い子すに腰こしかけると、リルカが水を出してくれた。一杯飲んで息をつく。

「お疲れさまです。でも旦那さま、あまりお酒を飲まれていませんでしたね」

「ああ。あんまり強くないからね」

　今日も、麦酒を三分の一ほど口にしただけだ。

「そうでしたか。……あ、旦那さま、あまり酔ってらっしゃらないのであれば、お風ふ呂ろに入りますか？」

「うん、そうだね。もう酔いはとっくに冷めてるし」

　オレが返すと、リルカは「では、用意してきます」と奥おくの方へと行った。

　一いつ般ぱん的てきに風呂というと、公衆浴場と呼ばれる大勢の人間が入る浴場に行くのが普通だ。

　ただリスティールは近くに幾つか温泉が湧わいていて、そこから湯を引っ張ってきているので、多くの家には個人用の風ふ呂ろ場ばがあった。間もなく、奥から激しい水音がし始め、しばらくするとリルカが手を布で拭ふきながら現れる。

「溜たまりましたよ。お先にどうぞ」

「うん、ありがとう。じゃあ、ちょっと浸つかってくるから」

　オレは頷うなずいて、風呂場へと向かう。

　リルカと一緒に暮らすようになってから、彼女が風呂を入れてくれるようになった。その為、何度かまず先に入るように勧すすめたのだけど、リルカは決して首を縦に振ってくれない。どうしてもオレの後じゃないとダメらしい。

　なら無む理り強じいしても仕方ないと、今では何も言わず、最初に入ることにしていた。

　脱だつ衣い所じよで服を脱ぬいでから、浴場に入って、並々と湯の張られた浴よく槽そうにつかる。

　全身の疲れが溶けていくようで、思わず、大きく息をついた。日ごろ無理している体がなんとか持ってくれているのは、この温泉の効用にあるのかもしれない。

　オレは、湯気の立ち上る天井を仰ぎながら、目を閉じた。

「旦那さま、熱くはありませんか？」

　風呂を堪たん能のうしていると、浴場の扉とびら越ごしにリルカの声が聞こえてきたので、オレは「丁度いいよ」と答える。

「そ、そうですか。では……その、わたしも入りますね」

「うん、いいよ」

　と答えたところで、オレは、「んん!?」と自分の発言の迂う闊かつさに気付いた。

　ただ、時は既に遅おそい。

「し、し、失礼します！」

　と扉を開いて、リルカが現れた。

　当然だが体には薄うすい布を一枚巻き付けているだけだ。艶なまめかしい脚あしはもちろんのこと、控ひかえめではあるものの膨らんだ胸の形がはっきりと浮き出でていた。

「ちょ……ちょっと!?　リルカ!?」

「は、はい？　なんでしょう！」

「いや、なんでしょうっていうか！　どうして入ってくるの!?」

　思わずオレは自分の股こ間かんを手で押おさえて隠かくす。

「あ、あの、でも、旦那さま、わたし達は夫ふう婦ふですから。夫婦は一緒にお風呂に入るものだと……そう、メーヴィスさんに教わったもので」

　師匠か。師匠にか！　あの人は！

　見ればリルカは、風呂にも入っていないのに、顔と言わず全身が真っ赤になっていた。おまけにこっちと目を合わせられないのかずっと俯うつむいている。

「リルカ……恥ずかしいなら、無理しなくていいよ？」

　オレの指し摘てきが図星だったのか、リルカは勢いよく顔を上げた。

「は、は、恥ずかしくなんてないです。旦那さまと結婚したのですから……こ、これは、嫁よめとしての務めです！」

「そんな務めないとは思うけど！　じゃ、じゃあ、お願いしようかな。せっかくだし」

「ふえ！　は、はひ！　で、で、で、では、お背中をお流ししましゅ……！」

　噛かんだし。動どう揺ようしまくりじゃないか。

　が、リルカは浴場に一歩足を踏ふみ入いれたところで、止まった。

「……どうしたの？」

　様子を窺うかがうと、リルカは自分の体を抱き締しめる。

「や……や……」

　彼女は小刻みに震ふるえ始めると、やがて、

「やっぱり、無理ですーーッ！」

　振ふり返かえって逃とう亡ぼうした。オレは腰に布を巻いて急ぎ追いかける。

「ご、ごめんなさい、旦那さま。は、恥ずかしくて。も、もっとこう、大人っぽく、お嫁さんとして相応ふさわしい振ふる舞まいをしなくちゃいけないのに！　わ、わたしは、わたしは不出来な奥さんです……！」

「いやいやいや、師匠に何を言われたのか知らないけど、そんなことない！　そんなことないって！」

「……次こそは、覚かく悟ごを決めますから。ゆ、許して下さい」

　涙なみだ目めになって振り返ってくるリルカ。

「ゆ、許すも何も……オレは気にしてないから、な」

　オレは必死で彼かの女じよを慰めて、ようやくその後、独りで風呂へと入ることが出来た。

　さっぱりした気分で体を拭くと寝ね間ま着きを身に纏い、寝しん室しつへ向かう。

　ベッドに入ってから、しばらくすると、

「旦那さま？　もうお休みになられましたか？」

　リルカが声をかけてきた。オレが小さく「いや」と答えると、彼女は隣となりに入ってくる。

「……旦那さま」

　肩かたに小さく力が加わった。リルカが手を置いたんだろう。

　途と端たんにさっきのことを思い出してどきりとしたが、落ち着くよう自分に言い聞かせた。

「あの、旦那さま……少し宜しいですか？」

　すると、衣きぬ擦ずれのような音と共に、背後で身じろぎするような音がした。

　顔を後ろに向けると、リルカが起き上がっている。

「旦那さま、わたし、旦那さまと暮らし始めて二週間ほどが経たちました」

「……うん、そうだね」

「で、では、そろそろ……その、よ、宜しいのではないでしょうか」

「え、宜しいって？」

「あう。えと。あの。ふ……夫婦が夜になったら、することです……」

　リルカが頬を染めながら小さな声で言った。あ。ああ。そうか。そういうことか。

「い、いや。あの。そうだね。ただいきなりだとリルカが嫌がるかなって思って、時間を置いてたんだけど……」

　まあ、年齢も年齢だし……。

「そ、そんなことはありません！　わ、わ、わ、わたしはいつでも覚悟が出来てます！」

　きりっとした顔で言ってくるリルカ。台詞せりふとは裏腹に全身が真っ赤になっているけど、嘘うそではなさそうだった。

　ただ、一緒にお風呂さえ入れない彼女が、その、いわゆるそういうことを出来るんだろうか。

　いや――でも、そうか。彼女はずっと前から求められるのを、待ってたのか。

　さっきのお風呂も、そういったことから焦った結果なんだろう。ということは、かなり勇気を出した結果の提案なのかもしれなかった。

「え、えーと、それは気づかなくて、ごめん！　でも、リルカ、大丈夫なの？」

「大丈夫とは、どういうことでしょうか？」

「いや、お風呂でもあんなことになったし……」

　オレの言葉にリルカはきょとんとする。が、すぐに頷いた。

「あの、平気です！　わ、わたし、がんばりますから！」

　がんばるのか……なにを、とはさすがに訊きけないな。

「……そっか。だけど、あのー……なんていうか。情けない話なんだけどさ。オレ、女性とこういう感じになったことがなくて。どうすればいいのかって」

　隠したっていずれバレることだ。正直に言うことにした。

「そ、そうなのですか？……では、分かりました。わたしからやらせて頂きます！」

「ええ!?　リルカから!?」

　そんな、大だい胆たんな！

　……で、でも、そうだよな。夫婦なんだし、いつかこうなるんだ。覚悟を決めるべきかもしれない。

　しかし、いざこうなると、なんていうか、滅茶苦茶どぎまぎしてくるな。

　……でも、別に、おかしいことじゃない。これはごく普ふ通つうのことなんだ。

　そ、そうだ。そうだよな。よし、彼女だけに任せるわけにはいかない、オレもしっかり努めないと！

「し、失礼します、旦だん那なさま！」

　なんてオレが考えている内に、リルカが身を乗り出してきた。

　き、来たぞ――よしっ！

　――おい、本当に、いいんだろうな？

　と、気合を入れた直後、オレの中の別のオレが言った。

　――妹より年下の子と勢いのまま突っ走ぱしっていいのか。今は高こう揚ようしてるかもしれないけどな。後で死ぬほど後こう悔かいするかもしれないぞ。慎しん重ちようになれ

　……うっ。そ、そうだ。そのことをよく考えろ。迷え。悩なやめ。答えを出せ。

　オレは自分自身との戦いを繰くり広ひろげる。何度も議論を重ねた。侃かん々かん諤がく々がくと言い合った。

　そうして永遠とも言える話し合いの結果――。

「ダ……ダメだ！　やっぱり無し！　こういうのは、また時期を見てってことで！」

　と叫んで手を前に出した瞬しゆん間かんだった。

「……えい！」

　リルカがオレの胸に向かって、倒れてくる。そのまま全身をぴったりとくっつけて、目を閉じた。顔は熟うれた林檎みたいに真っ赤になっている。

「で、で、では、寝ましょう！」

「へ？　え？　寝る？」

「は、はい！　体をくっつけたままです！　これが、夫婦の営みですよね!?」

　なにそれ。オレの知らない情報。

「……体を密着させたままで寝るだけなの？」

「そ、そうですよ？　あれ？　幼い頃、両親は就しゆう寝しんする時にいつもこうしていたので、そういうことなのかと……」

　困こん惑わくしながらオレを見上げてくるリルカ。

「わたし、間違えてますか？　もしそうなら、教えて下さい、旦那さま！」

「…………」

　沈ちん思し黙もつ考こうすること、少々。

「いや、うん、それでいいんだよ。間違ってないから」

　オレは笑って、リルカの体をぽんぽんと叩たたいた。なんだ。全身の力が抜ぬけた気分。さっきお風呂のことを訊いて不思議そうにしていた意味が分かったよ。

　師し匠しようもそこまでは彼女に言わなかったのか。まあ、その辺りは結けつ婚こん生活を続けていく上で学んでいけばいいと思ったのかもしれない。

　というか、抱き締めるのは大丈夫で、くっついたまま寝るのは恥はずかしいのか。確かに接せつ触しよくしている部分は多いけど。それとも時間的な問題？

　……まあ、彼女の認にん識しき的に、そっちとこっちは別物になっているのかもしれない。

　なににせよ、さっき別の方向を考えていたのを反省する。やっぱりこの子は純じゆん朴ぼくなんだな。

「あ、後、お願いなんですが……手を握って頂けませんか？」

　もじもじとしながら、照れくさそうに、リルカは言った。

「そちらの方が、より旦那さまの近くに居られるような気がするんです」

「……うっ」

　その初うい々ういしさに、オレは胸を突かれ、思わず悶もだえた。

「旦那さま？　どうかされたんですか？　あ……もしかしてわたし、大胆過ぎましたか!?」

「い、いや、そんなことないよ。もちろん、大丈夫」

　オレはリルカの手を握り、一緒にベッドに横たわった。

「……うれしいです。わたし、こんな風に旦那さまともっと、距きよ離りを縮めていきたいです」

「うん。そうだね。オレも努力するよ」

　微笑ほほえんだオレに、リルカも口元を緩める。

「旦那さまが努力されるなら、わたしも旦那さまに愛して頂けるよう、頑がん張ばりますね」

　あまりにも率直な言葉だ。オレは照れくさくなって、少し目を逸そらした。

「では、今日のところは寝ねましょう」

「そうだな。……あ、そうだ。明日は休みだけど、ちょっと出かけようと思ってるんだ」

「お出かけですか？　どこにでしょう？」

「ほら、先週にやった魔法薬の大量生産。あれがそろそろ新店舗に並び始めるって話だから、様子を見てこようと思って」

「まあ。いいですね。わたしもご一緒していいですか？　旦那さまの商品が売られているところ、見てみたいです」

　微笑んだリルカに、オレは「いいよ」と頷いた。

「それでは、おやすみなさい、旦那さま」

「うん、おやすみ」

　オレ達は挨拶を交かわして、床とこにつく。

　瞼まぶたを下ろすと、すぐ傍そばに、リルカの体温を感じた。




　次の日。朝食を終えたオレとリルカは、リスティールにある通りの一つへと赴おもむいた。

　そこにフィードバーン魔ま道どう具ぐ店てんの新店舗があるのだ。

　まだ開店間もなくとあってか、客はそれほど多くなかった。でも噂うわさに聞くところ連日大おお賑にぎわいとのことだったから、これから人が増えてくるのだろう。

　店の中に入ると、目の前にカウンターがあり、左右に丸みを帯びた形の部屋があった。壁かべ一面に棚たなが置かれ、そこに様々な魔法薬や魔道具が売っている。

「旦那さまの作ったお薬って、あれですね」

　目ざとく見つけたリルカが駆かけ寄よった。棚の一角に『七ツ星の魔法薬士ジェイク氏所属、レイランド魔法製薬所製作の魔法薬』と大々的な幕を張ったところがあり、そこにびっしりと商品が並んでいる。

「うん、そうだな。立派に扱あつかってもらえてありがたいよ」

　依い頼らいがあったから当たり前なんだけど、こうしてちゃんと売られているとほっとする。

「あ、これは……昨日お会いした人でしょうか」

　リルカが指差したのは、オレの薬を専門に並べた場所の隣だ。同じように魔法薬の入った瓶びんが幾いくつもあった。幕には『六ツ星の魔法薬士ネクトール＝ドンパクト製作の魔法薬』と書かれている。

「ああ、本当だ、ネクトールだ。同じ依頼を受けてたんだな」

　ありえる話と言えばそうなんだけど。しかし、こんな傍に置いてるとは。

「でも、旦那さまの方が目立っています。見み栄ばえもしますし、角度もいいですね」

　リルカが見比べながら、満足そうに頷いた。

「そうかな？　一緒だと思うけど」

「違いますよ！　わたしには分かります！」

　強く主張するリルカ。根こん拠きよはよく分からないけど……まあ、彼女が言うならそうなのかな。なんだかそう思える。

「……ん、あれ。珍しいな」

　オレは別の棚にあった魔法薬の瓶を手にとった。

「どうされたんですか？　旦那さま」

「いや、この薬、作る為に必要な素材が貴重だから手に入れるのが大変でね。店に売ってることは滅めつ多たにないんだよ。新装開店したから取り寄せたのかな」

「そうなんですか。では、欲ほしいと思った人は苦労しますね。旦那さまはそういった薬でも依頼されればお作りになるんですか？」

「それがオレの仕事だからね。足を使って誰かが助かるんなら、いくらでも使うさ」

「……旦那さまは、変わりませんね」

　くすり、と笑うリルカ。んん、どういう意味だろう。

「あれ、もしかしてオレ、前にリルカに同じようなことした？」

「さて、どうでしょう。わたしからは、何も言えません」

　小さく笑うリルカ。うーむ。おかしいな。なんでオレ、忘れてるんだろうか……と、眉まゆをひそめていると、

「あらぁ、ジェイクちゃんじゃない」

　誰かが声をかけてきた。後ろを向くと、そこには姉さんが立っている。

「あなたも商品の様子を見に来たの？　まあ、リルカちゃんも。仲が良くて良いいわねぇ」

　オレとリルカは一緒に俯いた。改めて言われると恥ずかしい。

「と、ところで姉さんも見た？　うちの隣にネクトールの商品を並べられてるぞ」

　誤ご魔ま化かす為に無理やり話題を変えてみた。すると姉さんは棚の方へと視線をやって、

「ああ、そうみたいねぇ。さっき店の人に訊いてみたいんだけど、あれがあれしてこれだから、それになったみたいなのよねぇ」

　さっぱり分からない。姉さんはたまにこうやって色々省いて言うことがあった。本人的にわざとじゃないらしいのだが、それだけに性質たちが悪い。

「一から説明してくれる？」

「あらぁ。そうねえ。ええと……あれよ。来週、この通りでお祭りがあるじゃない？」

「それって、昨日、ネクトールさんが言っていたもののことですか？」

　リルカが尋たずねた。

「そうだね。ここはリスティールの通つう称しよう、商店通りって言われてて、このフィードバーンみたいに色んな店や屋台が並んでるんだけど。年に一回、お祭りをやるんだよ。そこで商品の安売りをしたり、限定品を販はん売ばいしたりして、新規客を獲かく得とくするってわけ」

　毎年、物もの凄すごい数の人が来るので、商売人にとって書き入れ時だ。

　また、オレ達みたいな自営業にしても、いつも以上に商品が売れる良い機会でもある。

「そうなの。そこで、この店でも企き画かくをやろうっていう意見があったみたいでねぇ？　ジェイクちゃんとネクトールさんの商品対決をやろうなんて動きがあるらしいのよぉ。ほら、ジェイクちゃんとあの人って、好敵手同士ということで知られているでしょう？」

「え、そうなの？」

　全くそんな自覚なかったんだが。

「そうなのよぉ。業界じゃ有名よぉ。この街で六ツ星と七ツ星の魔導士っていったら、数も少ないし、あちこちでネクトールさんがあなたの名を出してるから、無理もないけどねえ。ただ、私はネクトールさんがあなたに突つっ掛かっているだけにしか見えないわぁ」

　のんびりとした口調で、割と辛しん辣らつなことを言う姉さん。

「まあ、そういうわけだから、二人でどちらの商品が売れるかの勝負をしたら、盛り上がるんじゃないかっていうのよぉ。まあ、私としても事務所の名が広まるのは良いことだと思うんだけどねぇ。今の商品の並べ方も、その前ぜん哨しよう戦せんのようなものらしいわぁ」

「そういうことだったのか。いや、まあ、売った品をどう扱うのかは卸おろした店次し第だいだとは思うけど……」

　なんか妙なことになってるなあ。

「で、今のところ、どっちが売れてるの？」

「六対四でジェイクちゃんみたいよぉ。ただ、来週のお祭りでどうなるかしらねぇ。他の店でも二人の魔法薬を扱っているから、そこでどうなるかも問題ねぇ。ネクトールさんはネクトールさんで、なにか仕し掛かけてくるかもしれないわぁ」

　なるほど。まあ、勝ち負けなんて別にどうだっていいんだけど、うちの事務所の商品が売れるに越こしたことはないからな。なにか考えてみよう。

「ありがとう、姉さん。それじゃ、オレ達は帰るよ」

「あら、そう？　それじゃ、またね。リルカちゃんも、さようなら」

「……あの、お義姉ねえさま。ここでお会いしたのも良い機会ですし、少しお訊きしたいことがあるのですが」

　それまで黙だまっていたリルカが、突然に口を開いた。

「あら、なにかしらぁ？」

　姉さんが小首を傾かしげると、

「えと――どうやったら、旦那さまともっと距離を縮められるのでしょう？」

「ちょ、ええ!?　リルカ!?」

　いきなりなにを誰に言い出してるんだ。

「あらあら。まあまあ、どういうことかしら？」

　小首を傾げる姉さんの口元は緩ゆるんでいた。なんとなく面白おもしろがっている雰囲気を感じる。

「は、はい。旦那さまと暮らし始めてしばらく経ちましたので……なんといいますか、もっと、こう、心を近づけていきたいと言いますか。旦那さまのことをよく知るお義姉さまであれば、何かご存知なのではないかと！」

　と、言った後で、リルカは頬ほおに両手を当て、顔を伏ふせた。

「……あ、で、でも、旦那さまのいらっしゃるところで訊くことではなかったですね。お義姉さまにお会いできたので、つい。すみません」

「あらまあ。ジェイクちゃんは愛されてるわねぇ」

「……は、ははは」

　あまりの気き恥はずかしさに、オレは視線を背そむけて、笑うことしか出来ない。

「そうねぇ。ジェイクちゃんは奥おく手てだからねぇ。あんまり強ごう引いんに迫せまると引かれるかもしれないわぁ」

　姉さんからいちいち図星を突かれてオレは呻うめいた。

「……あら。そうだわ。いい考えがあるわぁ」

　姉さんが呟つぶやいて、身を屈かがめた。リルカの耳元に口を近付けて、何かを伝える。

「こうすれば、どうかしら？」

「……ああ！　そんな手があるんですか」

　リルカが驚おどろいたように手を合わせた。

「え、なに？　なにを言われたんだ？　リルカ」

　滅め茶ちや苦く茶ちや気になるんだが。

「うふふ。言っちゃ駄だ目めよぉ、リルカちゃん」

「は、はい。分かりました。内ない緒しよです、旦那さま」

　頷いて、リルカはこちらを向くと、唇くちびるに指をあてる。

「そうよぉ。女同士の秘密よねえ」

　顔を合わせて、リルカと姉さんは、意味ありげに笑い合った。

「ありがとうございます、お義姉さま！」

「まあまあ。いいのよぉ。私、リルカちゃんの味方だから。なんでも相談してねぇ」

　姉さんから頭を撫なでられて、リルカはもう一度大きく「はい！」と返事をする。

「では帰りましょうか、旦那さま！」

「いや……うん、まあ、帰るけど」

　やたらと後を引く別れ方だな……。

　それから店を出た後も、リルカは決して、姉さんから何を教えてもらったかを言ってくれなかった。

「ふふ。お義姉さま、とっても良い方ですね」

「……そうだね。別に悪い姉ってわけじゃないんだけど」

　帰り道で、リルカの言葉に、オレは曖あい昧まいな感じで頷いた。ただあの人、やたらとオレを可愛かわいがってくるから、そこだけがちょっとなんとかして欲しいんだよな……。

「旦那さま、今日は何が食べたいですか？」

「ん？　んん、そうだなあ。あっさりしたものがいいかな」

「分かりました！　白身魚を使ったお料理を作りますね」

「ああ、いいね。楽しみにしてるよ！」

　夕暮れの街並みを、女の子と一いつ緒しよに帰る。

　少し前なら考えられなかったことだけど、今ではなんだか自然な感じに思える。

　それだけリルカが隣にいることが、落ち着くようになっているからかもしれなかった。




　休みを終え、また新しい週が始まった。事務所に出勤して仕事をこなしていると、外へ買い物に行っていたアイラが帰ってくるなり告げてくる。

「ついでに魔導士協会に寄ったら、依頼が来てましたよ」

　姉さんは魔ま法ほう薬やく作りを一いつ旦たん止やめて、アイラが机に置いた書類を手にとって読み込んだ。

「あらあら、ラット祭りについてのものね」

　ラットというのは先日、リルカと行った通りの正式な名前だ。つまり、祭りの運営本部から出だされた仕事ということになる。

「ええと、屋台で商品を販売……内容は各自に任せる、ねぇ」

　姉さんが読み上げたところ、祭りの目玉として星持ちの魔導士達たちを何人か選んで、大々的に商品を売り出したいとのことだった。

「どんなものがいいかな。普通に魔法薬を売っても仕方ないだろうし」

「そうだなぁ。今までにない特色を加えてみるとか？」

　こちらの様子を見にきていたザックが、珈琲コーヒーを飲みながら思案気に言う。

「特色……って、たとえば？」

　コニーが怪け訝げんな顔をした。

「なんていうか、この発想はなかったわ、とか、そういうのだよ」

「随ずい分ぶんと曖昧ねえ。まあ、それくらいはした方がいいとは思うけど」

　アイラが眉み間けんに皺しわを寄せる。

「そうねぇ。何かうちの強みになるものがないと、ネクトールさんに負けちゃうかもしれないわぁ」

「ネクトール？　なんでここにあの陰いん険けん粘ねん着ちやく質しつド派手女が出てくるんですか？」

　ザックが眉をひそめる。凄すさまじいあだ名つけるな、お前。

「いや、少し前、リルカと一緒にこの間の商品を納めた店に行ったんだけどさ」

　そこで起こったことをオレはつぶさに話した。もちろん、姉さんとのやりとりなんかは伏せたままだけど。

「ふうん。あなたとネクトールがねえ。確かに向こうはやたらと張り合ってくるけど」

「下らないわ。あんな陰険粘着質ド派手女がお兄ちゃんに敵かなうわけないのよ」

　吐はき捨すてるように言うコニー。よく一発で覚えられたな、お前。

「でもまあ、勝負ってのは水物だからな。どうなるかわかんねえよ」

「ちょっと、ザック。じゃあ、あなたはあの陰険粘着質ド派手女がお兄ちゃんに勝つとでも思ってるの？」

「そうじゃねえけどよ。だからって油断は出来ねえだろ。後、俺おれが適当に作ったあだ名を頻ひん繁ぱんに使ってくるなよ」

「なによ。お兄ちゃんがちょっと実力を出せば、いんねんド女なんか、けちょんけちょんなんだから」

　遂ついに略してきた。

「まあまあ、コニーちゃん。商品がより売れるのは良いことよ」

　アイラの言う通りだ。とりあえず急ぎのものはないことだし、仕事の手は一旦止めて、企画会議を始めることにする。

「で、なにか良い案ある？」

　アイラが皆みなに振った。

「そろそろ、受験の季節だろ。集中力持続効果のある魔法薬で揃そろえるとかはどうだ？」

　ザックが問いを投げかける。確かにいいかもしれないな。

　リスティールには魔法学校以外にも様々な学まなび舎やがある。魔ま力りよくを持たない人間はそこで資格を得たり、あるいは卒業認にん定ていを受けたりした後に、希望する仕事へ就つくのだ。だが入学する為ための試験があるので、春ごろになると合格を目指して挑戦する人が多くいた。

「んー。悪くないけど、どう特色を出すのよ？」

「ええと。効果を強めて二十四時間ぶっ通して勉強できるようなものを限定で出すとか」

「いやいや、そんなことしたら反動がでかいぞ」

　多分、受験が終わった途端にぶっ倒れることになりそうだ。

「ちょっとくらい倒れてもいいって奴やつは多そうだけどな」

「あくまでも経験上で言うけど、そんな薬を飲んだら向こう一年は眠ねむったままになるんじゃないかな」

「……それは問題だな」

　そうだな。せっかく合格したのに、一日も通わないまま退学になる。

「ううん。わたしは、害がい獣じゆう避よけの魔法薬かなぁ。今まで以上に絶対に寄せ付けないようなのを出してみる、とか」

「ああ。いいとは思うけど、害獣避けの薬ってどういう成分になってたっけ」

「確か、周囲に害獣が嫌きらう臭においを放つのよねぇ」

　思い出すように告げる姉さん。

「でもそれを強力にしたら、人間にすら影えい響きようを及およぼすことになるんじゃないかしらぁ」

「……つまり、物凄く臭くさくなるってこと？」

「端たん的てきに言えば。そんなの使いたいと思う？」

　オレの疑問に、アイラは無言で首を横に振った。だよなあ。

「お兄ちゃんは何かないの？」

　コニーに訊かれて、オレは考え込んだ。

「そうだなぁ。これから季節の変わり目で体調を崩くずす人が多そうだし、滋じ養よう強きよう壮そう効果のある栄養薬とか」

「栄養薬ね。いいわ。特色はどうしようかしら。効果を強めるって考えはどうも上手うまくいかなそうだから、別の手を考えないといけないけど」

　アイラの言葉に、コニーが腕うでを組み、

「あ！　そうだ。薬の形を変えちゃうとか？」

「どんな風に？」

「こう……なんか、可愛い感じで。子どもが喜ぶように。瓶を星の形にするとか」

「安易過ぎないか、それ」

　ザックの突っ込みにコニーは眉を吊つり上あげた。

「安易とは何よ、安易とは！　子どもに受けると薬が売れるじゃない！　子どもは薬とか嫌いでしょ！　だから可愛くするのよ！」

「いや、だからその発想が安易だと……」

「待った。コニー、それ、もらった」

　オレは二人のやりとりを止めた。

「え？　星の形にするの？」

「いや、それは安易だからやらないけど」

　あっさり切り捨てると、コニーが「うきー！」と暴れ出す。

「子どもに受けるって点だよ。確かに魔法薬って子どもが好きなものじゃない」

　付き合うと長くなるので妹を無視しつつ、オレが続けると、姉さんが頷いた。

「あらあら、そういえば、そうねぇ。今までの薬ってどうしても味が苦かったり辛からかったりするから。中々飲まなくて親が苦労するって話は聞いたことがあるわぁ」

「そうそう。それだよ。魔法薬を飲みやすくしよう」

「どうやるんだよ。味はそう簡単に変えられねえぞ」

　ザックの言う通り。素材と魔力以外の物を使えない為、どうしても魔法薬の味は画一的なものになりがちだ。

「ただ、他のもので補うことは出来る。その線でなんとか出来ないかな」

　いいところを突いたとは思うんだけど。

「難しいわね。……子どもに受ける魔法薬か」

　アイラも目を閉じて悩み始めた。コニーに至ってはさっき言われたことをまだ気にしているのか、ふて腐くされている。

「まあまあ。まだ時間はあるわぁ。皆みんな、週末までに考えてきてくれるかしらぁ？」

　姉さんが提案した。確かに、あまり急ぎ過ぎても良い結果は出ない。オレ達は一旦、会議をやめて、通常業務へと戻もどることにした。

　その後、いつも通りに仕事を終えて、オレは帰宅する。

「やれやれ、今日も疲つかれたな」

　祭りのこともそうだけど、他の作業も中々に忙いそがしく、体が重かった。

　ぐったりとしたまま帰り道をだらだらと歩き、家に着く。

　だが、扉を開けて足を踏み入れた途端、

「おかえりなさい、旦那さま！」

　待まち侘わびていたというように、リルカが走ってきた。その姿を見るだけで、さっきまでの疲ひ労ろう感かんは吹ふき飛とんでしまう。

「ただいま、リルカ！」

　オレは鞄かばんを置き、床ゆかに膝ひざをついた。咳せき払ばらいしてから、話を持もち掛かける。

「そ、その。いつもの、いいかな？」

　するとリルカはすぐ察したみたいに、頬を染めて頷うなずいた。良かった。最近はこれがあるから、いくら仕事が重なっても平気なところがある。

　オレはそのまま、リルカへともたれかかった。

　彼女はそっとこちらを抱だき締め、頭を撫でてくれる。

「はい。今日もお疲れ様さまでした、旦那さま」

　彼女の優やさしい声と、温かで柔やわらかな感かん触しよくに、仕事で摩ま耗もうしていた精神が回復していく気がする。八つも下の子に全面的に縋すがっているなんて、人には見せられない姿だなと思うんだけど。以前に寝室でのことがあってから、帰宅するとこうしてもらうようになった。

「……ああ、不思議だ。癒いやされる」

　恥ずかしいけど、どんな魔法薬を飲むよりも、疲労回復効果があるんだよな。

「悪い。なんか、甘あまえるような真似まねをして」

　小さく言うと、リルカは耳元で囁ささやいた。

「いいんですよ。旦那さまはいつも頑張ってらっしゃるんですから。わたしにくらい甘えたって構いません」

　その慈いつくしむような言葉に、オレはほっとした気持ちで息をつく。なんてすばらしい奥おくさんなんだ。一緒に暮らし始めてそろそろひと月近くになるけど、未いまだに彼女の全すべてに有あり難がたさを感じる。しばらくそのままでいたが、やがてオレはリルカから離はなれ、立ち上がった。

「ありがとう！　元気が出たよ。今日の夕食はなに？」

「シチューにしました！　お肉とお野菜がたっぷりとれますよ」

　オレからローブを預かって、弾はずむような足取りで、奥へと行くリルカ。

　……最初は違い和わ感かんがあったけど、いいな、こういうの。

　彼女の後ろ姿を見ながら、そう思った。

　これまで当たり前の話だけど、帰ってきても家の中は真っ暗だった。おまけに火が点ついていないから冬場は寒く、凍こごえるかと思うこともある。

　だけど、今は違う。家からは明かりが漏もれていて、一歩入れば温かい。

　おかえりと言ってくれる人が居て、ただいまと言える人が居る。

　そのことが、少しむず痒がゆいけど、嬉うれしくもあった。

「はい、旦那さま。沢たく山さん食べて下さいね」

　シチューをよそった皿を、リルカが渡わたしてくれる。受け取ると、指先にじわりと温かさが伝わってきた。今日は少し寒いから、とてもありがたい。

　スプーンで掬すくって口に入れると、牛乳が野菜の甘あま味みと絶ぜつ妙みように合わさっていて、そこに噛かみ締しめた鶏とり肉にくの旨うま味みが加わって最高に美味うまかった。喉のどを通り、シチューが胃に落ちると、お腹なかの辺りがぽっと火が点いたようになる。それがまた気持ち良い。

「いや、今日も美味おいしいよ。本当に！」

「ありがとうございます！　旦那さまは今日、どんなお仕事をされたんですか？」

　組んだ手を顎あごに乗せて訊いてくるリルカに、オレは事務所での出来事を話した。一日の終わりにこうして二人でその日にあったことを言い合うのが、習慣になっている。

「それで、急な依頼が入ったりして大変だったんだけどね。まあ、なんとかこなせたよ」

「そうでしたか……さすが旦那さまですね。良く出来ました」

　微笑みながら、リルカはオレの頭を撫でてくれた。照れくさいけど、彼かの女じよにそうしてもらうと、自分が仕事を終えたという実感が湧わいてくるから不思議だ。

　社会に出てから、金を稼かせぐために苦労をするというのは当たり前で、特別なことじゃないと思うようになった。何かをして、褒ほめられるのは、子どもの時で終わったのだと。

　でもリルカに『良く出来ました』と言ってもらうと、なんだか、くすぐったくもあるけど嬉しくて、心が和なごんでいく気もする。

　ああ、オレは頑張ったのかな、なんていう実感が湧いてくるのだ。

　同時にそれは、じゃあ、明日も頑張ろうという気持ちにもなってくる。好きな仕事をやっているオレでさえそうなんだから、他の皆なら余計にそう思えるのかもしれない。

「褒めてもらうって、結構、重要なのかもな……」

「なにか仰おつしやいました？　旦那さま」

　シチューを食べていたリルカが顔を上げた。オレは慌あわてて「なんでも」と誤魔化す。

「それより、少し困ったことになってね。来週のお祭りでのことなんだけど」

　オレは事務所で、皆と案を出し合ったことを語った。

「そうですか……確かにそれは難しい問題ですね」

「うん。一口に子どもに受けるって言っても、色々あるからなぁ」

　どこからとっかかればいいのやら。

「子どもは甘いものが好きですよね。お薬も甘いお菓か子しに出来ればいいんですけど」

「はは、そうだね。それが出来たら、多分、率そつ先せんして食べてくれるだろう……な……？」

　――瞬間。オレは頭の中に雷いかずちが落ちるのを感じた。

「……それだ。それだよ、リルカ！　やった！」

　リルカの手を握にぎって興奮すると、彼女は丸い目をしばたたかせた。

「薬だから飲むって発想しかなかったんだ。リルカの言葉で思いついたよ！」

「え、わたしの、ですか？　一体どのような……」

　オレはリルカに顔を近づける。

「頼たのみがある、リルカ！――仕事を、手伝って欲しい！」




　夜が明けて、オレは事務所に居た。でも今日は、一人で出勤したんじゃない。

「で……今回はオレの出した案を実現する為に、特別な助すけっ人とをご招待しました」

　集まった所員全員を前にして、オレは言った。

「紹しよう介かいします。――リルカ＝メーアさんです！」

「何なに卒とぞ、宜よろしくお願い致します」

　隣となりに居たリルカが一礼する。今日の彼女は、髪かみを後ろで小さく三つ編みに纏まとめていた。

「いや、知ってるわよ。いきなり改まらないでよ」

　アイラが何事かと怪訝な顔をした。

「一体なんなのよ、お兄ちゃん。魔法薬の企画でしょ？　この子、魔導士でもなんでもないじゃない」

　コニーの言葉に、オレは首を振ふる。

「そこだよ、コニー。オレ達はあまりにも魔導士であること、魔法薬士であることに固こ執しつし過ぎたんだ。全く違う視点が必要だったんだよ」

「あらあら。それがリルカちゃんなの？　一体なにを作るのかしら？」

　質問してきた姉さんに対して、オレは答えた。

「――魔法クッキーだ」

「「「「魔法クッキー？」」」」

　オレとリルカ以外の全員が声を揃える。姉さんを除いて、面食らっている顔まで同じなのでちょっと面白かった。

「子どもは魔法薬が苦手だ。でもクッキーは好きだ。なら、クッキーの形をした魔法薬なら喜んで飲む……食べてくれるだろ？」

「理り屈くつは通っちゃいるが、問題は味だろ。いくらクッキーにしたところで苦かったり辛かったりしたんじゃ意味がない」

「そこでリルカに活かつ躍やくしてもらう」

　ザックを見ながらオレはリルカに手を伸のばし、その背を軽く叩いて、

「彼女に味付けを担当してもらうんだ。なんとかなる……と本人は言っている」

「はい。普ふ通つうのクッキーに使うものだけでは無理かもしれませんが、香こう草そうなどを混ぜ込めばなんとかなると思います」

　これまでも時折、仕事中にリルカから差し入れなんかがあったから、彼女の腕は全員の知るところだ。予想通り、四人とも納なつ得とくしたような顔になった。

「ふうん。まあ、あなたの料理技術だけは認めてあげなくもないから、信用してあげなくもないけどね」

　コニーがやたらと遠回しな言い方をする。素す直なおに楽しみにしてるって言えばいいのに。リルカの持ってくる料理やお菓子を一番美味おいしそうに食べてるの、お前だからな。

「まあまあ。リルカちゃんがそう言うなら問題なさそうねぇ。子ども用に食べやすい栄養薬のクッキーがあれば、確かに受けそうだわぁ」

「そういうの、今まで無かったしね。確かにわたし達、魔法薬士には出来ない発想ね」

　姉さんとアイラが交こう互ごに告げると、リルカは手を合わせて微笑んだ。

「決まりですね。では、場所を移動しましょう」

　全員で事務所を出て、オレの自宅がある方角に向けて歩き始めた。

「ジェイクちゃん、どこにいくのかしら？」

「リルカがうちの近くにあるパン屋の調理場を借りてくれたらしいんだよ。今日は休みだから、後始末さえきちんとしてくれればいいってさ」

　オレの説明に、ザックは「へえ」と驚いたような声を出した。

「すげえな。どうやって了りよう承しようしてもらったんだ？」

「別に大したことはしていません。毎朝、旦だん那なさまのパンを買いに行くので店主の方と仲良くなったんです」

「へぇ、そうなんだ。すごいわね、リルカちゃん」

　リルカの言葉に、アイラが目を丸くする。

「そうだろ。リルカはなんていうか、話し上手でさ。誰だれとでも仲良くなれるんだよ。オレにはない才能で羨うらやましいなって思う」

「そんな、大げさです。旦那さまの魔法薬の知識や感覚に比べればわたしなんて」

「いやいや、それこそ経験である程度はどうにかなる問題だろ。リルカのは生まれもったものだから誰にも真似できないって」

「いいえ、旦那さまの方が素す晴ばらしいお方です！」

「リルカの方がすごいって！　なんだったら君の良いところを十個以上は言えるよ！」

「わ、わたしだって、二十個、いえ、五十個は言えます！」

「なら百個、百個でどうだ！」

「負けませんよ！　ならわたしは千――」

「はいはいはいはい。あなた達が仲良いのは分かったからその辺でやめときなさい。やめないとジェイクの首を絞しめるわよ」

　アイラが割と本気の声で、オレの首元に手をかけてくる。

「なんでオレだけ!?」

「そんなのリルカちゃんが可愛いからに決まってるでしょ!?」

　なんで正論っぽい感じで言ってくるんだ!?　いや否定はしないけど！

「うぬぬぬ。さらっと新しん婚こん生活が順調だと話したわね。侮あなどれないわ、あの女」

　コニーまで何やら歯は噛がみしていた。どうしたんだよ、お前は。

「……あ、そういえば、リルカ、昨日の約束って何なんだ？」

　ふと思い出して、移動中に尋ねると、リルカは「ふふ。秘密です」と口元を緩めた。

「約束ってなんだよ」

　横から訊きいてきたザックに、オレは答える。

「いや、今回のことをリルカに頼んだら、引き受ける代わりにちょっとお願いごとを聞いて欲しいっていうから」

「あら。なにを頼むつもりなのかしら？　リルカちゃん」

　アイラから話を振られたリルカは、

「ごめんなさい。旦那さまに言うまでは、誰にも話さないつもりなんです」

　と頑かたくなな態度を貫つらぬいた。むう。気になる。どうにも先日のセシリア姉さんと会話から繋つながっているようにしか思えないんだけど。約束って形にしたらオレも断れないとか、そういうことを助言したんだろうか。

「あらあら。早速、実行したのねぇ」

　とか思っていたら、姉さんだけが訳知り顔がおで頷いていた。やっぱりか。

「……あなた、お兄ちゃんに何かいやらしいことを頼むつもりじゃないでしょうねえ」

　コニーがリルカを横目で睨にらんだ。

「いやらしいことって、コニーちゃん、いくらなんでもそんなことは。リルカちゃんよ？」

　アイラが笑いながら言うのに、コニーは口を尖とがらせた。

「分からないわよ、そんなこと。こう……聞いているだけで恥はずかしくなるようなことを要求するかもしれないわ」

「たとえばどんなことだよ」

　ザックの質問に、コニーはしばらく考え込んだ後で、

「そうね。きっと――寝ねるまで手を握っていて欲しいとか、そういうことよ！」

「…………」「…………」

　アイラとザックの二人が黙り込んだ。

「どうしたの？　二人とも。ちょっと公衆の面前で言うには破は廉れん恥ち過ぎたかしら」

　顔を赤らめるコニーの頭を、姉さんが「あらあら」と撫でた。

「コニー、お前、いくつだっけ」

　ザックが複雑そうな顔で尋ねる。

「十五よ。いきなり、なによ」

「そうなの……なんていうか、いつまでもそんなあなたでいてね」

　今度はアイラがそっとコニーを抱き締める。

「なんか馬ば鹿かにされてないかしら？　あたし」

「してないしてない」「可愛いってことよ」

　むっとした様子のコニーだったが、ザックから否定され、アイラから褒められたので、最終的には満足そうな顔になった。意外なほどに純じゆん粋すいだな、こいつ。……つい先日それをやったのは伏せておこう。大おお騒さわぎしそうだし。

「そのようなことではありませんよ。旦那さまから話されるのをお待ち下さい」

　柔らかに笑えみを浮うかべて、リルカは結局、詳しよう細さいを語らなかった。

　間もなく目的地であるパン屋が見えてきた。小さいけれど、年季の入った造りで、長い間ここで商売をしているということが雰ふん囲い気きで分かる。

「ここのパン、美味いんだよな」

　外がカリカリだけど中がふわっとしていて、バターなんか塗ぬって食べると最高だ。他にも様々な具材を入れたものもあって、どれも最高の味がする。

「本当はパンも自分で作りたいのですが、旦那さまがそこまでしなくて良いと仰おつしやるので」

　リルカが店を見上げながら言った。

「いや、手作りだと朝早く起きなきゃいけないだろ。リルカは他に家事とかしてるし、任せっぱなしだからさ」

「そんなこと、気になさらなくても……」

「無理して体調崩したら、それこそ大変だろ！　今でもオレは満足してるよ。いつもありがとうな」

「いえ！　旦那さまに喜んでもらえれば、わたしはそれだけで充じゆう分ぶんですから！」

　オレとリルカは、互たがいに笑い合う。

「うっせーな、さっさと行けよ」

　和んでたら後ろからザックに蹴けられた。

「さっきから不意打ち気味に見せつけるんじゃねえよ。幾いくら親友でもそろそろ蹴るぞ」

　蹴ったじゃないかよ。もう。

「コニーちゃん、今日、ちょっと仕事終わりに付き合ってくれる……？　お姉さん、飲みたい気分なのよ……」

「……分かるわ。分かり過ぎるほど分かるわ。了りよう解かいよ」

　別の二人は別の二人でなんか、意気投合してるし。

　とりあえず入ろう。オレはパン屋の扉とびらを開けた。

「や、いらっしゃい、リルカちゃん」

　出で迎むかえてくれたのはでっぷり太った男性と、同じような体形をした女性だ。

「こんにちは、マシューさん、エイマさん。今日は無理なお願いを聞いて頂いてありがとうございます」

　リルカが挨あい拶さつをすると、二人とも鷹おう揚ように頷いた。

「構わないよ。リルカちゃんはこの辺の店では人気者だからね。協力できるなら光栄さ」

　マシューと呼ばれた男性が言うと、隣のエイマさんがこっちを見てくる。

「で、この中の誰がリルカちゃんの旦那なんだい？」

「こちらの方です」

　リルカがオレのことを紹介すると、エイマさんはすぐにつかつかとこっちに歩み寄り、

「あんたが旦那かい！　なんだか、頼りないなりしてるね！」

　躊躇ためらいなく正直に第一印象を口にしてくれた。

「……どうも、すみません。ジェイクです」

「あんた、リルカちゃんを大事にしないと承知しないよ！　こんないい子、滅めつ多たにいないんだから！　分かってる!?　たまには贈おくり物ものなんかして、喜ばせてあげなさいよ。ほら、宝石とか花とかさ！」

　分かってます。分かってますから体をばんばん叩たたくのはやめて下さい。

「おい、お前、失礼だろう。やめておきなさい。すまないね、ジェイクさん」

「いえ……あの、リルカがこの辺りの人気者って本当ですか」

　オレの確かく認にんに、マシューさんは、

「そうだね。ここもそうだし向かいの雑貨屋や肉屋なんかもリルカちゃんが来る日を心待ちにしてるよ。何せ今時、素直な良い子だからね」

「そんな……も、勿もつ体たいないお言葉、ありがとうございます」

　頬をぽっと染めているリルカの後ろで、アイラが呟いた。

「既すでにご近所での立場も確立している……なんなの、この子は。完かん璧ぺき超ちよう人じん主婦なの」

　確かにすごいな。いつの間にって感じだ。

「じゃあ、あたしらは家に帰るよ。鍵かぎ預けていくから、悪いけど後で返してくれるかい？」

　エイマさんから鍵を渡されて、受け取ったリルカは頷いた。

「じゃあね、リルカちゃん。またパン、買いに来てね」

　マシューさんを先頭に、パン屋夫妻は店を出て行く。

　六人だけになったところで、オレ達は店の奥へと移動した。そこには調理台や竈かまなんかが備え付けてある。普ふ段だんはパンを作って焼いているのだろう。

「では、早さつ速そくですが、クッキーを作っていきましょう。必要なものは朝方に用意したり、マシューさんご夫妻やご近所に借りたりして、運んであります」

　リルカは冷蔵庫や棚たなから取り出して、調理台の上に次々と材料を載のせていった。

　薄はく力りき粉こ、バター、砂糖、塩、卵を並べて、ついでに棚にかけてあったエプロンをとる。

「皆さん、これを身に着けて、手を洗って下さい。使った後はわたしが洗せん濯たくしてご夫妻に返しておきます」

　言われた通りにする、所長を含ふくめたレイランド事務所の面々。ここはリルカが仕切り役だ。彼女の指示には従わなくちゃいけない。

「はい。では、準備は整いました。今ここにあるのは、基本的なクッキーの材料です。ここに、これを加えます」

　リルカは調理台のボウルや泡あわだて器きなどが並んでいる横にある、緑色の中身が入った瓶びんを取り出した。

「これにはパッデミッタという香草が多く入っています。通常は肉や魚の臭み消しに使うのですが、不思議なことに卵やバターに混ぜると匂い以外に独特の味を出すんですね」

　オレを含めリルカ以外の全員は、ただただ、頷くだけだ。

「そのパッデミッタを中心にして、数種類の香草を混ぜ合わせたものをご用意しました。これで魔法薬の苦みを消してくれると思います」

「クッキーに使うってことで、通常の栄養薬に使うのとは違ちがう素材を扱あつかうことを考えた。ぺダリ鉱石とウルグラフの実にアマムキの香こう木ぼくを加えることで、クッキーのバターと卵の匂いを邪じや魔ましないように出来るはずだ。もちろん薬効の維い持じも出来るように気を遣つかったから、大だい丈じよう夫ぶだと思う」

　オレは用意していた魔法薬の入った瓶を置いた。昨日、今回のことを思いついて一晩、研究室であれこれ試し行こう錯さく誤ごして完成させたものだ。

「あらあら、咄とつ嗟さに思いついたことでそこまで魔法薬の調整が出来るなんて、さすがジェイクちゃんねぇ」

　姉さんが称しよう賛さんすると、他の仲間達もうんうんと頷いた。リルカは傍そばで、我わがことであるかのように喜んでいる。

「――というわけで、作りましょう！　皆さんも手伝ってください」

　腕まくりをするリルカが号令をかけ、全員が調理を開始した。

「まずはボウルに室温に戻したバターを入れて、泡だて器で掻かき混まぜていきます」

　手て際ぎわよくボウルにバターを入れて泡だて器を使い始めるリルカを参考にして、見よう見まねでやってみる。……結構難しいな。

「あの、上手く混ざらないんだけど……」

「力を入れ過ぎているのかもしれません。少し抜ぬいて下さい」

　早速音を上げたアイラにリルカが助言をしていると、

「ひゃいんっ!?」

　コニーが奇き妙みような声を上げた。勢いあまったせいか、泡だて器が飛んで、ザックの鼻頭にぶつかる。

「痛い!?　なんでクッキー作りで攻こう撃げきされてるの!?」

「コニーちゃん、怪我けがはない？」

「コニー、泡だて器は壊こわれてないか。借り物だからな」

　オレとアイラが気き遣づかった。

「お前ら俺を心配しろよ！」

「ああ、生きてる？　ザック」

「生きてるよ。死ぬわけないだろ」

「ならいいわ。続けましょう」

「そうだな。問題ない」

　二人で頷き合うと、ザックが「お前ら本当に友達か!?」と叫さけんだが、聞こえない振ふりをする。

「リルカちゃん、これでいいかしらぁ？」

　姉さんがボウルの中身を見せた。見事なまでにクリーム状になっている。

「はい、完かん璧ぺきです！　お義姉ねえさま、クッキーを作られたことがあるのですか？」
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　驚おどろいたように言ったリルカへ、姉さんは答えた。

「あらあら、まったくよ。なんとなくやったら出来たのよぉ」

　……この人、リルカの指導、要いるかな。

「姉さん、見学してていいよ。全員が要領を覚えたら参加してもらうから」

　オレが言うと、姉さんは不満そうに眉まゆ根ねを寄せた。

「ジェイクちゃん、ひどいこと言わないでよぉ。姉さんだって皆と和わ気き藹あい々あいやりたいわぁ」

「いや、どう考えても教えられずに出来るだろ、完璧に」

「あらあら。分かったわ。じゃあ、すごく失敗するから仲間に入れて？」

「なんでだよ！　一いつ緒しよにやっていいからちゃんと作ってくれ！」

　姉さんの言う『すごく失敗する』が恐こわ過すぎる。

　その後、なんだかんだの苦労はしたものの、どうにかバターがクリーム状になってきた。ここから砂糖、塩をリルカが指示した分量入れて、更さらにまた混ぜていく。

「白くなるまで、回すようにすり混ぜて下さいね」

　リルカの言葉に、皆は真しん剣けんな顔で作業を行っていった。

「そういえばアイラは料理とかしないのか」

　ふと気になって尋たずねると、アイラはボウルに視線を落としたままで、

「するわよ、たまに。パン焼いたり。後は買ってきたお肉を適当に塩コショウして焼いたり。後はあれ。キャベツを半分に切って丸かじりするわ」

「……それ、料理か？」

「材料をそのまま使ってるわけじゃないから、料理よ」

「まあまあ。野性的で素す敵てきよぉ、アイラちゃん」

「恐きよう縮しゆくです、所長！」

　多分姉さんも褒めてないぞ、アイラ。

「いやお前、最低限すぎないか。パンや肉はともかく、キャベツ丸ごと食ってたらただの獣けものだろ。年とし頃ごろの女が野生化してたらびっくりするわ」

　ザックが突っ込むと、アイラはむくれた。

「うるさいわね。腹に入れば皆一いつ緒しよよ」

　料理出来ない人が行き着く最終的な結論だな、それ。

「白くなったら、ここで卵らん黄おうを加えます。まんべんなく混ざったら、薄力粉を固まらないよう、数か所に分けて加えて下さいね」

　リルカが言いながら卵を取って調理台の平たい場所にぶつけた。細い指先で殻からを割って、綺き麗れいに黄身と白身を分ける。

　流れるような手際に、オレは思わず拍はく手しゆをしてしまった。アイラやザックもそれに倣ならう。

　姉さんは元より、リルカより下手ではあるものの、オレ達たちもこれくらいは出来た。

「ふ、ふん。なによ、その程度、あたしにだってやれるんだから」

　と思っていたら、コニーが対たい抗こうするように卵を手にとった。

　瞬しゆん間かん――ぐしゃっと鈍にぶい音を立ててそれが潰つぶれる。

「……これはこれで見事だな」

「というかなんで握っただけで瞬しゆん時じに粉々になるんだよ。せめて割れよ」

　オレとザックの感想に、コニーは顔を赤くした。

「こ、こ、この卵が変なのよ！　きっと古くなっていたんだわ！　これなら！」

　ぐしゃり。

「こ、ここ、これも古いわね！　これ！　これが一番新しい卵よ！」

　ぐしゃり。

「これなら！　これなら、もう、割れないはず」

　ぐしゃぐしゃり。

「……これに賭かけるわ！」

「待て待て、コニー。もうやめなさい。賭けるってなんだよ。卵に使う言葉じゃないだろ」

　オレが止めると、コニーは半分泣きそうな顔になっていた。

「だ、だってぇ。ここ、この子が、言うことを聞いてくれなくてぇ」

　動物か何かなのか。お前が持ってるのは。

「コニーさん、卵は優しく扱ってあげて下さい！　そっと持つような感じでいいですよ」

　見かねたリルカが後ろからコニーの手をとって、卵を軽く調理台にぶつけてくれた。今度は上手くいく。

「あ……出来た。出来たわ！　やった、ありがとう、リルカ！」

　コニーは飛び上がって、リルカに飛びついた。が、すぐに我に返ったような顔で離れる。

「ふ……ふん！　今回だけはあなたの言うことを聞いてあげるわ。だからもっとちゃんと教えなさいよね」

　頬ほおを紅色に染めながら言ったコニーに、リルカはくすくす笑いながら「はい」と答えた。

「完全にリルカちゃんが年上だな」

「あらあら。二つか三つは上に見えるわねぇ」

「コニーちゃんもリルカちゃんのおしとやかさを少し見習ってくれればいいんだけど」

「そこ！　余計なおしゃべりしてんじゃないわよ！」

　ザック、姉さん、アイラがこそこそ話していると、コニーから怒おこられた。

「薄力粉を加えましたら、泡だて器から木べらに持ち替かえます。混ぜる時は底からすくい上げるようにして、さっくりと切るように。材料がくっつくことがあるので、気を付けて下さいね」

「先生、くっつきました」「わたしもくっつきました」「オレも」「……あたしも」

　全員が気をつけろと言われた端はなからこの体ていたらく。少しは魔ま法ほう薬やく製作以外のことも練習した方がいいのかもしれない。

「大丈夫です！　こうすればいいんです」

　リルカが木べらを持って手を動かした。――と思うと生き地じがくっつかずに混ぜ合わされ始める。え、今、何をした!?

「リルカちゃん、動きが見えなかったんだけど!?」

　アイラが驚くとリルカがきょとんとして、

「え、そうですか？　じゃあ、ゆっくりやりますね！」

　今度はコニーのボウルを持って木べらを動かす――瞬間、綺麗に混ざり合っていた。

「いやだから見えないのよ!?」

　コニーが目を見開く。ちょ、超ちよう技ぎとはこのことか。

　それでもリルカに手伝ってもらいながら、オレ達はなんとか先に進めていった。

　最初は粉っぽい感じだった中身が、しばらくするとしっとりとしてくる。

「はい。ここで香こう草そうと魔法薬を流し込みます。旦那さま？」

　オレは瓶から薬を生地に流し込んだ。次にリルカが、香草瓶の中身を降ふり掛ける。

「これを更に混ぜまして、生地を棒で伸ばします。後は型かた抜ぬきして、二回に分けて竈で焼けば出来上がりですね」

「ふうん。意外に簡単なのね」

　アイラがさも問題なくやれたみたいな顔をする。

「さっき、材料の分量を間ま違ちがえてボウルへ大量に投入してたやつがよく言うよ。必死に取り除いてたの見たぜ、俺おれ」

　ザックの指し摘てきに、アイラは「うぐっ」と呻うめいた。

「ま、まあ、なににせよ、リルカちゃんから習った以上はもう同じ間違いは犯おかさないわよ」

「あらあら。それじゃあ、これからは一人で出来るわねぇ、アイラちゃん」

　姉さんが声をかけると、彼女は恐おそろしく衝しよう撃げきを受けた顔をした。お前の親は半魚人だったと告げられた時のような表情だ。

「……無理みたいだな」

　全てを察してオレは言った。

　生地が平らになったら、小さめのコップを使って円く、くり抜いていく。

　天板にそれを載せて、火のついた竈に放ほうり込んでしばらく待てば、出来上がりだ。

　リルカがお茶を淹いれてくれたので、皆みなで一服して待つことにした。

　しばらくすると、次し第だいに良い匂においが立ち込めてくる。

「ああ……クッキーの焼ける匂いって、どうしてこうも幸せになれるのかしら」

　アイラがうっとりとする。同意だ。

「出来ました！　皆さん、試食して下さい！」

　リルカが竈から天板を取り出だして、差し出した。焼き立てのクッキーを手に持てる程度まで冷ました後で、全員そろって噛かじり付つく。

　さっくりした感触の後で、バターと牛乳の濃こい味が広がり、魔法薬の微かすかな苦みが舌を刺し激げきした。でもそれはすぐに独特の匂いと甘味にかき消され、良い具合の調和をもたらす。

「あ、いいわね、これ。普通のクッキーより美味しいかも」

「そうだな。口当たりが軽くなってるから何枚でもいけそうだ」

　アイラとザックがそれぞれに感想を漏らした。コニーに至っては無言で何枚もばくばく食べている。わざわざ確かめなくても心の中が透すけて見えた。

「どうかな、姉さん。商品として通じると思うんだけど」

　意見を求めたオレに、姉さんは手を合わせる。

「そうねぇ。これなら小さい子でも食べられるし、とっても素敵だと思うわぁ」

　所長から許可が出たことで、レイランド事務所一同は、ほっと胸を撫なで下おろした。

「良かった！　成功ですね。やりました、旦那さま」

　リルカが顔を綻ほころばせたので、オレも微笑ほほえみ返す。

「リルカの腕うでが良かったからね。君の手て柄がらだ」

「いえ、旦那さまの案がなければそもそも作ることさえ出来ませんでしたから」

「いや、君だって」

「旦那さまです！」

「でも君が――」

「はいはい、二人の勲くん章しようでいいじゃねえか。これで終わらねえんだから、作業続けるぞ」

　後ろからザックに手刀を喰くらい、それもそうだと、オレは再びクッキー作りを始めることにしたのだった。




　結局夜よる遅おそくまでかかり、クッキーは完成し、全てを包装することが出来た。

　ただ、まだこれで終わったわけじゃない。来週の祭りで出して、どうなるかだ。

　味見して良かったんだから大丈夫だと思いながらも、一いち抹まつの不安を抱いだきつつ、オレ達はクッキーを依い頼らい人にんに納品した。

　そして、当日。オレはリルカと一緒に売れ行きの様子を見に、通りを訪おとずれた。

　祭りは例年以上に大だい盛せい況きようで、沢山の人達で賑にぎわっている。他国から来て店を出している人達もいて、その土地でしか味わえない料理を提供して評判になっていた。

「リルカ、はぐれないようにね」

「はい、旦那さま」

　オレが声をかけるとリルカは差し出した手を握る。二人で人ひと混ごみを掻き分わけていくと、やがて魔法薬を販はん売ばいする区域へと辿たどり着ついた。

　幾つかの屋台が並ぶ中、どこもそれなりに人が並んでいたが、中でもひと際きわに長い行列が出来ているところがあった。

「あら。あそこ、レイランド事務所の魔法薬を売っておられるところではありませんか？」

　本当だ。看板が上がっていて、オレの名前が書かれている。

「やりましたね！　大成功したんですよ！」

　リルカが喜んだのを見て、オレはほっとした。物としては上手うまくいったと見ていたけど、だからと言って必ず売れるかと言われればそうじゃない。

　需じゆ要よう的な問題もあるし、何かの時期を外せば、本来なら数を出すはずのものが全くさばけないということも往々にしてある。それが物を創つくるということの難しいところだ。

　でも、これなら一応の格好はついたみたいだな。オレはやれやれと思いながら屋台へと近寄っていき、

「……あれ？」

　何かがおかしいと気付いた。

　行列の先頭はオレの屋台ではなく、すぐ隣の方へと繋がっている。

　そっちには高々とド派手に、趣しゆ味みの悪い色の文字で『ネクトールの最新魔法薬　これさえ飲めばあなたも明日から舞ぶ台たい女優の体になれる』と書いた看板が上がっていた。どうやら脂し肪ぼうを燃ねん焼しようさせる魔法薬らしく、お客さんは女性が九割ほどだ。

　いや、それはともかく、

「うちの屋台、誰も並んでないぞ……」

　すぐ傍にあるネクトールの店とは大おお違ちがいで、悲しいくらいに閑かん散さんとしていた。

　……まずい。これは、外したか？

「そんな！　おかしいです。旦那さまの魔法薬が売れないはずがありません！」

　リルカが憤いきどおっていると、聞き覚えのあるねちっこい声が耳に入ってきた。

「いやいや、これはジェイク＝レイランドさんではありませんの」

　部下を大勢引き連れたネクトールだ。今日はうさぎの絵が刺し繍しゆうされた小さな帽ぼう子しを頭に載せ、襟えり元もとに巨きよ大だいなフリルがついた燕えん尾び服ふくを身に纏っている。どういう趣味してるんだ。

「いやぁ、まさかあなたほどの方と隣となり合あって店を出すとは。これはレイランドさん、ワタクシ、戦せん々せん恐きよう々きようと致いたしましたわ。なにせあなたは七ツ星、ワタクシは六ツ星。果たして勝てるでしょうか、とね？　当日もし、誰だれ一人ひとりとしてお客さんがいなければ、ワタクシ、絶望して地に膝ひざをつき天を仰あおぐところでした。ところが！」

　わざとらしい格好で、ネクトールは顎あごを反らして両手を上げた。

「蓋ふたを開けてみればなんということでしょう！　ワタクシの店、大評判！　大人気！　圧あつ倒とう的てき爆ばく発はつ的てき超売り上げ！　しかし、どうしたことでしょう！　レイランドさん、あなたの店はこの有様！　いや、不思議なこともあるものですわねぇ」

　うわー。なんでこの人、こう、上手いことこっちの神経を逆さか撫なでするようなこと言えるんだろうな。その内、殴なぐられるぞ。

「ワタクシ、先ほど祭りに訪れたのですが、この現実にはさすがに我が目を疑いましたわ。ただこれは、良い証明になったのではありませんか？」

　ネクトールが身を屈かがめて、薄うす笑わらいを浮かべながらオレの顔を覗のぞき込んでくる。

「あなたが星七つ、ワタクシが星六つという魔ま導どう士し協会の判断は大いに間違いなのです。この結果をもって早さつ急きゆうに対処し、ワタクシの星を上げるかあなたの星を下げるか、そのどちらかを行った方が良いのではありません？　ええ、そうでしょう、ジェイクさん？」

　知らないよ、そんなこと……。つまりあれか。この人、自分が星六つでオレが七つなのが気に入らないのか。そんなことでいちいち絡からまれても、良い迷めい惑わくなんだけどな。

「旦那さまの魔法薬があなたに負けるということは、ありえません！」

　その時、すっとオレの前にリルカが入り込んだ。

「あら、あなた、以前にもお会いした……」

「はい。ジェイク＝レイランドの妻、リルカです」

「え、レイランドさん、あなた結けつ婚こんなさった!?」

　なぜか滅め茶ちや苦く茶ちやびっくりした様子を見せるネクトール。

「はあ。そうですね。つい最近ですが」

「……そうですか。いえ、あの。それは……おめでとうございます」

　なんだろう。妙みように意い気き消しよう沈ちんしているような印象を受けるのは、気のせいか。

　まあ、一応、大人として「どうも」と頭は下げておく。

「……でもね、奥おくさん、先ほどの言葉は頂けませんわ。現実を見て御ご覧らんなさい。ワタクシの店、大行列！　大おお賑にぎわい！　なのにレイランドさんの店は客が誰一人としていません。この現実を、奥さん、どう解かい釈しやくなさるおつもりです？」

「き、きっと、なにか認にん識しきの誤りがあるんです！」

「あらあら。これはおかしい。現実が受け入れられないからって、逃とう避ひしてはいけませんわねぇ。ねえ、お前達？」

『はい、いけません！』

　姿勢を正し、不気味なほどに声を揃そろえるネクトールの部下達。毎日、訓練してるのかな。

「違います！　旦那さまは、すごい人です！　だから、あなたなんかに負けないんです！」

「ではこの現状をどう解釈なさるつもりですの？」

「そ、それは……えっと、な、なにかの間違いで……」

「どういう間違いがあれば、ワタクシの店とジェイクさんの事務所がこのように違いが出るんですの？　浅せん薄ぱくなワタクシに、どうか教えて頂けませんこと？」

「うっ。うう……うー！　だ、だって、旦那さまはとっても一いつ生しよう懸けん命めいで、誰かの為ために頑がん張ばってて、だから！　だから、こんなことになるはず……なるはずないんですー！」

　顔を真っ赤にして必死に反論するリルカ。つたないながらも、オレのことを想おもってくれての行動に、なんだか胸が温かくなる。

「もういいよ、リルカ。ありがとう」

　声をかけると、リルカは少し涙なみだ目めになった顔をこちらに向けてきた。オレは彼かの女じよに微笑みかけながら、頭を軽く撫でる。

「……まったく。ジェイクさんには失望しましたわね。こんな若い娘むすめを嫁よめにして、少々腑ふ抜ぬけているのではありません？」

　そこで、馬鹿にしたように鼻を鳴らすネクトール。……おい、さすがにカチンときたぞ。

「すみませんが、オレの成果について責めるのはともかく、リルカを悪く言うのはやめてもらえますか」

「……え？」

「今回の仕事は彼女が居たからこそ出来たことだ。結果がどうであれ、リルカのおかげで新しい商品が生まれたことに違いはない。それだけじゃなく、彼女はオレにとって必要な人なんです。そういう言い方は、許せませんよ」

　怒いかりを露あらわにしたせいか、ネクトールはたじろいだ。リルカはオレを驚いたように見てきたが、やがて口元を緩ゆるめて、こちらの手を握にぎってくる。

「ワ、ワタクシは何もそんなつもりで……た、確かに言い過ぎたかもしれませんが……」

　うろたえながらも、ネクトールはすぐに、「と、とにかく！」と話を切きり替えた。

「ジェイクさんが恐るべき大大大失敗をしてしまったと、このことに間違いはありませんわ！　そうでしょう、お前達！」

『はい、大失敗です！』

「違います」

　即そく座ざにネクトールの部下達へと言い放つリルカ。

　満面の笑みを浮かべているが、いわく表現し難がたい迫はく力りよくのようなものが備わっていて、彼かれ等らはびくりと体を竦すくませた。

「あらぁ、ジェイクちゃんにリルカちゃん。来てたのね」

　そんなリルカを見つめていたオレに声がかかる。振ふり向むくと、セシリア姉さんだった。

「ああ、姉さん。そうなんだ。ちょっと魔法薬の様子を見にね」

「そうなのねぇ。でも、残念ねぇ。私、屋台の様子を昼から見にきたんだけどねぇ」

　やはり、全く売れなかったということなのだろうか。

　ネクトールが勝かち誇ほこったような笑みを浮かべた。

「――うちで出した魔法薬、午前中で全部売り切れちゃったみたいでねぇ。様子を見ようにも、出来なかったのよぉ」

　が、思ってもみないセシリア姉さんの言葉に、その表情が固まる。

「え？　売れたの？」

「そうよぉ。お店の人に訊いたら、始まってすぐに色んなお客さんが殺さつ到とうしたそうでねぇ。屋台に出してるものはほとんど一いつ瞬しゆんでなくなっちゃったらしいのよぉ。慌あわてて在庫を出していたみたいだけど、それも見ている内になくなっちゃったようねぇ」

「そ、そうなのか。すごいな。でも、今出てるクッキーは？」

「あれは普ふ通つうのクッキーみたいよぉ。さすがにお祭りが始まったばかりで屋台を仕し舞まうわけにもいかないでしょう？　他の人に言って分けてもらったんですって」

　セシリア姉さんが指差した方を見ると、そこには小さな看板が下がっていた。

『レイランド魔法製薬所による【魔法クッキー】はご好評により完売致しました。現在、販売しているものは手作りではありますが、普通のクッキーです』

　あ、本当だ。まったく気づかなかった。

「所長として私も嬉うれしいわぁ。お母さんやお父さん、喜んでたんですって。これで子どもに辛つらい想いをさせずに風邪かぜを予防させてあげられるって。後、大人にだって食べやすいから大好評よぉ」

　にこにこする姉さんとは対照的に、ネクトールの顔はどんどん青ざめていった。

「ば……馬鹿な！　そんな！　そんなこと！　うちの在庫は幾つ残っていますの!?」
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　慌てて確認を取ったネクトールに、屋台へ飛んでいった部下が戻もどってきて報告する。

「う、売れてはいますがまだ沢たく山さんあるそうです。どうも午前中の客は全すべてその……レイランドさんの店にとられていたそうで」

「……そ……そそそそ……そんな……ッ！」

　口を大きく開けて、ネクトールは高らかに咆ほう哮こうした。

「圧倒的爆発的超敗北ーーッ！」

　そのまま、泡を吹ふいて倒たおれる。

　部下達は慌てて支えると、そのまま去っていった。

「……大丈夫でしょうか、ネクトールさん」

「まあ、平気じゃないかな」

　多分。恐らく。きっと。

「で、でも、やっぱり、旦だん那なさまの大勝利でしたね。わたしの思っていた通りです！」

　胸に手を当てて、リルカは誇らしげに言う。

「偉えらいわねえ、リルカちゃん。これからも、ジェイクちゃんを宜よろしくねぇ？」

　セシリア姉さんから頭を撫でられて、リルカは微笑みを浮かべたまま「もちろんです」とすぐに答えた。

「よぉ、ジェイク。なんかクッキー、滅茶苦茶売れたんだって？」

「やったわね。今月の給料は期待できるんじゃない？」

　と、ジェイクとアイラが姿を見せた。二人も出した商品のことが気になったのだろう。

「ふっ、これもそれもどれも、お兄ちゃんとあたしの実力があってこそね。ネクトールなんか、目じゃなかったわ」

　コニーも居たのか。

「コニーの実力ってなんだよ卵を粉ふん砕さいしたことか」

「的確に泡だて器を飛ばしてザックを攻撃したことかもしれないわ」

「あらあら、まあまあ。コニーちゃん、すごかったものねぇ」

　ジェイクとアイラの言葉に、セシリア姉さんがくすくす笑う。

「よ、よ、余計なことは言わないでいいのよ！　とにかく！　全て万ばん事じ上う手まくいったようね！　ま、まあ、あたしは別に心配してなかったけど？」

　そうかな。わざわざ祭りに来てるってことは不安だったんじゃないかと思うけど。

「まあ、なんとかなってよかったよ。今日だけでこれほど売れたんだったら、量産してもらうのも手かもな」

　さすがにオレ達が全部やるわけにはいかないから、それこそお菓か子し屋やなんかと提てい携けいして作ってもらえばいいかもしれない。

「そうねぇ。うちの主力商品がまた増えるわぁ」

　姉さんが満足げに口元を緩めた。

「旦那さま、この後はアイラさん達とご一緒なさるんですか？」

　リルカからの問いにオレは彼女の方を向いた。

「ん、いや、どうしようかな。あ……そういえばリルカ、結局、お願いってなんだったの？」

「あ、そうでした。もう聞いて頂いて宜しいですか？」

「……いいよ。言って」

　果たしてどんな内容になるのか。どきどきしながらオレは待った。

　リルカのことだからそんな物もの凄すごいことは要求してこないとは思うけど、彼女はオレと距きよ離りを近づけたいって言ってたし、前よりはいくらか積極的になるんだろうか。

　となれば、今度こそ口づけを唇くちびるに……とか。いやいやいや、頬だけでもかなり恥はずかしがってたし、それはないか。だとすればなんだろう。

　うう、気になる。オレはちゃんと応こたえられるだろうか。女性経験がないとこういう時に困るんだよな。予想が出来ないというか対策が出来ないというか。もっと妹や姉以外の異性と触ふれ合っていれば良かった……いやアイラが異性じゃないとかそういうことではなく。なににせよ上手く対応できるんだろうか、ああああ、不安だ。いっそ誰だれかに訊きいてみるとか、師し匠しようとか？　でもなんかそれは嫌いやだし、

「一緒にお祭りを楽しんで下さい」

　とは言え姉さんっていうのもなんか違う気がするし、くっそう女の子のお願い、なんなんだ、女の子のお願いとは――って、え？

「……一緒にお祭り!?　それだけ!?」

「はい。それだけです」

　脳内で自分自身と色々論議していたオレは、思い切り拍ひよう子し抜ぬけした。

「そ、そうなんだ……別にいいけど。もっとすごいのかと思ってた」

「すごいのですか？　どんなことでしょう！」

「いや、具体的にどうってわけじゃないんだけど……あ、あの。それじゃ、アイラ達に断わりを入れて、いこうか」

　オレが誤ご魔ま化かして誘さそうと、リルカは首を傾かしげつつも、頷うなずいた。

　なんか、ほっとしたような、残念なような、妙な気持ちだ。

　アイラ達に用事があるからと言ってから、リルカと一緒に屋台の並ぶ通りを歩き出す。

「じゃ、まずは何を見にいこうか。お腹なか減ってない？」

「減ってます。で、でも旦那さま……その前に、いいですか？」

　オレが「なに？」と振り向くと、リルカは息を吸い込んだ。覚かく悟ごを決めたような顔になり、「えいっ」と思い切るように言うと同時、こちらの腕に抱きついてくる。

「ど、どうしたの？」

「こ、これがわたしのしたいことの一つだったんです。その……旦那さまと腕を組んで、街を歩くって。い、いいですか？」

　照れくさそうに頬を染めて見上げてくるリルカ。うっ。可愛かわいい。いや、いつも可愛いんだけど今まで以上というか、日常で見る愛くるしさとはまた違った積極的で大だい胆たんな、それでも照れくさそうな感じがというか、あの、うん、すごく可愛い！

　……いかん。もう彼女の歳としとか、どうでもよくなってきている。これはザックに指摘されても言い訳出来ないかもしれない。

　いや、今、そのことはいい。大事なのはリルカだ。

「も、もちろん、いいよ。じゃ、行こうか」

　オレ達は、再び通りを進んでいく。

「あ、旦那さま、美味おいしそうな食べ物がありますよ。とうもろこしの粉で作った皮に揚あげた鶏とり肉にくと野菜を挟はさんでいるそうです」

「ふうん。初めて見るな。ずっと南の方の食べ物なのか」

　味が二つあったので、別々のものを購こう入にゆうした。オレが買った方は少し辛から味みのあるソースが、からっと揚がった鶏肉の香こうばしさとよく合っている。

「うん、美味うまい。リルカの方はどう？」

「はい、とっても美味しいです。交こう換かんしてみますか？」

　いいかもしれない。オレ達は半分ほど食べたものを互たがいに渡わたし合った。

「お、リルカの方もいいな。ソースの甘あま味みが強いけどしつこくない。なにを使ってるんだろう」

「そうですね。これは多分、南国産の果実を基本にして……あっ」

　味を分ぶん析せきしていたリルカが突とつ然ぜんに声を上げた。途と端たんに首筋から顔が赤くなっていく。

「……旦那さまと、間接キスをしてしまいました」

　恥ずかしそうにするリルカに、オレまでドキドキとしてくる。

「い、いや、君、オレに口づけまで迫せまっておいて」

「で、ですが、旦那さまがして下さったのは、ほっぺたにですし」

「そうだけど、オレ達、夫ふう婦ふなんだし……」

「あ、そ、そうですよね。……ふふ」

　リルカは頬を赤らめ、照れくさそうに笑った。……なんというか。こう。いちいち、ぐっとくるな、この子の反応。

「あ……ほら、旦那さま。あそこに可愛い置物がありますよ」

　リルカが走っていって、別の露ろ店てんを覗き込んだ。敷しかれた布の上には、様々な陶とう器き製せいの小さな像が並んでいる。その内の一つを、彼女は手に取った。猫ねこが欠伸あくびをしている様子を模したものだ。

「いいな。んじゃ、買おうか。家に飾かざるといいよ」

「……宜しいんですか？」

「これくらい別にいいよ。いつも安月給で苦労させてるしね」

　笑いながら硬こう貨かを渡して、像を受け取る。

「……ありがとうございます。わたし、猫、好きなんです」

　像を抱き締しめるようにして、リルカは微笑んだ。

　そうなのか。じゃあ、猫を飼うのもいいかもしれないな。

　……って、あれ。ふとそう思った自分に驚いた。

　動物は、遊び半分で飼うものじゃない。もしそうしたら、死ぬまで面めん倒どうを見るのは義務だ。オレは、そのことを覚悟で猫を家に住まわせようとしたことになる。

　動物なんて、生活の乱れた前のオレだったら、絶対に飼おうなんて思わなかったはずだ。

　でも、リルカが一緒なら面めん倒どう見みられるかな、なんてことを無意識の内に考えていた。

　リルカと暮らし始めてまだそんなに経たっていないのに、考え方が全く違ちがってしまったみたいだ。まるで仕事しかなかった頭の中に、リルカという存在がちょこんと座すわっているような、そんな感じだった。

「旦那さま、見て下さい。催もよおし物ものをやってるみたいですよ」

　リルカが指差す。道の真ん中を、巨大な台車が移動していて、その上に大勢が乗って足を高く振り上あげていた。踊おどりを舞まっているようだ。

「へえ、見事なものだな。一いつ般ぱん参加もできるみたいだ」

「行きますか？　旦那さま」

「オレが？　やめとくよ。不格好な様をさらして転ぶだけだ」

「ふふ。そんな旦那さまも、見てみたいですけど」

　おかしそうに笑うリルカに、オレも口元を緩めた。

　不思議な気分だ。形にしにくいものが、ずっと胸の中に漂ただよっている。

　手を通じて繋つながるリルカの心が、オレの何かを少しずつ、変えていくようだった。

　でもそれは、不ふ愉ゆ快かいなものでは決してない。

「え？　わたし？」

　リルカが自分を指差した。台の上から踊り子こが誘うようにこっちへ手を伸のばしている。

「でもわたし、踊りなんて……」

「いいじゃないか。見せてよ。面白おもしろそうだ」

「だ、旦那さま！　ご自分はしない癖くせに、卑ひ怯きようですよ！」

　リルカがむくれる。分かったよ、とオレも一緒に上がった。

　大勢が居る中、不器用にリルカが舞う。

　オレも倣おうとしたが、途端に足が絡んで倒れてしまった。

「あっ。大だい丈じよう夫ぶですか？　旦那さま」

「め、面めん目ぼくない。すぐどくから！」

　リルカの胸に顔を埋うめる形になってしまったので、急いで体を起こそうとする。しかし、

「いいんです。このままで」

「え、でも」

「旦那さまは、そのままで、いいんですよ」

　優やさしく言われて、オレはなんとも気き恥はずかしくなった。

　でもリルカの言葉が心地ここちよくて、つい、体を委ゆだねてしまう。

　まるで二人だけ別の世界に居るような、ゆっくりとした時間が流れていった。

　思えば、こんな風に誰かとなんでもない日を過ごしたことはないかもしれない。

　魔法薬士になってから、仕事、仕事に夢中のままで、立ち止まることを忘れていた気がした。

　それはそれで、悪くはなかったと思う。

　でも、リルカと居ると、失われていた何かが戻ってくる気がした。

　子どもの時に、日が暮れるまで無む邪じや気きに遊んでいたこととか。一年先でもなく、一か月先でもなく、明日、友だちと何をしようとか、そのことだけを考えていたこととか。

　上手く言い表すことが出来ないけど、かつて大切だと思っていたことが、自分の内側に蘇よみがえってくる。

　だから、というわけじゃないけど――。

　その日はしばらく、彼女に抱きしめられたままだった。







最終章　有給休暇と幸福のケーキ







　リルカと一いつ緒しよに暮らし始めてから、一か月半ほどが過ぎた。

　その間に、幾いくつか変わったことがある。

　一つは、帰り道を急ぐようになったこと。

　以前まではのんびりとした足取りで、〆しめ切きりの近い仕事のことを考えながら、だらだらと歩くだけだった。何故なぜなら家に帰ったとしても待っている人なんていない。扉とびらを開けると暗がりがあって、照明をつけても朝の状態のままだ。

　だけど今は違う。家が見えると明かりが灯ともっている。待っている人が、リルカが居るのだ。だから自然と早歩きになる。たった一言、なんでもない言葉を口にする為に。

「ただいま！」

「おかえりなさい、旦那さま！」

　嬉しそうに駆かけ寄よってくるリルカを見ると、オレは息をつく。無意識に張りつめていたものが切れて緩む感じで、ゆったりとした気持ちになれた。

　二つ目は、食事が楽しみになったことだろう。

　一人で暮らしている時、一日に三食とらなければならないことが億おつ劫くうだった。

　その分、少しでも仕事をしたいのに。無む駄だな時間を減らせば一つでも多くの魔法薬を作ることが出来るのに、と。でも、今では食べることが待ち遠しくなった。

　朝はリルカの作るスープの匂いで目が覚める。昼食はリルカの作ってくれた弁当の蓋を開けて、腹を鳴らす。夕食はリルカの作ってくれたつつましい、でも丁てい寧ねいな仕事の食事に舌した鼓つづみを打つ。

　そんな繰くり返かえしをしている内に、今日はどんな食事が出るのだろう、なにを食べることのが出来るのだろうと思うようになった。

　最後に三つめ。喋しやべることが、好きになった。

　前から嫌きらいというわけじゃなかった。ただ、それほど必要であるとも思わなかった。

　だけど、リルカには何でも話してしまう。仕事のことや仲間のこと、日常のささいなことまで。彼女はオレが何か言っている時はあまり口を挟んでこない。でも、一通り話し終わったところで、とても的確なことを言ってくれる。それが好きだった。

　でも、こんなことになったのは、そもそもがリルカの話が楽しかったからだ。

　彼女はどんなことでも面白いものに変えてしまう。

　たとえば道みち端ばたに咲さいていた花だとか、誰かがしていたちょっとしたことだとか。

　オレにとっては目に留まらないような事こと柄がらでも、彼女にかかれば新たな発見になる。

　それを身み振ぶり手て振ぶりで語ってくれるのに夢中になっている内、いつしか自分でも色々と口にするようになった。

　少しずつ、ゆっくりと、でも確実に。オレはリルカと一緒に居ることが当たり前になって――そこに価値を感じるようになっていった。

「そういえば旦那さま、次のお休みは何かご予定ありますか？」

　そんなある日のこと。食事を終えた後にお茶をしていたところで、リルカが訊いてきた。

「ん？　ああ、急な依い頼らいが入っちゃってね。そっちを片付ける為に当てるつもりだけど」

「あ……そうですか」

　あれ？　なんか今、リルカの顔がほんの少しだけ陰かげったような。

「どうかした？　なにか用事？」

「……い、いえ、そういうわけではありません。お帰りは遅おそくなるのですか？」

「うん、多分ね。先に寝ねてていいよ」

「いえ、お待ちしています。頑張って下さいね」

　笑え顔がおになるリルカの様子はいつもと変わらない。……気のせい、だったのかな。

「なんとかやってみるよ。それじゃ、そろそろ寝ようか」

「……はい、旦那さま」

　ベッドに入ると、オレとリルカはくっついて、眠ねむることにする。

　こちらの寝ね間ま着きの裾すそを握りながら目を閉じるリルカは、とても満足そうだった。




　その二日後。オレがいつものように事務所へ出勤すると、意外な客が来ていた。

「邪じや魔ましているよ」

　メーヴィス師匠だ。コニーから出された紅茶を啜すすっている。

「どうしたんですか、いきなり」

「別にどうもしてないさ。ちょっと近くに用事があったもんでね。単なる暇ひまつぶしだよ」

「……うちは喫きつ茶さ店てんじゃないんですが」

「細かいことを言うと、あんた、そのうちつるっぱげになるよ」

　鼻を鳴らして、師匠はカップを置いた。

「それにしても、相変わらずしょぼい事務所だね。とても四ツ星の魔ま導どう士しが所長だとは思えないよ」

「あらあら、すみませんねえ」

　姉さんが微笑みと共に答える。あんまり気にしてないみたいだ。まあ、散々言われてきたことだろうしな。

　オレが席に着くと、アイラが珈琲コーヒーを淹いれてくれた。礼を言いつつ、一口啜る。苦みが覚かく醒せいしきっていない脳のう味み噌そを刺激するようだ。

「所員も変わらず四人か。所長、もう少し増員したらどうだい？」

「まあ、そうですねぇ。でも、色々厳しくてちょっと余よ裕ゆうがないんですよぉ」

　姉さんが作業の手を止めて答えると、

「ただ、希望者は毎年、大勢くるんですよ。セシリアさんだって四ツ星で有名ですけど、ジェイクの所属している魔ま法ほう製薬所っていうのも大きいみたいで」

　椅い子すの上で足を組んだアイラが続いた。するとザックは、

「ただそいつらは軒のき並なみ、給料の安さに面接で顔を引きつらせますけどね……」

「あらあら。そうねえ。やっぱりうちの方針は、理解してもらうのは難しいわよねぇ」

　姉さんが少しだけ眉まゆ尻じりを下げて言った。

「無理もないね。ま、あんたがそう決めたんなら貫つらぬけばいいさ。あたしだって似たようなもんだったからね」

「そうだったんですか？　そういえば、確か、メーヴィスさんの事務所もそんなに人数がいませんでしたね」

　アイラが思い出だすように口にするのに、オレは真実を教えてあげた。

「それは師匠が来る人間来る人間を片かたっ端ぱしから追い出してたからだよ。やれ仕事に対する姿勢が気に入らないとか、結果がかんばしくないとか、無能だとか、散々言ってね」

　加えて言うと、ここ最近では師匠が弟で子しをとったのはオレだけだ。

　現在は引退しているので、一応、オレが最後の弟子ということになる。

「全部、本当のことじゃないか。あたしはあたしが気に入った人間しか採用しないことにしてるんだ。近ちか頃ごろの若い者は理想が大きい割りに中身が伴ともなわないことが多くてね」

「そういう言い方するとどんどん老ふけますよ」

　紅茶のカップが飛んできた。危ない。なんとか受け止める。

「ということはメーヴィスさんは、ジェイクを評価していたわけっすか」

「才能はね」

　ザックの言葉に師匠が念を押おした。

「この男は、あたしのところに居る時から仕事中もそれ以外の時もひたすらに魔法薬ばっかり作ってたんだよ。いつ寝てるのかと思うほどにね。馬ば鹿かだよ」

「ひどく率そつ直ちよくな物言いをされた……」

　その通りだから文句も言えないけど。

「でも馬鹿はいい。この業界は馬鹿が変えるんだ。だから、あたしはこいつを弟子にし続けた。もちろん結果を出しているということもあるけどね」

「そういうことですか。我わが幼おさな馴な染じみながら、やるもんですね」

　アイラから褒ほめられる。まあ、オレはやりたいことをやっていただけなんだが。

「ただそれ以外はダメだね。本当にダメ。ダメなところを挙げれば日暮れまでかかっちまうくらい、ダメダメだ」

　そんなにダメダメ言わなくてもいいのに。事実だけどそれだけに結構傷つく。

「お兄ちゃんはダメでもいいのよ！　あたしが支えてあげるんだから！」

　コニーの擁よう護ごも別に擁護になっていない上に、師匠の言葉を肯こう定ていしている。

「そうねえ。私もジェイクちゃんがどれだけダメな子でも愛してるわぁ」

　姉さんがそれに拍はく車しやをかけた。……ええ、どうせ、オレはダメな男ですよ。

「ふん。ところでジェイク、あんた、ちょっと表に出な」

「喧けん嘩か売られてるんですか？　今」

「つまんないこと言ってんじゃないよ。本当にぶつよ」

　恐こわいなぁ……。オレは事務所を出て行く師匠についていった。

　建物の角を折れた路地裏まで来ると、師匠が壁かべに背を預ける。

「それで、あんた、どうなんだい」

「どうとは？　仕事のことですか？　まあ、それなりに調子はいいですけど」

「んなこと欠片かけらも興味ないよ」

　ひどい。

「弟子の職場を訪ねてきて仕事に興味が無いって、どういうことですか、それ！」

「あんたが失敗なんざするわけないんだよ。そんな分かり切ったこと、わざわざ訊くわけないだろう」

　確信を込めた口調にオレは頭を掻かいた。なるほど。能力は信用されているらしい。

「リルカだよ、リルカ。元気にやってるのかい？」

「あ、ああ、そっちですか。ええ、元気ですよ。お世話になりっぱなしですが」

「そうだろうね。あんたみたいな生活破は綻たん者はああいう世話焼きの子がぴったりなんだよ」

　生活破綻者とはまた随ずい分ぶんな言いようだ。

「じゃあ、結婚生活も順調なんだね」

「順調……なんですかね。リルカの期待に応えられているかは謎なぞですが」

　彼女が希望する夫婦らしいことを、出来ているのやら、いないのやら。

「別にいいんだよ、そんなこと。応えるに越こしたことはないがね。あの子はあんたの嫁でいられればそれでいいんだ」

「前から疑問だったんですが、彼女はどうしてそこまでオレと結婚したかったんですか？」

「それはあたしの口からは言えないね。本人から聞きな」

　教えてくれないんだよなあ、その本人が。

「まあ、それならそれでいい。あたしは帰るよ」

「ん？　わざわざそのことを訊きに来たんですか？　心配してくれてたんですか」

　珍めずらしいこともあるものだ。

「あんたじゃないよリルカだよ。あの子は良くアタシに奉ほう仕ししてくれたからね。幸せになってもらわないと困るんだよ」

「はあ……でも確かにそうですね」

　オレもリルカにはずっと笑っていて欲ほしいと思っている。

「しかし、リルカと良くやってるなら、当然、明日は休むんだろうね」

「明日？　まあ、休みと言えば休みですが、ただ、急な仕事が入ってしまって」

「……なんだい、休日を返上する気かい？」

「そうなってしまいますかね」

　師匠が黙だまり込んだ。こっちをじっと見つめてくる。なんだろう。

「どうかしたんですか、師匠」

　オレの質問に師匠は、大きなため息をついた。その直後、

「――大馬鹿者かい、あんたはっ！」

　こっちの体が震ふるえるくらいの声を出す。な、なんだ、いきなり。

「馬鹿だ馬鹿だと言ってはいたが、そっちの馬鹿だとは思わなかったよ。仕事に懸けん命めいなのはいいことだけど、少しはあの子のことを考えてあげな！」

「え、どういうことですか。意味が分からないんですが」

「よくもぬけぬけと言えたもんだね。どこの世の中に、新にい妻づまの誕生日にまで仕事する間ま抜ぬけがいるんだい」

「……誕生日？　え、誰の？」

「リルカのだよ！　知らなかったとは言わせないよ！」

「ええ!?　知りませんでした！」

「言わせないって言っただろうが！」

　師匠から睨にらみつけられる。いや、怒おこられても。困こん惑わくするしかない。

「……本当に知らなかったのかい？」

「はあ。そうですね。そんなこと、一言も口にしてませんでした」

　オレの答えに師匠は眉み間けんに深い皺しわを寄せた。額に手を当てると、首を振る。

「まったく、あの子らしいというかなんというか……大方、あんたに余計な悩なやみを抱かかえさせないようにしたんだろうね」

「明日が誕生日だっていうと、オレが気にすると思った……そういうことですか」

「恐おそらくはそうだね。あの子はね、あんたの仕事の邪魔だけはしたくないんだよ。だから明日がそうだって聞けば口に出来なかったんだろう」

「な、なるほど……」

「まあ、どうするかはあんたの自由だけどね。ちょっと考えてみな」

　師匠はそう言い残して、去っていった。オレは空を見上げて、しばらくぼうっとする。

　その後、事務所へと戻って、自分の席についた。

「あら、ジェイクちゃん、メーヴィスさんは帰ったのかしら？」

「なんだったんだよ、用事」

　姉さんとザックから尋たずねられたが、オレは曖あい昧まいに誤魔化した。

　た、誕生日か。そりゃ、人間誰だってそういう日はあるよな。オレだってある。

　ただ別に祝って欲しいと思った覚えはなかった。生まれた日は生まれた日でしかない。そういう認にん識しきだ。

　でもリルカだってそうだとは限らない。現に今日の朝、何かを言いかけてたじゃないか。あれは、休みだったら一緒に何かをしたいということだったんじゃないだろうか。

「くそ、やってしまった。だからオレは人間的な部分でダメって言われるんだよ！」

　唐とう突とつに叫さけんで机に額をぶつけると、アイラがびくっと体を竦ませた。

「な、なによ、どうしたの、いきなり。さっき言われたことそんなに気にしてるの？」

「え、あ、い、いや、なんでもない。別にそういうわけでもないから」

「お前がダメなのは今に始まった話じゃねぇだろ。気にすんなよ」

「なんの慰なぐさめにもなってない言葉をありがとう！」

　まったく頼たよりになる親友だよ！

　……それにしても。

　師匠にも伝えたけど、彼女には一緒に暮らし始めてから、世話になり続けていた。

　料理や家事もそうだけど、どれだけ遅く帰っても出で迎むかえてくれる。

　明かりをつけてオレを待ち続けることが、自分の役目だというみたいに。

　それに、なによりオレはリルカが好きだ。彼女の笑った顔や料理をしているところ、寝ているところ、オレの話を真しん剣けんに聞いてくれている姿、数え上げればきりがない。未いまだに自分の嫁であることが信じられないし、それが尊く思えるほどだった。

　そんな彼かの女じよを放っておいて――このまま、仕事をしてもいいんだろうか。

「姉さん、明日の作業ってなんだっけ」

「ん？　ええと、火傷やけどの修復薬と鎮ちん静せい薬やくに、骨折の再生薬ねぇ。病院から各十個ほど依頼がきてるわぁ」

　結構、難しいものばっかりだな。アイラやザックに任せられないわけじゃないけど、オレが居た方が効率も良いだろう。……ううん。やっぱり、抜ぬけるわけにはいかないか。

「ジェイク、追加の魔法薬出来た？　頭痛と寒気に効くやつ」

　アイラからの声に、オレは答えた。

「いや、まだ。でも今日中にはやるよ」

「お願いね。こっちはこっちで別の依頼をこなすから」

　いつまでもぼやっとしているわけにはいかない。

　リルカには悪いけど、うちの薬を求めてきている人の為ために、少しでも多くの薬を作らなきゃ。オレは、作業に取とり掛かかった。

　しばらくの間、集中して、魔法薬を生み出していく――。

　……が、どうにも、調子が良くない。

　いつもからは考えられないくらいに手て際ぎわが悪かった。原因は分かっている。

　魔ま力りよくと素材を合成しようとすればするほど、頭の中にリルカの姿が浮うかぶからだ。

　明日、オレがいつもみたいに遅く帰れば、リルカはどうするのだろう。

　きっと、これまでと変わらずに笑顔で出迎えてくれるとは思う。

　けど、オレの知らないところで彼女は落ち込んでいるかもしれない。

　悲しい表情で、あの家で一人、待っているのかもしれない。

　リルカには笑っていて欲しい、なんてさっきは思ったけど、他でもないオレ自身がそれを失なくそうとしているんじゃないか。

　そんなことを考えると、どうも普ふ段だん通りにいかなかった。

「おい、どうした？　ジェイク。さっきからなんか変だぞ。体調でも崩くずしたのか」

　不意にザックから話しかけられる。

「手が止まってるわよ。いつものあなたなら、絶対にそんなことないでしょ」

　アイラの指し摘てきにオレは自分でびっくりした。見下ろすと、確かに作ったと思い込んでいた魔法薬が中ちゆう途と半はん端ぱな状態で止まっている。急いで薬にして瓶びんに詰つめた。

「お兄ちゃん、どうしたの。悩みごと？」

　コニーが首を傾げるのに、オレは否定する為に「違う」と口にしようとする。

　が、自分で自分の言葉を呑のみ込んでしまった。

　手を組み、机をじっと見下ろして、しばらく黙り込む。

　……そうだな。これは悩みだ。オレは悩んでるんだ。

　今までなら、ありえなかったはずの迷いが、自分の中に生まれている。

　しかも予想外なことに、オレはその解決法を、益ます々ますありえない方へと振ふろうとしていた。

　だけど、そうしなければならない気がした。

　その選せん択たくをとらなきゃ、後こう悔かいする。そんな想おもいが、生まれていた。

　そうだな……そうしよう。

　オレはついにというべきか、やっとというべきか、そこで決断した。

「姉さん、ちょっといいかな」

　席から立ち上がる。何事かと全員の視線が集まってきた。息を吸い込み、心を落ち着けてから、口にする。

「――明日、オレ、休みたいんだ」

　がたがたがたん、と派手な音がする。所員三人が同時に椅子を倒しながら立ったのだ。

「ジェイクが」「仕事を」「休む!?」

　まるで打ち合わせでもしていたみたいに、三人が順番に言葉を繋いでいった。

「ど、ど、どうしたの!?　風邪かぜ!?　それとも重い病気になったとか!?」

「いや、そんなんでもこいつは休まないだろう。ぶっ倒たおれた後に怒られるのが決まり事だ。なんだ、何があった!?」

「お兄ちゃん、死ぬの!?」

　休むって言っただけでえらい騒さわぎようだ。

「単にちょっとした用事があって、休暇を取りたいってだけなんだけど……」

「あなたみたいな仕事人間がそれを放っておいて休むって、どんな用事よ!?」

「なんだ、もしかして犯罪でもして牢ろう屋やに入るのか!?」

「お、お、お兄ちゃん、差し入れは何がいい!?」

　お前達たちが普段オレをどんな風に思ってるのか良く分かったよ！　無理もないけど！

「あー……えっと。まあ、なんだ。外せない用事なんだよ」

　なんとなく、リルカの誕生日だから、とは照れくさくて言い難にくかった。

「あらあら。気になるけど、そういう事情なら仕方ないわねぇ。なんとかなるとは思うから、構わないわよぉ」

　姉さんから許可が出ると、アイラ、ザック、コニーが頷く。

「そうね。こっちのことは任せて」

「だな。お前ちょっと働き過ぎだ。良い機会だから、ゆっくり休め」

「うん。お兄ちゃんだってたまには仕事しない日があったっていいもの」

「……いいのか？　明日の仕事も結構、大変だけど」

　オレの確かく認にんに、アイラが肩かたを竦すくめた。

「あなた一人が抜けた分くらい、なんとかなるわよ」

「お前ほど能力はないけど俺おれ達たちも一応、魔ま導どう士しだぞ。あんま嘗なめんな」

　ザックが口くち端はしを上げたので、オレは頭を下げた。

「分かった。……ありがとう」

「ただねぇ、ジェイクちゃん。これ、一応、もっていってくれるかしらぁ」

　姉さんが近付いて何かを手て渡わたしてくる。小さなガラス球だった。

「これ、魔ま導どう聴ちよう器き？」

　魔導士同士が離はなれた相手と連れん絡らくを取り合う時に使うものだ。魔ま道どう具ぐの一種で、互いに一つずつ持つと、その者同士がどこにいても会話することが出来る。

　遠方に居る者が、緊きん急きゆう的てきに連絡を取りたい時に使うことが多かった。

「そうよぉ。なにかあればこれで話しかけるから」

　了りよう解かい、と答えながらオレは魔導聴器に自分の魔力を込めた。姉さんに渡すと代わりに向こうからも同じものを受け取り、繰り返す。こうすることでこっちの魔力がガラス球に登録され、相そう互ご会話が可能になるのだ。

「じゃあ、明日は宜よろしく頼たのむ。その分、今日出来ることはやるから」

　オレは言って、今度こそ神経を研とぎ澄すませながら、作業を再開させた。




　明けて次の日。オレとリルカは一緒に、近くの山まで来ていた。

　昨日、今日が休みになったというと、彼女は驚おどろきながらも喜び、それなら是ぜ非ひにと今居る場所へ一緒に行きたいと言ってきたのだ。

　山と言ってもそれほど険しいものでもなく、小さな子の居る家族連れでも軽々と登れるようなところだ。

　実際、日ごろ運動不足のオレでも、それほど苦労せずに頂上を目指すことが出来ていた。

「今日はありがとうございます、旦だん那なさま！」

「構わないよ、これぐらい。君にはいつも苦労ばかりかけてるから」

　鞄かばんを背せ負おい直しながら、オレは隣にいるリルカへと答える。

「でも、本当に宜しいんですか？　お仕事の方は……」

「うん。仕事があるにはあるんだけどね。今日は、休んだ！」

「え!?　旦那さま、わたしの為に無理をされているのではないですか？　もしそうなら」

「なに言ってるんだ。他ほかならぬ君の誕生日だろ。一緒に居たいとオレも思ったんだよ！」

　リルカの言葉をさえぎって、笑いかける。

「……旦那さま」

「大丈夫だよ。うちの事務所で働いてる人たちは優ゆう秀しゆうだから。オレが居なくてもなんとかなるさ。今日は魔法薬のことを忘れて、ずっと一緒にいるから」

「あ、ありがとうございます。嬉うれしいです」

　少し顔を伏ふせて、リルカは頬ほおを赤らめた。これぐらい、世の夫婦に比べれば何でもないことだ。それなのに、彼女は喜んでくれる。

　つくづく、オレにはもったいない子だよなぁ……。

「でもせっかくの誕生日に、山なんかで良かったの？　料理店とか色々調べてたんだけど」

「いいんです。わたし、こういう自然の多いところが好きですから。近所の方からのんびりしていて良いところだと聞いていて、いつか、旦那さまと来たいと思ってたんです」

「そうなんだ。ひょっとして、リルカが師し匠しようのところへ来る前に暮らしていたところもこんな感じ？」

「ええ。山の中でした。色々と大変でしたけど、静かで良いところですよ」

「そうか。いつか見てみたい気もするなぁ」

「ぜひいらっしゃって下さい。家族にも紹しよう介かいします。その、わ、わたしの旦那さまとして」

　あ、そうか。そりゃ、そうなるよな。意識すると、照れくさくなってくる。

「い、いいのかな。オレが旦那さまで。リルカの家族に受け入れてもらえるかな」

「もちろんです！　皆みんな、好きになってくれますよ！　だって、旦那さまですから！」

　すごい！　全然根こん拠きよがない！……でもリルカが言うと不思議な説得力があるな。

「あ、頂上まで登ったら、眺ながめの良いところでお昼にしましょうね」

「楽しみだね。オレも手伝ったから、一部、味の保証は出来ないけど」

　料理をするのがあんなに難しいとは思わなかった。誕生日ぐらいはってことで申し出たけど、逆に足手まといになってしまったんじゃないだろうか。

「ふふ、旦那さまもお上手でしたよ。後少し練習すれば、わたしなんて追おい抜かれてしまうかもしれません」

「いやそれは絶対にないよ。追い抜くどころか背中すら見えてないし」

「謙けん遜そんしてもダメですよ。旦那さまは器用な方ですから」

「魔法薬に関してならさすがに、それなりにはと言うところだけど、そこに関しては否定せざるを得ないなあ」

　何せ、軽く炙あぶろうと思ったパンが何故か炭みたいな状態になったしな。あれだけは本当に未だ理由が不明だ。

「やっぱり料理はリルカが一番上手うまい……ああ!?」

　オレは会話の途と中ちゆうで大声を上げて、走った。

　少し見かけただけだけど、あれは、もしかしたら！

「どうされました？　旦那さま」

　後ろからリルカが不思議そうについてくる。

　オレはある木の根元でしゃがみこみ、そこにあったものを千切って持ち上げた。

「すごい！　やっぱりだ。コダールだ！」

　こんなところにあるなんて……。オレはまじまじと、自分の手の中にある毒々しい緑と赤のキノコを見つめた。

「こだぁる、ですか？」

「コダールカトンダケって言ってね。木炭と合成するとポドモ病を治す魔法薬になるんだ」

　ポドモ病は全身に発ほつ疹しんが発生し、手足が麻ま痺ひ状態になるもので、このコダールカトンダケを使った薬でなければ治らない。

「ただコダールは西の方にしか生えないって言われてる貴重なキノコでね。その分、値段も張るから薬も自然と高価にならざるを得ない。でもこの山に生えてるとなれば、安く出来て、今まで以上に沢たく山さんの患かん者じやを救うことが出来る！」

　僥ぎよう倖こうだった。こうしてはいられない。早さつ速そく、事務所に行ってこのキノコで薬が作れるか試ためさなきゃ――。

「……あ」

　いけない、と思ったところでオレは今、自分の居る状じよう況きようを思い出した。

「ごめん！　魔法薬のことは忘れるって言った舌の根も乾かわかない内から、夢中になって！」

　振り返って謝あやまると、リルカはくすくすと笑う。

「いいですよ。旦那さまのそういうところ、わたし、好きです」

「ど……どうも」

　年下の女の子から懐ふところの広さを見せられてしまった。

「そのキノコ、まだ生えているんじゃないですか？　一緒に採りません？」

「え、いいの？　でも今日は君の誕生日で……」

「いいんです。旦那さまのお仕事に協力できるなら、何よりの誕生日祝いですから」

　胸に手を当てて、優しい笑えみを浮かべてくれるリルカ。彼女の場合、無理をしているわけじゃなくて心の底からそう言っているように思えるから、つい、甘あまえてしまう。

「……ありがとう！　じゃあ、ちょっと探してみよう」

　オレとリルカは山を探たん索さくして、幾つかのキノコを採取した。

　まだあったけど、とりあえずはこれぐらいでいいだろう。西のコダールダケと同じものであるとは限らないから、まずは試してみないと。

　満足したオレを見て、リルカも嬉しそうだった。

　その後、緩ゆるやかな坂を上っていくと、ついに山頂へと辿たどり着つく。

　リスティールの街並みを見下ろせるところに木製のベンチがあったので、二人して腰こしかけ、リルカが持ってきたバスケットを開いた。

　中には軽く焼いたパンと、チーズ、野菜に、器うつわに入ったペースト状のものとジャムが二つ。それと、小さい瓶が入っている。中には、リルカが朝に数種類の果実を搾しぼって作った飲料水が入っていた。

「あ……飲み物を入れるグラスを忘れてしまいました！　どうしましょう」

「ああ。それなら喇らつ叭ぱ飲のみをするからいいよ」

　リルカから受け取った飲料水の蓋ふたを抜いて、一口飲む。複数の果物が生み出す甘みとすっぱさがほどよく混ざり合った味が、喉のどを通っていった。すっきりしていて美味おいしい。

「リルカも少しどう？」
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「え、でも、わたしは……」

「君が作ったんだから、飲まないと」

　勧すすめると、リルカは少し照れくさそうにしながらも、一口だけ飲んだ。

「ん。じゃあ、改めまして。おめでとう、リルカ」

「ありがとうございます、旦那さま」

　グラスを上げる仕草をして、オレとリルカは、架か空くうの乾かん杯ぱいをした。

　早速、開かれたパンの上に、野菜とチーズをのせて、噛かぶり付つく。新しん鮮せんな野菜とチーズの塩気が抜ばつ群ぐんに合う。

　もう一つのペースト状のものは、リルカいわく、豚ぶたの肝かん臓ぞうを使ったものらしい。

　たっぷり塗ぬって食べると、濃のう厚こうな味が広がって、思わずうなってしまった。美味うますぎる。

「最近さ、出勤すると、アイラ達から顔色が良いいって言われるんだ」

「そうなのですか？」

「うん。きっと、リルカの料理のおかげだね。確かに最近、体の調子が良い」

「それは何よりです。旦那さまには健康なままで居て頂かなくては。目指せ二百歳さいです！」

　いきなり目標をはるか高く掲かかげたな！　無理だと思うけど！

「まあ、前は死人みたいなものだったそうだから、瀕ひん死しくらいにまでは回復したのかな」

「努力して、ちゃんと生き返るようにしますね！」

　うん。死んでないけどね、オレ。

　たまにこういうちょっと抜けたところあるな、この子。

「でも、本当に今日はありがとうございます、旦那さま」

「いいって、いいって。この程度じゃリルカに恩を返しきれないとは思うけど」

「そんなことありません。わたしなんかの為に勿もつ体たいないです。旦那さま、何かして欲しいことはありますか？　せめて、お礼をさせて下さい」

「いやいや、今日祝われるのはリルカの方だよ」

「でも、このままだとわたしの気が収まらなくて……」

　身を乗り出してくるリルカ。何が何でもオレの願いを聞きたい姿勢だ。こうなると、彼女はちょっとやそっとのことじゃ引き下がらない。

「……じゃあ、あの。一つだけいい？」

「はい！　なんでも言って下さい」

「リルカがどうしてオレと結けつ婚こんしたいと思ったのか、その理由を聞きたい」

　リルカが、はっとした顔で黙り込んだ。ちょっとずるかったかな。でも、そろそろ教えて欲しいということもあったし。どうだろう。

「……そうですね。分かりました。お話しします」

　やがてリルカは口を開いた。

「いいの？　断っても構わないんだけど」

「いえ。なんとなく、お話しする時期を逃のがしてしまっただけですから。最初の方に話すと旦那さまが気にされるかなと思いまして、時間を置くことにしたんです」

「オレが気にする？」

「ええ。旦那さまは優やさしいお方ですから、聞けばわたしのことを含ふくめて現状を考えることになるでしょう。でもわたしは、あくまでも旦那さま自身の気持ちで結婚するかしないかを決めて欲しかったんです。だから、内ない緒しよにしていました」

　なるほど、そういうことだったのか。

「でも、そろそろ一か月半になります。旦那さまもわたしという人間のことを見み極きわめられた頃ころですので、お話ししても気持ちにそれほどの障さわりはないかと」

　リルカは少しの間、静かにしていたけど、やがて口を開く。

「わたしが旦那さまと以前にお会いした、ということはお話ししましたよね」

「うん、言ったね」

「それは、旦那さまがメーヴィスさんのところを出られてしばらくしてからです。わたしが奉ほう公こうに来て少ししてからですね。五年ほど前のことになりますか」

　ということは、オレが姉さんの事務所に所属したばかりの頃ってことか。……でも、覚えがないな。

「それは……申し訳ない。物忘れしたかな。そんな歳としでもないはずなんだけど」

「いえ、無理もありません。わたし、ここ数年ばかりで随分と変わりましたから」

　リルカは小さく笑みを漏もらす。そうなのか。ううん。だとしても……はて。

「ダメだ。まったく思い出せない。どこで会ったんだろう？」

「メーヴィスさんのところで働き始めて、間もない頃です。わたし、ある病気で倒れてしまって。アーノルト病というんですが」

「ああ。子どもがかかる病気のことだね」

　魔法薬士アーノルトが病に冒おかされ、自ら治ち療りよう薬やくを創つくり出したところに由来している。症しよう状じようとしては高熱が出て、全身の力が抜け、まるで動けなくなるというものだ。

「ええ。本当に突とつ然ぜんでびっくりしました。ふらっとして、気が付いたら、床ゆかに倒れていたんです」

　典型的な症状だった。アーノルト病は兆候的なものがなく、患者は大たい抵ていの場合、状態が酷ひどくなってから初めて自分がそうであると気付く。

　早めの治ち療りようが鍵かぎだが、それを怠おこたると最悪亡なくなることもあった。

「ベッドに行こうにも指先一本さえ動かすことが出来ず、わたしはただ、そのままでいるしかありませんでした」

「……仮に動くことが出来てもどうだったのかな。アーノルト病にはドノメ草とティンクの実を合成して作った魔法薬が効果的なんだけど、あれは結構、貴重なんだよな」

　そもそも、アーノルト病自体が罹り患かんすることの滅めつ多たにない病気だ。その為、在庫を置いている魔法道具屋自体が少なく、大きな病院に行くしかなかった。

「はい。加えて生あい憎にく、メーヴィスさんが外出していまして、わたしにはどうすることも出来ませんでした。意識も朦もう朧ろうとして目の前がどんどんと暗くなり、このまま死んでしまうんだな、と思ってたんですが……」

「……ん、待てよ。アーノルト病にかかった子ども？」

　もしかして、じゃあ――。

「ええ。その時、メーヴィスさんのところに旦那さまが訪ねてきたんです。旦那さまはわたしを見て、何も言わずにベッドに運んでくれました」

「や、やっぱり！　あの時の子がリルカなのか!?」

　以前に引っかかっていたことが当たっていたみたいだ。

　確かあの日は、作ろうとしてた魔法薬が材料の問題か、どうしても上手くいかなくて、師匠に助言をもらおうと行ったんだ。

「で、でも、あれは男の子だったんじゃ……!?」

　髪も短かったし、服装も活動的な感じで、完全にそう思い込んでいた。

「無理もありません。小さい頃はなるべくお金がかからないようにさっぱりした髪かみ型がたにしていましたし、服も家事がしやすいように簡素なもので揃そろえてましたから」

　いや、それにしても、確かに随分な変わりようだ。……でも、よく考えればあの時のリルカはまだ八歳だ。当たり前の話か。二十一のオレと十三歳の彼女とでは、成長の度合いが違ちがう。

「その後、メーヴィスさんが女の子だから着き飾かざりなさいって服をくれたり、髪型を整えてくれたりしたんです」

　へえ、あの師匠がねぇ。意外に面めん倒どう見みが良いな。

「ええと、待てよ。あの時は、症状を見てアーノルト病だと気付いて……」

「旦那さまは血相を変えて、メーヴィスさんの家にある魔法薬棚だなを漁あさり始めました。ですけど、見つからなかったようで、急いで家を飛び出していきました」

「うん、そうだ。早くしないと不味まずいと思って、魔ま法ほう薬やくを探しにいったんだ」

　でも、半ば予想していたことではあるけど、どの魔法道具屋にも薬はなかった。

　いや、それどころかリスティールにある病院を幾いくつか当たっても、運の悪いことに丁度切らしていると言われて絶望したんだ。

「それで……オレは直接、材料を探しにいった」

　ドノメ草もティンクの実も山の奥おく深ふかくにしか生えていない。必死に探し回って、ぼろぼろになって、へとへとになったところで、ようやく見つけることが出来たんだった。

「帰ってこられた旦那さまは、傷だらけで疲つかれ切きっているようでした。それなのに、すぐにわたしの為に薬を作られて、飲ませてくれたんです。おかげで、わたしは助かりました」

「今思えば、魔ま獣じゆう狩しゆう士しにでも頼めばもっと早く手に入れられたんだよな。あの時はとにかく君を助けなきゃってことで頭が一いつ杯ぱいで、そのことにまで気が回らなかった。……ごめん」

「いいえ。わたしはその時の旦那さまを見て、すごく自分を恥はずかしいと思ったんです」

「恥ずかしい？」

「……正直に言いますね。メーヴィスさんのところで働き始めてから、たまに旦那さまが来られる時があったんですが、わたし最初、旦那さまのことを恐い人だと思ったんです」

　リルカは顔を伏せて、自分の服の裾すそを強く掴つかんだ。

「ぼさぼさの髪をしていて、いつも怒っているようで、こちらを見ても無視するように通り過ぎるだけで」

「……ああ、うん。その時のオレは、そうだったね」

「だけど、無関係のわたしを助ける為、一いつ生しよう懸けん命めいになってくれる旦那さまのことを見て、誤解していたんだと分かったんです。この人はきっと、不器用なだけで、とっても優しい人なんだろうな……って」

　こちらを見て、リルカが微笑ほほえんだ。少し頬が熱くなって、オレは彼女から視線を逸そらす。

「その後、元気になったわたしを見て、旦那さまは笑いました。良かったなって、頭を撫なでてくれたんです。その時にわたし……多分、旦那さまを好きになりました。こんな風に、誰だれかの為に自分のことを顧かえりみずに動いて、屈くつ託たくなく笑える人って素す敵てきだなって」

「……そう、だったのか」

「はい。だからわたしも、同じように笑ったんです。ありがとうございますって」

　大切なものへ触ふれるように、リルカはそっと自分の胸に手を置いた。

「あ、じゃあ、ひょっとして前に魔道具店でオレのことを変わりませんねって言ったのは」

「ええ。きっと旦那さまは今でもわたしのように、色んな方を救う為に一生懸命なんだろうなって、嬉しくなってしまって」

　なんてこった。助言は与あたえられていたわけか。それにしたって、まさか男の子だと思ってた子が女の子だったなんて、思いもしなかったぞ。

「それからしばらくして、メーヴィスさんから旦那さまとの結婚のお話が来た時、言われたんです。あいつは誰かを助けるこの仕事ばかりにかまけて、自分のことをおろそかにし過ぎる。だから、一人くらいはあいつのことを想う人が居てもいいだろう。それにあんたがなってくれないか、って」

　……師匠がそんなことを。

「多分、旦那さまに助けてもらったことを、わたしが話していたからだと思います。それで、あんな人を支えてあげられたらいいなって、ずっと思っていたので……受け入れました。これが、わたしが旦那さまと結婚したいと思った理由です」

「……そっか。分かった。ありがとう、話してくれて。でも、どうしてそのことをオレに話したら、気にすると思ったの？」

「だって、わたしが結婚を決めた理由に旦那さまが関係していると知ったら、きっと自分にも責任があると思ってしまわれるでしょう？　それで決断してもらうのは、嫌いやだったんです」

　ううん、なんともリルカらしいというかなんというか。

　でも、そういうことか。納得はできた。……けど。

「なんていうか、妙みような巡めぐり合あわせもあるものだな」

「巡り合わせ、ですか？」

「うん。実はね。以前にオレが魔法薬士をやっている理由を話したことがあるけど――それは、君のことがあったからなんだ」

　今度は、リルカが驚く番だったらしい。大きな目を更さらに見開いていた。

「実はね、君を助けた時、オレはある岐き路ろに立っていた」

　師匠が引退し、姉さんの事務所に入る頃、オレは見習いじゃなくなっていた。つまり本格的に職人として働き始めなければならなかったのだ。だから、

「迷ってたんだ。自分がどういう魔法薬士になるべきかって」

　魔法薬士には大体、二つの道がある。

　無難に既き存そん薬やくを作り続けて、それなりの地位で暮らしていく道。

　新薬製作に全力を傾かたむけて、成功し、裕ゆう福ふくな生活をする道。

　前者は進展がないけど、後退もない。後者は上手くいけば輝かがやかしい未来が待っているけど、失敗すれば暗い人生を送ることになる。

　もちろん、両方やるという手もあるし、実際にそうやっている人も多い。

　でも何か、どこか、オレのやりたいこととは違っている気がした。

　ただ、それなら、自分は「何の為に」魔法薬士をするべきか？

「たまたま才能があるという理由で、こっちの分野に進んだ。でも、いざ一人で何もかもをやるという段階になって初めて、一番大切な部分が不ふ透とう明めいであることに気付いたんだ」

　オレは自じ嘲ちよう気味に笑った。

「そうなると、まるで自分がひどく空っぽな人間であるように思えてね。苛いら々いらして、むしゃくしゃして、笑うことすら忘れてた」

「あ……それでメーヴィスさんのところに来た時も？」

「うん。他人に構う余よ裕ゆうもなかったんだ。だけど……君を助けた時、いきなり自分の前が開けた気がした」

　立ち込めていた霧きりが、一気に晴れたように思えたのだ。

「わたしを助けられたからですか？」

「それもある。だけど一番は、君を笑え顔がおに出来たことだ」

　オレは昔の自分のことを思い出だしながら続けた。

「今までオレは、ただ魔法薬を作っているだけで、それが何を齎もたらしているかということまで考えてなかった。思っていた通りに魔法薬を完成させることが楽しいと感じてるだけだったんだ。そんな時、君のことがあって」

　それが自分にとって転機になった。

「実は学校の課題や実験以外――つまり、職人として自分の作った魔法薬を誰かに飲ませたのは、君が初めてでね」

　リルカが回復していく様を間近で見て、気づいたのだ。

「オレが作った薬で、さっきまであんなに苦しんでいた子が嬉しそうに笑ってる。オレがやっていたのは、そういうことだったんだって」

　誰かの辛つらさや痛みを癒いやし、救う。それが魔法薬というものの意義なんだと。

「そのことをきっかけにオレはある信念を持とうと思った。『自分の薬で誰かを笑顔にする』――そういった気持ちを一番上に置こうって」

「だから、研究の為に沢山の素材を……？」

　うん、と頷うなずいた。

　それからオレは迷うこともやめて、ひたすらに魔法薬製作に没ぼつ頭とうした。一人でも多くの誰かを助ける為に、既存も新作も構わず無む我が夢む中ちゆうで作り続けた。

「そうやって気が付けば、七ツ星なんて大層な称しよう号ごうまでもらえた。……つまり今のオレがあるのは、リルカ、君のおかげなんだよ」

「でもそんな、わたしは何も。全すべては旦那さまの努力の結果ではありませんか」

「そうかもしれない。だけど、その努力を支える芯しんを与えてくれたのは、君だ。改めて言うよ。……ありがとう、リルカ！」

　オレは深々と頭を下げる。

「いえ。でも……わたしが、旦那さまの一助になることが出来たのであれば、こちらこそお礼を言いたいくらいです。本当に、ありがとうございます！」

　リルカもまた一礼してきた。

　しばらくして、お互たがいに頭を下げ合っている状況が、どうにも妙なことに思えて。

　オレ達は、顔を上げて、同時に吹ふき出した。

　穏おだやかな空気の漂ただよう山頂に、二人の笑い声がこだましている。

　なんだか、今まで感じたことのない心地ここちよさがあった。

「うん、色々話してすっきりしたな」

「はい。わたしも旦那さまが大好きになった理由を伝えることが出来て、良かったです」

「う、うん、でもさ、実際に一いつ緒しよに暮らしてみてどう？　オレ、だらしないしさ。失望してたりしない？」

「いいえ、まったく。そ、それどころか……ますます、好きになってしまいました」

　手を合わせて、頬を染めるリルカ。

「……そ、そっか」

　だから、どうして君はそういう、こっちが気き恥はずかしくなるようなことを平然と口に出来るんだ。……でも、オレは逆に伝えなさすぎるかもしれないな。よし。

「その。オレもそうだよ。出会ったばかりの頃はリルカのこと、ただ可愛かわいい子だなって思ってただけだったけど。……今は違う」

「どう、違うのですか？」

「見た目や、仕草だけじゃない。心も、好きになってる。つまりは、ええと、君の全部をってことかな」

　鼻を掻かきながらオレは言った。照れくさいことこの上なかったけど、ちゃんと彼女に想いは伝えておかなければと思ったのだ。

「……うきゅ」

　するとリルカは奇き妙みような声を上げて、俯うつむいた。みるみるうちに耳まで真っ赤になっていく。

「だ……旦那さま……。その……いきなりそんな風に……あぅ」

　何も言えなくなってしまったみたいだ。ちょっと言い過ぎただろうか。オレは苦く笑しようして、彼女の頭を撫でた。

「まあ、なんだ。まだ時間はあるしさ。ゆっくりと休日を楽しもうよ」

「は、はい、旦那さま！」

　リルカが顔を上げて、笑いかけてくれたその時だった。

『――ごめんねぇ、ジェイクちゃん、聞こえるかしらぁ』

　突然に懐から姉さんの声が聞こえて来て、飛び上がる。

　何事かと思ったけど、念のために持ってきていた魔導聴器からのものだった。

「どうしたんだ、姉さん。何かあったのか？」

『ええ。せっかくの休きゆう暇かだから、連絡するかどうか迷ったんだけどねぇ……今、大だい丈じよう夫ぶ？』

「あー……うん、一応は」

『そう。なら、伝えるわねぇ。さっき、魔導士協会の人が来てねぇ、緊きん急きゆうの依い頼らいがあるっていうのよぉ。なんでもリスティールの宿しゆく泊はく施し設せつでお客さんの食中毒があって、薬が足りないんだって。どうも祝会か何かをやってて、料理を出したみたいなんだけどねぇ。業者が間ま違ちがえて悪い食材を持ってきたみたいで、大勢の患者が出てるの。他の事務所にも頼んでるみたいだけど、百人以上いるらしくて人手が足りないって』

「おいおい。大変じゃないか」

『そうなのよぉ。私やアイラちゃん達で対応しようと思ったんだけど、ちょっとダメみたいで……出来ればあなたも来てくれないかしらぁ』

「分かった。すぐにでも――」

　と言いかけて、オレは、口を噤つぐんだ。

　今行けば、きっと、すぐに帰ることは出来ない。日暮れか、最悪の場合、明日の朝方までかかってしまうだろう。リルカの誕生日が台無しになってしまう。

『どうしたの？　なにか大切な用事？　なら、無理せずそっちを優先してねぇ』

「う、うん。大切な用事……ではあるんだ。だから、その、悪いんだけど」

　オレ抜ぬきでやって欲ほしい、と言おうとしたところで、

「お義姉ねえさま、旦那さまは大丈夫ですから、そちらに向かいます」

　リルカが、先んじて魔導聴器に告げた。

『あらあら、リルカちゃん？　そこにいるの？』

「はい。申し訳ありませんが、旦那さまが到とう着ちやくするまで皆さんで対応して頂けますか？」

『うん、分かった。なんとかしてみるわぁ。それじゃあね』

　姉さんとの魔導聴器を通した会話は、そこで切れた。

「リルカ、どうしてあんなことを。今日は君の誕生日だろ。ずっと一緒にいるって」

「いいんです、旦那さま」

　リルカはゆっくりと首を横に振ふる。

「本当のことを言うと、もっと一緒に居たいです。日ごろ、お仕事に忙いそがしい旦那さまと、色んなお話をしてみたいですから」

「だったら……」

「でも、旦那さまのことを必要とされている方が沢山いるのでしょう？　なら、すぐにでも行って下さい」

　リルカは自身の胸に手を当てて、

「一人でも多くの人を笑顔にする。それが、旦那さまの魔法薬士としての信念なのでしょう？　なら、わたしもそれを望みます」

　何処どこか誇ほこらしげな口調で言った。

「だって、わたしは――そんな旦那さまの、妻ですから！」

　胸が締しめ付けられるみたいだった。リルカの笑った顔の陰かげに、寂さびしさが垣かい間ま見みえたからだろう。彼かの女じよの気持ちと、それを堪こらえてオレを送ってくれる優しさに、心が痛む。

「ごめん……。出来るだけ早く、帰ってくるから」

「はい。いつまでも家でお待ちしています」

　オレはリルカと一緒に、山を下りた。

　自宅まで彼女を送り届けると、そのまま、事務所へと走る。

　扉とびらを開くと同時に、姉さんと三人の所員が待ってましたとばかりに出で迎むかえた。

「救世主が来たぞ！　休日返上して本当に良かったのかよ、親友！」

「あらあら、ごめんねぇ、ジェイクちゃん。この埋うめ合あわせは後日にちゃんとするから」

　姉さんとザックの声に、オレは手を上げる。

「いいよ。仕事があるんだろ。だったらこなすだけだ」

「さすがお兄ちゃんね！　格かつ好こ良いいわ！」

　手を叩たたくコニーに苦笑して、オレは席についた。すかさず、アイラが合成に必要な素材を運んでくる。

「じゃあ、これ、お願いね。あまり時間も無いから、申し訳ないけど、急ぎで」

「分かった。じゃあ、皆みんな、やるぞ！」

「おう」「分かった！」「やってやるわよ！」「頑がん張ばりましょうねぇ」

　仲間達たちから異口同音の返事を受けて、オレは、作業にとりかかった。




　……意気込んだものの、結局、全ての作業が終わったのは夜半過ぎだった。

　最後の一つを納品し終えたレイランド魔法製薬所の面々は、ぐったりとしたままで解散する。重い足をそれでも強ごう引いんに動かし、オレは帰り路を急いだ。

　一刻も早くリルカの居るところまで戻りたい。心の中にあるのはそれだけだ。

　そっと懐に手を置きながら、尚なおも進んだ。

　ようやく自宅が見え始める頃、明かりが灯ともっていることに気付いた。本当に待ってくれていたのだ。こんなに遅おそくなるまで。オレは家の扉を開けると、ほとんど同時に言った。

「ただいま！」

「おかえりなさい、旦那さま」

　机の上でうとうとしていたらしきリルカが、すぐに目を覚まして駆かけ寄よってくる。

「お仕事の方は上手くいきましたか？」

「うん、なんとか全員、症状が重くならない内に治療出来たよ」

「それはなによりでした。鞄とローブ、お預かりしますね」

　リルカはオレから渡わたされたものを受け取ると、それを奥おくへと仕し舞まいにいった。

「今日は……もう昨日か。本当にごめん。せっかくの休日に、仕事になってしまって」

「いいんです。ちょっと残念でしたけど……旦那さまと二人きりで居られましたから」

　戻ってきたリルカが、頬を赤らめ、いつも通りの笑みを見せてくれる。

「そ、そっか。……あ、リルカ、眠ねむいかもしれないけど、ちょっとそこに座すわって」

「はい？　分かりました」

　食しよく卓たくの椅い子すに腰かけるリルカ。オレは咳せき払ばらいして、懐からあるものを取り出した。

「これ、リルカへ誕生日の贈おくり物もの」

　薄うす桃もも色いろの、三さん角かく錐すい形をしている物だ。

「わたしへですか？　ありがとうございます！　でも、これ、なんでしょう？」

「ちょっと待ってて」

　オレは食卓にあったマッチを手に取って、箱の横で擦すると、火を点つけた。

　それを三角錐のてっぺんに近付ける。

　火の移った三角錐はやがてゆっくりと燃えていき、それと共に小さな煙けむりを立ち昇のぼらせた。

「……あら。何か、良い匂においがしますね。なんだか落ち着く気がします」

「魔法薬を使ったお香こうでね。心を安らかにする成分があるんだ」

　部屋中に立ち込める煙をかいで、リルカは目を細める。

「いいですね。わたし、好きです。この匂い」

「よかった。リルカの為ために作ったんだ。まだあるから、疲れた時なんかに使うといいよ」

　オレはいくつかのお香を食卓の上に並べた。

「すみません、お仕事が忙しかったでしょうに……」

「ちょっとだけね。でも、いいんだ」

　オレはリルカの向かいに腰かけた。

「仕事をしている間も君のことをずっと考えてた。誕生日なのに、一人で家にいる君の為に何かしたいと思ったんだ。これを作ってないと、もやもやして集中できなかったんだよ」

　笑ったオレに、リルカは目をしばたたかせる。だがやがて、

「……ありがとうございます」

　笑みを浮うかべて、こっちを見つめた。出会った頃から――オレに道を開いてくれた時から変わらない、優しい表情だ。

「では、わたしからも旦だん那なさまに贈り物をしますね」

「え、いや、君の誕生日なんだから、そんなことしなくても」

「いいんです。わたしがやりたかったんですから」

　リルカは立ち上がると、部屋を出て行き、間もなく戻もどってきた。その両手に、大きな白いものを抱かかえている。クリームをたっぷりと塗った苺いちごのケーキだった。

「誕生日ケーキ、自分で作っちゃいました」

　舌を出し、片目を瞑つぶるリルカに、オレはつい吹き出してしまう。

　彼女はケーキを切り分けて、一つをオレへと渡してくれた。

「じゃあ、十四歳になったリルカを祝って……いただきます」

「いただきます」

　二人揃ってフォークをケーキに突つき立たてると、小さな塊かたまりを口へと運んだ。

　甘あま過すぎないクリームと苺の酸すっぱさが、なんだかほっとする。ふわふわした生き地じは噛かみ締めることもなく口の中で溶とけ、余よ韻いんを残したままで消えていった。

「うん、美味しい。リルカの作るものは、なんでも美味しいな」

「旦那さまにそう言って頂けると、幸せです」

　顔を綻ほころばせるリルカ。

　……幸せか。

「……今までね。オレ、自分の幸せなんてどうでもいいと思ってた」

　仕事さえ出来れば、誰かの為に魔法薬を作ることが出来れば、それ以外には何も要いらないとすら考えていたんだ。

「でも、リルカと一緒に暮らすようになってから、家に帰って、君の料理を食べて、他た愛わいない会話をして……そんなことが、いつのまにか当たり前になって」

　リルカは黙だまったまま、オレの話を聞いてくれていた。

「こういうのもいいなって、そう思うようになった。この気持ちが君の言うような『幸せ』だっていうなら……オレも君と居て、幸せなんだと思う」

「……旦那さま」

　オレは立ち上がると、リルカの傍そばに寄った。

「これ、良かったら、もらって欲しい」

　懐から出した箱を、リルカの前に置いた。

　蓋を開けた途と端たん――それまできょとんとしていたリルカの顔が、素す直なおな驚おどろきに変わる。

「指輪、ですか？」

　リルカは慎しん重ちような手つきで、銀を下地に装そう飾しよくの施ほどこされた指輪を持ち上げた。

「うん。以前に依頼されたところでこういうものを作るお店があってね。そこの人に頼たのんで、手伝ってもらいながら、こっちもオレが作った。まあ、急いで作ったから、出来はお粗そ末まつなものになっちゃったけど」

「そんなこと、ありません！　素す晴ばらしいです。旦那さまは器用なのですね」

「学生時代、授業の一いつ環かんで他の魔法工士の仕事を体験したことがあってね。その時に習ったんだ」

　魔ま道どう具ぐの中には指輪や首くび飾かざりの形をしたものもあるので、そういった物を製作する時に使う技術だ。

　リルカは、嬉うれしそうに指輪をはめて、オレに見せた。

「ど、どうでしょう……？」

「よく似合うよ。ほっとした」

　なにせ女性に指輪を贈るなんて、初めてだからな。

「なあ、リルカ。君とこれから一緒に居たら、オレはもっと幸せを感じることが出来ると思う。だから、その」

　いよいよだ。オレは咳払いし、意を決して、口にした。指輪を渡す時に、必ず伝えようとしていた言葉を。

「改めて、君さえ良ければこれからも――オレと、一緒に暮らしてくれないか」

「あ……」

　リルカが何かを言う前に、オレは膝ひざをつき、彼女を抱だき締める。

　最初、リルカからの反応はなかった。

　でも、やがて、少しだけ――。

　少しだけ強く、彼女はオレの体を、抱き締め返してくれる。

「はい。もちろんです」

　オレ達は何も言葉を交かわさずに、しばらくの間、ずっとそうしていた。

　家の中は、春先にしてはやけに冷たい空気が漂っている。

　でも、寒いとは思わなかった。

　それで初めて、オレは、ほんのちょっとだけ分かった気がする。

　結婚して二人で暮らすっていう、その意味と、価値が。

　部屋にはオレのお香と、リルカのケーキの甘あまい匂いが、微かすかに漂っている。

「……明日からまた、頑張るよ」

　誰かと、君が、笑ってくれるように。

　オレは、静かに、呟つぶやいた。
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あとがき







　生あい憎にくと結婚なんてものに今のところ、まるで縁のないぼくではありますが。

　それでも「生しよう涯がい添い遂げる相手」として選ぶなら、どんな人がいいのだろうかと考えてみると、これが中々に難しいものであります。

　単に互いが互いを好きだからということだけで、何十年も共に過ごせるものだろうか？　なんてことを、考えてしまうかもしれません。

　ただ、今当たり前のように一緒に居る、両親を始めとする自分の家族だって、初めからそうだったわけじゃない。

　一緒に生活する中で、少しずつ作り上げてきた関係であるはずです。

　だから結婚も、「好き」という気持ちから始まり、時間をかけ、色々と歩み寄りながら、自然で唯一無二な繋がりになっていくこともあるのかもしれない。

　そんなことを思いながら、この「勤労魔導士が、かわいい嫁と暮らしたら？　「はい、幸せです！」」というお話を執筆していました。

　お久し振りです、空そら埜の一かず樹きです。

　デビュー以来、様々なお話を書いてきましたが、ついに夫婦ものです。

　来るべきところまで来たな、という感じがします。なんとなく。

　ただまあ、今年で作家生活も十年目に突入したので、今までにこだわらず、更に色んな物語を手掛けていければなぁと思っています。

　なんだか具体性に欠けるようなことを言ってしまいましたが、謝しや辞じに移ります。

　担当Ｎ様、新担当Ｓ様、毎度、色々とご迷惑をかけております。いささか異色な形態のお話を快く受け入れ、書かせて頂き、感謝しております。

　挿絵担当のさくらねこ様、イラストからあふれ出るキャラクター達の可愛らしさ、特にリルカに関しては本当にときめきました。ありがとうございます。

　各方面からメッセージを下さる方々。感謝の次第もありません。ありがとうという言葉以上に良いものが見つからず、いつも同じようなことを言ってしまいますが許して下さい。

　そしてなにより、本作を読んで頂いた全ての読者様へ。最大限の、感謝を。

　それではまた、お会いしましょう。


十月　空埜一樹　ＢＧＭ『smile smile』

ブログ　『空ノページ』
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